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松

本

隆

信

序

江
戸
時
代
の
中
頃
ま
で
の
聞
に
、
御
伽
文
庫
、
あ
る
い
は
御
伽
草
子
の
名
で
呼
ば
れ
る
、

「
文
正
さ
う
し
」
以
下
二
十
三
篇
の
作
品
を

揃
え
た
叢
書
が
板
行
さ
れ
て
い
る
。
美
濃
紙
刷
、
絵
入
横
本
仕
立
の
同
じ
体
裁
で
、

は
じ
め
は
三
十
九
冊
で
あ
っ
た
が
、
後
に
一
篇
一
冊

の
二
十
三
冊
に
合
綴
さ
れ
た
。
出
板
元
は
大
坂
の
書
棒
、
渋
川
清
右
衛
円
で
あ
る
。
こ
の
板
本
を
仮
に
「
御
伽
草
子
本
」
の
名
称
で
呼
ぶ

こ
と
と
す
る
。
標
題
に
掲
げ
た
の
も
そ
の
意
味
で
あ
る
。

御
伽
草
子
本
の
板
行
年
代
は
、
古
く
藤
井
紫
影
博
士
が
享
保
の
頃
と
推
定
さ
れ
て
以
来
、

そ
れ
が
通
説
と
な
っ
て
踏
襲
さ
れ
て
き
た
。

前
記
の
渋
川
板
の
揃
い
本
に
関
す
る
限
り
、

こ
の
説
は
ほ
ぼ
当
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
の
後
笹
野
堅
氏
、

横
山
重
氏
に
よ
っ

て
、
こ
の
御
伽
草
子
本
に
は
、

そ
の
前
に
基
づ
く
所
の
板
本
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
笹
野
氏
は
「
室
町
時
代
短
篇
集
」
所

載
の
「
御
伽
草
子
孜
」
に
お
い
て
、
二
十
三
篇
中
の
「
文
正
さ
う
し
」
と
「
和
泉
式
部
」
の
二
篇
に
、
御
伽
草
子
本
と
全
く
同
じ
装
頗
、

七



七

板
式
で
、
料
紙
に
問
似
合
紙
を
使
い
、
挿
絵
に
丹
緑
等
の
彩
色
を
施
し
た
本
が
存
在
す
る
こ
と
を
報
告
さ
れ
、
御
伽
草
子
本
は
こ
れ
の
再

印
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
た
。
更
に
横
山
氏
は
、

「
室
町
時
代
物
語
集
」
の
解
題
の
中
で
、
右
二
篇
の
外
、

「
七
草
草
紙
」

「
さ
ゾ
れ
い

し
Lー

「
酒
呑
童
子
」
の
三
篇
に
も
、
同
じ
丹
緑
横
本
の
あ
る
こ
と
を
記
さ
れ
、
御
伽
草
子
本
は
こ
れ
の
覆
刻
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
私
も
こ

れ
と
同
種
の
丹
緑
横
本
と
し
て
、
早
大
図
書
館
で
「
小
町
草
紙
」
を
、
京
大
図
書
館
で
「
物
く
さ
太
郎
」

(
下
巻
の
み
の
零
本
)
を
見
る

こ
と
を
得
た
。
ま
だ
外
に
も
伝
存
す
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
私
の
知
り
得
た
の
は
以
上
七
篇
で
あ
る
。
横
山
氏
は
、
御
伽
草
子
本
が
二
十

三
篇
を
通
じ
て
、
書
風
や
画
風
が
全
く
統
一
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、
二
十
三
篇
全
部
に
亘
っ
て
、

そ
の
も
と
と
な
っ
た
丹
緑
横
本
が
、

か

つ
て
は
存
在
し
た
も
の
と
想
像
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
恐
ら
く
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
御
伽
草
子
本
は
、
装
頗
、
本
文
の
字
体
や
書
き
方
、
挿

絵
の
構
図
等
か
ら
見
て
、
奈
良
絵
本
の
形
態
を
模
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
の
で
、

そ
の
原
態
が
上
記
の
七
篇
の
丹
緑
本
の
如
く
、
間

似
合
紙
を
用
い
、
挿
絵
に
彩
色
を
施
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
当
然
考
え
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
た
だ
、
御
伽
草
子
本
が
、
笹
野
氏
の
言

わ
れ
る
よ
う
に
、
丹
緑
本
の
後
刷
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
横
山
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
覆
刻
で
あ
る
の
か
は
、
ま
だ
実
物
を
突
合
せ
て

く
わ
し
く
調
査
し
て
い
な
い
の
で
、
私
自
身
の
判
断
を
述
べ
る
に
至
っ
て
い
な
い
。

次
に
、
こ
の
丹
緑
横
本
の
板
行
を
、
笹
野
氏
は
寛
文
頃
と
さ
れ
、
横
山
氏
は
明
暦
以
前
寛
永
頃
に
ま
で
遡
り
得
る
か
と
考
え
ら
れ
た
。

こ
の
本
の
板
式
は
、

普
通
の
板
本
と
異
な
っ
た
特
殊
な
も
の
で
あ
る
の
で
、

そ
の
面
か
ら
年
代
を
決
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
よ
う
で
あ

る
。
最
も
推
定
の
拠
り
所
と
な
り
得
る
の
は
、
挿
絵
に
施
さ
れ
た
丹
緑
等
の
彩
色
の
味
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
方
面
に
つ
い
て
も
、
私
は
知

識
が
乏
し

ν
の
で
、
少
く
と
も
万
治
寛
文
ま
で
は
降
る
ま
い
と
の
感
じ
を
受
け
る
程
度
で
、

は
っ
き
り
し
た
推
定
は
言
い
得
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
御
伽
草
子
本
に
収
め
ら
れ
た
こ
十
三
篇
は
、
大
部
分
が
室
町
時
代
の
成
立
に
か
か
る
物
語
で
あ
る
所
か
ら
、
こ
の
御
伽
草

子
と
い
う
名
称
が
、
室
町
時
代
物
語
の
汎
称
に
ま
で
範
囲
が
拡
げ
ら
れ
、

ひ
い
て
は
、
仮
名
草
子
・
浮
世
草
子
に
対
し
て
、

そ
れ
に
先
行



す
る
小
説
形
態
を
あ
ら
わ
す
文
学
史
上
の
術
語
と
し
て
採
用
さ
れ
、

一
般
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
今
度
は
逆
に
、

こ
の
御
伽
草
子
本
二
十
三
篇
の
叢
書
が
、
室
町
時
代
物
語
の
代
表
的
作
品
集
で
あ
る
か
の
知
き
扱
い
を
受
け
る
傾
向
を
生
じ
、

ま
た
そ
れ

ら
二
十
三
篇
の
作
品
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
も
、

こ
の
叢
書
が
最
も
多
く
利
用
さ
れ
、

こ
れ
に
よ
っ
て
室
町
物
語
の
文
学
的
価
値
が
云
々
さ

れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
御
伽
草
子
本
が
、
江
戸
中
期
以
後
室
町
時
代
物
語
の
中
で
最
も
流
布
し
て
い
た
本
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る

カミ

し
か
し
、
果
し
て
こ
れ
に
よ
っ
て
、
多
種
多
様
な
室
町
物
語
全
体
を
代
表
せ
し
め
得
る
か
ど
う
か
は
、
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。

二
十
三

篇
の
中
に
、
室
町
物
語
の
中
で
最
も
時
代
的
特
徴
を
示
し
て
い
る
所
謂
本
地
物
の
、

正
統
的
作
品
が
入
っ
て
い
な
い
と
い
う
一
事
を
見
て

も
、
そ
れ
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
(
「
焚
天
国
」
「
物
く
さ
太
郎
」
「
浦
島
太
郎
」
は
本
地
物
的
形
式
を
と
っ
て
い
る
が
、
本
地
物
と
し
て
は

末
流
の
擬
似
作
品
と
言
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
)

ま
た
、
本
文
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
価
値
に
つ
い
て
も
、

室
町
物
語
は
、

一
つ
の
作
品

に
、
本
文
の
著
し
く
異
な
っ
た
伝
本
が
幾
つ
も
伝
存
す
る
場
合
が
多
く
、

そ
う
い
う
諸
本
の
中
に
お
い
て
、
御
伽
草
子
本
の
本
文
を
見
て

も

そ
れ
が
室
町
期
の
原
態
か
ら
は
相
当
に
離
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
を
起
さ
せ
る
例
が
あ
る
。
室
町
物
語
研
究
の
た

め
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
御
伽
草
子
本
の
も
つ
価
値
に
は
、
検
討
し
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多
く
の
点
が
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、

そ
の
よ
う
な
御
伽
草
子
本
の
本
文
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
価
値
を
考
え
る
前
提
と
し
て
、

そ
れ
が
室
町
期
の
原
態
の
本
文

と
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
を
、
事
実
に
よ
っ
て
示
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
、
同
一
の
作
品
に
つ
い
て
、
確
実
に
室

町
期
の
本
文
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
伝
本
と
の
比
較
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
十
三
篇
の
中
で
、
私
が
そ
の
よ
う
な
古
本
を
見

る
こ
と
を
得
た
の
は
、
「
文
正
さ
う
し
」
「
蛤
の
草
紙
」
「
小
敦
盛
」
「
横
笛
草
紙
」

の
四
篇
で
あ
る
。

「
鉢
か
づ
き
」
「
一
寸
法
師
」
の
ニ
篇
に
は
、
題
材
は
ほ
ぼ
同
類
と
い
え
る
が
、
筋
に
相
当
の
違
い
の
あ
る
古
写
本
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
は
題
名

も
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
む
し
ろ
改
作
と
い
っ
た
方
が
適
当
で
あ
る
。
「
酒
呑
童
子
」
に
は
、
有
名
な
南
北
朝
頃
の
絵
巻
「
大
江
山
絵
詞
」
が
あ

一
七
三



一
七
四

る
が
、
こ
れ
と
御
伽
草
子
本
と
は
、
本
文
の
調
子
が
離
れ
過
ぎ
て
い
る
。
御
伽
草
子
風
の
本
文
を
も
っ
「
大
江
山
」
あ
る
い
は
「
伊
吹
山
」
と
題

す
る
絵
巻
の
類
は
多
数
伝
存
す
る
が
、
室
町
期
に
ま
で
上
る
古
本
に
は
、
未
だ
接
し
て
い
な
い
。
「
浜
出
草
紙
」
民
は
、
幸
若
舞
と
し
て
の
古
写

本
は
存
在
す
る
。

他
の
作
品
に
も
、

書
写
の
年
代
は
江
戸
期
に
ま
で
降
っ
て
も
、

本
文
は
古
い
姿
を
と
ど
め
て
い
る
と
想
像
出
来
る
伝
本
は
見
ら
れ
る

カミ

こ
こ
で
は
一
応
、
本
そ
の
も
の
か
ら
言
っ
て
、
確
実
性
の
高
い
も
の
に
し
ぼ
る
こ
と
に
し
た
い
。
今
回
は
紙
面
の
都
合
で
、
右
四
篇

の
中
「
小
敦
盛
」
と
「
横
笛
草
紙
」

の
二
篇
を
取
り
上
げ
る

D

な
お
、
御
伽
草
子
本
の
本
文
と
い
う
の
は
、

と
り
も
な
お
さ
ず
、

そ
れ
が
基
づ
い
た
丹
緑
横
本
の
本
文
に
な
る
訳
で
あ
る
が
、

そ
の
丹

緑
本
の
本
文
は
、

そ
の
前
に
あ
っ
た
奈
良
絵
本
・
写
本
の
類
の
本
文
を
忠
実
に
醗
刻
し
た
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
書
写
あ

る
い
は
板
行
の
時
代
は
新
し
く
と
も
、
本
文
そ
の
も
の
は
、
古
い
本
よ
り
古
態
を
存
す
る
と
い
う
場
合
も
あ
り
得
る
の
で
、
古
写
本
と
御

伽
草
子
本
と
の
本
文
の
比
較
は
、
本
の
新
古
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
出
来
る
だ
け
白
紙
の
状
態
で
行
な
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

本
稿
に
多
く
引
用
し
た
御
伽
草
子
本
の
本
文
は
、
慶
応
義
塾
図
書
館
所
蔵
の
揃
い
本
に
拠
っ
た
。
こ
の
本
は
第
二
十
三
の
「
酒
呑
童
子
」
の
奥
に

あ
る
刊
記
を
削
っ
た
後
印
本
で
、
保
存
の
良
い
美
本
で
あ
る
が
、
板
面
の
磨
滅
か
ら
、
濁
点
や
句
点
が
消
え
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
個
所
が
存
す
る
。
今
は
、
濁
点
は
そ
の
ま
ま
掲
出
し
、
句
点
は
原
本
の
そ
れ
に
と
ら
わ
れ
ず
に
私
に
施
し
た
。
ま
た
、
原
本
に
附
し
て
あ
る

振
仮
名
は
、
特
に
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
の
外
は
省
略
し
た
。

御
伽
草
子
本
以
外
の
諸
本
の
本
文
引
用
に
当
っ
て
も
、
出
来
る
だ
け
原
本
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
に
努
め
た
が
、
漢
字
は
現
行
の
字
体
に
統
一
し
、

改
行
、
句
点
は
私
に
施
し
た
。

諸
本
の
本
文
を
、
長
文
に
亘
っ
て
、
二
段
あ
る
い
は
三
段
に
並
べ
て
掲
出
し
た
個
所
に
お
い
て
は
、
上
下
の
対
照
の
使
を
計
っ
た
た
め
に
、
空
行

を
生
じ
た
部
分
が
あ
る
が
、
本
文
は
す
べ
て
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。



敦

成
..u.u. 

本
作
品
の
古
紗
本
と
し
て
は
、
左
の
三
本
が
伝
存
す
る
。

横
山
重
氏
赤
木
文
庫
蔵
絵
巻

軸

(
外
題
「
敦
盛
絵
」
)

本
書
は
、
近
く
横
山
重
氏
編
「
源
平
物
語
集
」
に
翻
刻
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
絵
巻

軸

牡
丹
唐
草
文
様
の
金
欄
表
紙
。
料
紙
椿
紙
。

題
祭
は
半
ば
剥
落
し
、
「
敦
盛
」
と
「
詞
」
の
三
字
の
外
読
み
得
な
い
。

内
題
な

し
。
紙
幅
二
十
三
糎
。
字
面
高
さ
約
二
十
一
糎
。
横
山
重
氏
旧
蔵
本
。

天
理
図
書
館
蔵
絵
巻

軸

菱
自
巻
龍
織
文
緑
色
表
紙
。
見
返
し
金
泥
秋
草
絵
。
料
紙
金
泥
下
絵
の
鳥
の
子
、
裏
打
。
紙
幅
二
八
・
四
糎
。
字
面
高
さ
約
二

十
三
糎
。
外
題
、
内
題
な
し
。
奥
書
「
依
良
春
所
望
染
随
筆
/
者
也
(
花
押
)
親
王
」
。
識
語
(
別
紙
継
)
「
右
一
巻
絵
草
子
言

葉
書
者
/
青
蓮
院
宮
尊
朝
親
王
前
廉
之
御
真
跡
也
/
殊
御
奥
書
御
判
形
右
在
之
最
分
明
也
/
正
保
元
年
/
極
月
下
旬

古
筆
了

佐
(
花
押
)
(
印
)
」
。
横
山
重
氏
旧
蔵
本
。

右
三
本
は
い
ず
れ
も
、
詞
書
十
六
段
、
絵
十
五
面
よ
り
成
る
室
町
末
期
の
古
絵
巻
で
、

(
天
理
本
の
筆
者
青
蓮
院
尊
朝
親
王
は
慶
長
二

一
七
五



一
七
六

年
、
六
十
六
才
で
亮
〉
詞
書
の
文
章
、
絵
の
構
図
共
に
全
く
同
系
で
あ
る
。

た
だ
天
理
本
の
本
文
の
み
は
、
他
の
二
本
よ
り
も
漢
字
を
や

や
多
く
使
用
し
、
語
句
の
末
に
小
異
の
あ
る
個
所
が
存
す
る
。
本
稿
に
お
け
る
、
絵
巻
の
本
文
の
引
用
に
当
つ
て
は
、
私
が
直
接
原
本
に

つ
く
こ
と
を
得
た
、
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
本
に
拠
っ
た
。

次
に
、
江
戸
期
の
伝
本
に
は
、
御
伽
草
子
本
と
全
く
同
系
統
の
本
文
を
も
つ
も
の
の
外
、
管
見
に
入
っ
た
も
の
が
無
い
口
国
会
図
書
館

に
奈
良
絵
本
(
下
巻
の
み
の
零
本
)
が
あ
り
、

ま
た
古
書
市
等
で
時
折
奈
良
絵
本
を
見
か
け
る
が
、
皆
御
伽
草
子
本
と
本
文
は
変
ら
な
い

ょ
う
で
あ
る
。
板
本
も
、
御
伽
草
子
本
以
外
は
見
る
こ
と
を
得
な
か
っ
た
。

(
但
し
、
寛
文
五
・
六
年
頃
の
刊
行
と
推
定
さ
れ
る
無
刊
記

の
「
書
籍
目
録
」
に
「
子
あ
つ
も
り
一
冊
」
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。
御
伽
草
子
本
は
、

は
じ
め
二
冊
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
が
前
述
の
丹

緑
横
本
を
指
す
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
す
る
と
、
外
に
別
板
の
本
が
存
在
し
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
)
従
っ
て
、
御
伽
草
子
本
「
小

敦
盛
」
の
本
文
研
究
に
当
っ
て
、
資
料
と
な
し
得
る
の
は
、
前
掲
の
三
種
の
絵
巻
の
み
で
あ
る
。
以
下
、
絵
巻
と
御
伽
草
子
本
と
の
、
二

系
統
の
伝
本
を
比
較
し
て
み
る
。

御
伽
草
子
本
と
古
絵
巻
と
の
、
新
旧
二
種
の
伝
本
は
、
詞
章
は
勿
論
の
こ
と
、
内
容
、
筋
の
運
び
の
上
に
も
相
違
す
る
所
が
多
い

D

ま

ず
叙
述
内
容
の
上
に
見
ら
れ
る
相
違
点
を
、
順
序
を
追
っ
て
摘
出
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

m
w
絵
巻
の
巻
頭
は
、

『
さ
る
ほ
と
に
、

一
の
た
に
の
か
っ
せ
む
や
ふ
れ
し
か
は
、

し
ゅ
し
ゃ
う
、

二
位
殿
を
は
し
め
た
て
ま
つ
り
、

み

な
ノ
¥
舟
に
と
り
の
り
、

お
ち
さ
せ
給
ひ
け
る
』
の
書
き
出
し
に
始
ま
り
、
落
ち
て
行
く
敦
盛
が
熊
谷
直
実
に
呼
び
戻
さ
れ
、

騎

打
の
末
に
討
た
れ
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
御
伽
草
子
本
に
は
こ
の
場
面
は
無
く
、

こ
れ
に
続
く
、
都
西
山
の
傍
に
忍
ん
で
い
た



敦
盛
の
北
の
方
が
、
夫
の
討
死
を
聞
い
て
悲
歎
に
沈
む
所
か
ら
書
き
起
さ
れ
て
い
る
。

ω敦
盛
の
北
の
方
に
つ
い
て
、
絵
巻
は
、
少
納
言
入
道
信
西
の
孫
、
洞
院
の
娘
、
弁
宰
相
と
記
し
て
い
る
が
、
御
伽
草
子
本
は
、
巻
頭

の
所
で
は
北
の
方
の
素
姓
の
こ
と
に
何
も
触
れ
て
い
な
い
。

ω下
り
松
の
辺
に
捨
て
ら
れ
た
敦
盛
の
若
君
が
、
法
然
上
人
に
拾
わ
れ
て
成
長
し
た
後
、
絵
巻
で
は
、
若
君
が
同
じ
年
頃
の
稚
児
達
と

弓
遊
び
を
し
て
い
る
時
に
、

勝
負
の
争
い
か
ら
或
る
稚
児
に
、

『
ち
〉
は
〉
も
な
き
み
な
し
こ
か
、

わ
れ
ノ
¥
に
む
か
ひ
て
、
く
ち

を
き
く
事
よ
、
上
人
と
り
あ
け
さ
せ
給
ひ
て
こ
そ
、

か
く
は
あ
れ
』
と
罵
ら
れ
、

父
母
の
無
い
悲
し
さ
を
上
人
に
訴
え
る
と
い
う
挿

話
が
あ
る
。
御
伽
草
子
本
に
は
こ
の
弓
遊
び
の
記
事
が
無
い
。

例
法
然
上
人
の
計
ら
い
で
、
北
の
方
が
若
君
と
対
面
を
す
る
こ
と
が
出
来
た
際
に
、
絵
巻
に
は
、
熊
谷
入
道
が
敦
盛
か
ら
託
さ
れ
た
形

見
の
直
垂
と
笛
と
を
、

北
の
方
に
手
渡
す
場
面
が
あ
る
。

そ
の
直
垂
に
は
、

『
な
か
ら
へ
て
契
ら
さ
り
け
る
物
ゆ
へ
に
、
あ
は
す
は

か
く
は
お
も
は
さ
ら
ま
し
』

と
い
う
敦
盛
の
歌
が
書
き
留
め
て
あ
っ
た
。

こ
れ
を
見
て
、

北
の
方
は
悲
し
み
の
思
い
を
新
た
に
す

る
。
御
伽
草
子
本
に
は
こ
の
条
も
ま
た
無
く
、
従
っ
て
右
の
歌
も
無
い
。

mw巻
末
に
、
絵
巻
で
は
生
田
か
ら
父
敦
盛
の
骨
を
持
ち
帰
っ
た
若
君
が
、
母
共
々
に
出
家
を
遂
げ
、
若
君
は
そ
の
後
修
行
を
積
ん
で
、

西
山
の
せ
ん
ゑ
上
人
と
呼
ば
れ
仰
が
れ
た
と
あ
る
。
御
伽
草
子
本
は
、
北
の
方
は
出
家
す
る
が
、
若
君
は
た
だ
法
然
上
人
の
許
へ
返

し
た
と
あ
る
の
み
で
、
出
家
の
こ
と
を
記
さ
ず
、
従
っ
て
せ
ん
ゑ
上
人
云
々
の
記
事
も
無
い
。
な
お
、
北
の
方
が
髪
を
下
し
て
柴
の

庵
を
結
び
、
敦
盛
の
菩
提
を
弔
う
条
に
、
絵
巻
に
は
北
の
方
の
歌
二
首
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
御
伽
草
子
本
は
こ
の
歌
も
欠
い
て
い

る。

右
の
mw
か
ら
mw
ま
で
を
見
る
と
、
す
べ
て
、
絵
巻
に
較
べ
て
御
伽
草
子
本
は
、
筋
の
運
び
が
簡
略
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

一
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る
。
現
在
の
所
、

こ
の
両
者
の
間
隙
を
埋
め
得
る
性
質
を
も
っ
た
伝
本
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、

こ
の
二
種
の
伝
本
を
突
き
合
わ

せ
て
考
え
る
外
な
い
が
、

そ
の
場
合
、

両
者
は
全
く
無
関
係
で
あ
る
の
か
、

あ
る
い
は
絵
巻
を
省
略
し
た
形
が
御
伽
草
子
本
で
あ
る
の

か
、
逆
に
ま
た
、
御
伽
草
子
本
の
基
い
た
祖
本
が
素
朴
な
形
態
の
も
の
で
あ
っ
て
、
絵
巻
は
そ
れ
を
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
っ

た
、
三
つ
の
見
方
が
出
来
よ
う
。

そ
こ
で
右
の
五
個
所
の
各
々
に
つ
い
て
、
両
者
が
ど
う
い
う
関
係
に
立
つ
か
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

(1) 

こ
の
物
語
は
、
平
家
物
語
に
見
え
る

「
六
代
」
や
「
小
宰
相
」
な
ど
と
同
じ
く
、
平
家
一
門
の
滅
亡
に
ま
つ
わ
る
哀
話
の
一

つ
で

あ
る
。
但
し
平
家
物
語
に
は
、
敦
盛
の
妻
子
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
く
、
後
世
成
長
し
た
後
日
談
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
本
作
と
同
じ
題
材

を
扱
っ
た
も
の
に
謡
曲
の
「
生
田
敦
盛
」
が
あ
る
。
謡
曲
と
本
作
と
の
成
立
の
先
後
関
係
は
明
ら
か
に
し
得
な
い
が
、
謡
曲
に
語
ら
れ
て

い
る
の
は
、
敦
盛
の
遺
児
が
賀
茂
の
明
神
の
利
生
を
蒙
っ
て
、
生
田
で
父
の
亡
霊
に
逢
う
部
分
の
み
で
あ
る
。
物
語
と
し
て
の
本
作
か
ら

言
っ
て
も
、
北
の
方
と
若
君
と
の
二
人
を
主
人
公
と
し
た
、
敦
盛
死
後
の
事
件
を
語
る
所
に
主
題
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

一
の
谷
の
敦

盛
、
直
実
組
打
の
場
面
は
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

一
篇
の
結
構
か
ら
す
れ
ば
、
御
伽
草
子
本
の
如
き
形
の
方
が
す
っ
き

り
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

そ
の
意
味
で
は
、
絵
巻
の
こ
の
部
分
は
増
補
と
し
て
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

た
だ
、
御
伽
草
子
本
の
冒
頭
を
見
る
と
、

掠
も
あ
つ
も
り
の
き
た
の
御
か
た
は
、
み
や
こ
に
し
山
の
か
た
は
ら
に
、
ふ
か
く
し
の
ひ
給
ひ
け
る
が
、
あ
つ
も
り
の
う
た
れ
さ
せ
給
ひ
ぬ
る
と
き

こ
し
め
し
、
夢
か
う
つ
〉
か
、
こ
は
い
か
成
こ
と
ぞ
と
、
ふ
し
し
づ
み
な
き
給
ふ

と
い
う
文
章
で
始
ま
る
が
、

こ
の
類
の
物
語
と
し
て
は
、

こ
の
よ
う
な
書
き
出
し
の
仕
方
は
、

や
や
特
異
な
感
じ
を
与
え
る
。
御
伽
草
子

本
二
十
三
種
を
見
て
も
、
冒
頭
の
文
章
は
、

そ
れ
む
か
し
が
い
ま
に
い
た
る
ま
で
、
め
で
た
き
こ
と
を
き
、
っ
た
ふ
る
に
、

い
や
し
き
も
の
〉
、
こ
と
の
ほ
か
に
な
り
い
で
〉
、
は
じ
め
よ
り
の



ち
ま
で
も
、
も
の
う
き
こ
と
な
く
め
で
た
き
は
、
ひ
た
ち
の
く
に
に
、
し
ほ
や
き
の
ぶ
ん
し
ゃ
う
と
、
申
も
の
に
て
ぞ
は
ん
ベ
り
け
る
(
文
正
さ
う
し
)

中
む
か
し
の
こ
と
に
や
有
け
ん
、
か
は
ち
の
く
に
、
か
た
の
〉
へ
ん
に
、
び
っ
ち
う
の
か
み
さ
ね
た
か
と
い
ふ
人
ま
し
ノ
¥
け
る
(
は
ち
か
っ
き
)

そ
も

riせ
い
わ
の
こ
ろ
、
だ
い
り
に
、
こ
ま
ち
と
い
ふ
、
い
ろ
こ
の
み
の
ゆ
ふ
ぢ
よ
あ
り
(
小
町
草
紙
)

中
ご
ろ
の
こ
と
に
や
、
け
ん
れ
い
も
ん
ゐ
ん
の
御
と
き
、
か
る
も
、
ょ
こ
ぶ
え
と
て
、
二
人
の
女
は
う
侍
り
け
り
(
よ
こ
笛
草
紙
)

何
時
何
処
に
誰
々
が
い
た
と
、
主
人
公
の
紹
介
で
始
ま
る
も
の
が
多
い
。
そ
う
い
う
類
型
の
中
に
お
い
て
見
る
と
、

と
い
っ
た
風
に
、

「
小
敦
盛
」
の
冒
頭
の
文
は
破
格
を
感
じ
さ
せ
る
。

そ
れ
は
む
し
ろ
幸
若
舞
曲
の
書
き
出
し
に
近
い
も
の
が
あ
る
。

そ
こ
で
、

こ
れ
は
同
の
点
に
関
係
し
て
く
る
の
で
あ
る
が
、

絵
巻
は
、

一
の
谷
で
の
敦
盛
討
死
の
段
が
終
っ
た
後
に
、

『
さ
て
も
、

せ

う
な
こ
ん
入
道
し
ん
せ
い
の
御
ま
こ
、

と
う
ゐ
ん
の
御
む
す
め
、

へ
ん
の
さ
い
し
ゃ
う
と
申
け
る
は
、

み
や
こ
の
う
ち
の
ひ
し
ん
と
そ
、

き
こ
え
た
ま
ひ
け
る
』
と
い
う
文
が
あ
っ
て
、

こ
こ
か
ら
御
伽
草
子
本
の
巻
頭
と
同
じ
場
面
の
叙
述
に
入
っ
て
く
る
。
絵
巻
の
巻
頭
も
ま

た
、
前
掲
の
如
く
(
一
七
六
頁
参
照
)
、
幸
若
風
で
あ
っ
て
、
物
語
の
書
き
出
し
と
し
て
は
、
右
の
文
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
。
(
絵
巻
の
第

一
段
は
、
幸
若
の
「
敦
盛
」
と
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
)
従
っ
て
、

絵
巻
の
方
だ
け
に
つ
い
て
言
え
ば
、

こ
の
第
一
段
は
ま
す

/
¥
附
加
的
な
性
質
を
強
め
て
く
る
。

し
か
し
、
御
伽
草
子
本
の
方
に
即
し
て
み
る
と
、
逆
に
、
同
本
が
そ
の
本
文
を
作
製
す
る
に
当
っ

て
拠
っ
た
祖
本
に
は
、
絵
巻
の
よ
う
な
敦
盛
討
死
の
場
面
が
あ
っ
た
の
を
、
そ
れ
を
省
略
し
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
際
に
絵
巻
に
あ
る

よ
う
な
北
の
方
の
素
姓
を
記
し
た
文
を
も
書
き
洩
し
た
た
め
に
、
破
格
を
感
じ
さ
せ
る
書
き
出
し
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問

が
起
き
て
く
る
。

つ
ま
り

ωの
部
分
に
つ
い
て
は
、
両
者
の
関
係
を
決
定
的
に
は
断
定
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

(3) 

絵
巻
に
あ
る
弓
遊
び
の
記
事
は
、
話
そ
の
も
の
は
挿
話
的
性
質
を
も
つ
も
の
で
、
筋
の
運
び
の
上
で
無
く
て
な
ら
な
い
も
の
で
は

な
い
が
、
法
然
上
人
の
許
で
成
長
し
た
若
君
が
、
父
母
の
な
い
孤
独
を
身
に
泌
み
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
契
機
と
し
て
、
次
の
場
面
へ
の
推

移
を
な
め
ら
か
に
す
る
役
割
を
な
し
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
、

こ
の
記
事
の
存
在
意
義
が
認
め
ら
れ
、
絵
巻
の
増
補
と
見
る
よ
り
、
御
伽

一
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草
子
本
の
省
略
と
し
た
方
が
適
切
で
あ
る
と
言
い
た
い
の
で
あ
る
が
、
な
お
、
御
伽
草
子
本
に
は
、
丁
度
絵
巻
の
こ
の
記
事
に
当
る
部
分

に
、
意
味
の
は
っ
き
り
し
な
い
短
い
叙
述
が
あ
る
こ
と
も
、
右
の
想
像
を
助
け
て
い
る
。

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
で
再
び
問
題
に
す

る
こ
と
と
す
る
。

(4) 

絵
巻
の
こ
の
場
面
で
の
立
役
者
は
熊
谷
入
道
で
あ
る
。

日
頃
法
然
上
人
の
許
で
若
君
と
共
に
生
活
し
、
若
君
が
敦
盛
の
悌
に
少
し

も
違
わ
ぬ
の
を
見
て
、
不
審
に
思
い
な
が
ら
涙
を
流
し
て
い
た
熊
谷
と
し
て
、
若
君
が
敦
盛
の
遺
児
と
判
明
し
た
際
の
感
動
は
一
し
お
で

あ
っ
た
筈
で
あ
り
、

こ
の
母
子
再
会
の
場
面
に
彼
が
登
場
し
て
き
で
、
敦
盛
の
形
見
の
品
を
北
の
方
に
手
渡
す
と
い
う
筋
書
は
極
め
て
効

果
的
で
あ
る
。

そ
し
て
、

そ
の
形
見
の
品
を
見
て
、
若
君
の
亡
き
父
を
慕
う
気
持
が
い
よ
/
¥
募
り
、
次
の
賀
茂
の
明
神
に
祈
請
を
か
け

る
段
へ
移
っ
て
ゆ
く
と
い
う
過
程
も
、
絵
巻
の
方
が
自
然
で
よ
ど
み
が
無
い
。
御
伽
草
子
本
は
こ
の
記
事
を
欠
く
た
め
に
、
脇
役
と
し
て

重
要
な
人
物
で
あ
る
べ
き
熊
谷
の
働
く
場
面
が
全
く
無
く
、

わ
ず
か
に
附
随
的
に
名
を
出
し
て
く
る
に
過
ぎ
な
く
な
っ
て
い
る
し
、

こ
の

物
語
の
前
半
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
母
子
対
面
の
場
面
の
哀
れ
さ
を
減
殺
す
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
文
学
的
な
効
果
と
い

う
面
か
ら
み
て
、

こ
の
場
面
は
相
当
に
重
要
性
を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
、

そ
の
点
か
ら
し
て
、

こ
れ
が
後
か
ら
の
増
補
と
は
考
え
に
く
い

の
で
あ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
何
故
御
伽
草
子
本
は
、

こ
う
い
う
良
い
場
面
を
省
略
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
ゅ
の

こ
の
糾

点
と
の
関
連
に
お
い
て
考
え
る
こ
と
が
出
来
そ
う
で
あ
る
。
絵
巻
に
お
い
て
熊
谷
が
活
躍
し
て
い
る
の
は
、

ωの
組
打
の
段
と
、

の
段
と
で
あ
る
。
御
伽
草
子
本
が
こ
の
両
方
と
も
欠
く
の
は
、
熊
谷
に
関
す
る
記
事
を
殊
更
省
略
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
か
ら
で

は
な
い
か
。
似
の
み
で
は
、
絵
巻
の
増
補
か
、
御
伽
草
子
本
の
省
略
か
断
じ
が
た
い
が
、
川
W
と
糾
と
が
対
応
し
た
場
面
で
あ
り
、

し
か
も

川
判
が
前
述
の
よ
う
な
性
質
を
も
っ
段
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
後
者
と
す
る
方
が
妥
当
性
が
あ
り
そ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。

(5) 

物
語
の
結
び
を
な
す
こ
の
部
分
の
両
者
の
叙
述
の
仕
方
を
対
照
す
る
と
、

絵
巻
は

『
さ
る
ほ
と
に
、

と
し
月
も
か
さ
な
り
け
れ



は
、
御
し
ゆ
っ
け
あ
る
ζ

そ
あ
わ
れ
な
れ
、

そ
の
お
り
ふ
し
、
き
た
の
御
か
た
も
、
御
く
し
お
ろ
さ
せ
給
ひ
云
々
』
と
い
う
風
に
、
若
君

を
主
と
し
、
母
北
の
方
を
従
と
し
て
記
述
し
て
い
る
趣
が
見
え
る
の
に
対
し
て
、
御
伽
草
子
本
は
、
北
の
方
の
こ
と
の
み
を
記
し
、
若
君

の
こ
と
に
は
附
随
的
に
触
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

こ
の
作
品
の
「
小
敦
盛
」
と
い
う
題
名
か
ら
し
て
も
、

ま
た
内
容
に
お
い
て
、

若
君

が
北
の
方
に
ま
さ
る
と
も
劣
ら
な
い
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
点
か
ら
見
て
も
、
御
伽
草
子
本
の
書
き
方
は
、

こ
の
物
語
の
結
び
と
し

て
、
今
一
つ
筋
が
通
っ
て
い
な
い
感
を
与
え
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
亡
父
に
一
目
逢
い
た
い
と
の
宿
願
を
果
し
た
若
君
が
、
出
家
し
て
後

に
高
僧
と
な
っ
た
と
す
る
絵
巻
の
叙
述
は
、

こ
の
種
の
物
語
の
常
套
形
式
に
叶
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
御
伽
草
子
本
が
、
何
故
こ
こ
で

北
の
方
に
焦
点
を
合
せ
て
、
若
君
の
こ
と
を
記
さ
な
か
っ
た
の
か
は
、
充
分
に
は
説
明
出
来
な
い
。

た
だ
一
つ
注
意
さ
れ
る
の
は
、
絵
巻

に
、
若
君
が
後
に
『
に
し
山
の
せ
ん
ゑ
上
人
b

と
呼
ば
れ
た
と
あ
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
、
法
然
門
の
高
弟
で
浄
土
宗
西
山
派
の

祖
と
さ
れ
て
い
る
、

善
慧
房
証
空
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
、

若
君
が
法
然
上
人
の
許
で
育
て
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
思
い
つ
い

た、

こ
じ
つ
け
か
も
し
れ
な
い
が
、
更
に
言
え
ば
、

こ
の
物
語
が
浄
土
宗
関
係
者
の
唱
導
の
材
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
た
め
で
は
な

か
ろ
う
か
。

若
君
の
養
育
者
と
し
て
法
然
上
人
を
殊
更
活
躍
せ
し
め
て
い
る
の
は
、

そ
こ
に
理
由
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
そ
う
で
あ
る

し
、
ま
た
、
絵
巻
の
巻
末
に
『
ま
こ
と
に
/
¥
、
あ
り
か
た
か
り
け
る
事
と
も
な
り
、
御
念
仏
を
御
ゑ
か
う
あ
る
へ
く
候
』
と
あ
る
文
に

は
、
そ
う
し
た
浄
土
教
的
唱
導
の
口
ぶ
り
が
聴
き
と
ら
れ
る

D

善
慧
上
人
の
名
を
出
し
て
き
た
の
も
、

そ
の
唱
導
意
識
の
現
れ
で
は
な
い

か
と
思
う
の
で
あ
る
。
既
に
そ
う
い
う
唱
導
的
目
的
を
失
っ
て
い
た
御
伽
草
子
本
は
、
敦
盛
の
遺
児
を
善
慧
上
人
と
関
係
e

つ
け
る
こ
と
の

無
稽
さ
を
知
っ
て
、

そ
れ
を
省
い
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
右
の
よ
う
に
や
〉
不
備
を
感
じ
さ
せ
る
結
び
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
絵
巻
の
側
に
の
み
あ
っ
て
、
御
伽
草
子
本
に
は
欠
け
て
い
る
五
つ
の
個
所
を
検
討
し
て
き
た
所
を
綜
合
す
る
と
、
主
観
的
な
判

断
に
依
ら
ざ
る
を
得
な
い
け
れ
ど
も
、
御
伽
草
子
本
は
、
絵
巻
の
如
き
内
容
を
も
っ
た
本
に
拠
り
な
が
ら
、

そ
れ
を
種
々
の
理
由
に
よ
っ

八



入

て
省
筆
し
た
も
の
と
考
え
る
方
が
、
自
然
に
解
釈
出
来
そ
う
な
結
果
が
出
て
き
た
。

次
に
、

御
伽
草
子
本
に
は
、
筋
の
運
び
の
上
の
相
違
で
は
な
い
が
、
同
一
場
面
に
お
い
て
、
叙
述
の
仕
方
が
絵
巻
よ
り
も
か
え
っ
て
複

雑
に
な
っ
て
い
る
個
所
が

つ
あ
る
。

そ
れ
は
、
賀
茂
の
明
神
の
夢
想
を
蒙
っ
て
、
若
君
が
準
々
と
生
田
に
赴
き
、

父
敦
盛
の
亡
霊
に
対

面
す
る
場
面
で
あ
る
。

少
し
長
く
な
る
が
、
両
者
の
原
文
を
対
照
し
て
掲
げ
て
み
る
。
左
の
文
は
、
若
君
が
一
の
谷
の
と
あ
る
小
さ
な
御

堂
で
縁
行
道
を
し
て
い
る
人
に
逢
う
所
か
ら
で
あ
る
。

絵

巻

わ
か
き
み
物
申
さ
ん
と
、
の
給
ひ
け
れ
は
、
こ
の
人
、
た
そ
と
こ
た
へ

給
ひ
、
こ
の
あ
た
り
は
、
人
も
と
ひ
こ
ぬ
と
こ
ろ
に
、
い
か
な
る
物
に

で
あ
る
そ
と
、
の
た
ま
へ
は
、
わ
か
き
み
、
な
く
p
d
¥
お
ほ
せ
け
る
は

み
や
こ
か
た
の
も
の
に
て
候
か
、
ち
〉
こ
の
御
ゆ
く
ゑ
を
た
つ
ね
、
此

十
日
は
か
り
も
あ
ゆ
み
て
候
か
、
あ
ま
り
に
雨
つ
よ
く
ふ
り
候
て
、
く

ら
さ
は
く
ら
し
、
と
は
う
も
な
く
候
、
一
夜
の
や
と
を
御
か
し
侠
へ
と

申
さ
れ
け
れ
は
、
さ
て
ち
〉
は
い
か
な
る
人
に
て
わ
た
り
侠
そ
と
、
の

給
ふ

A
 わ

か
き
み
、
お
も
ひ
給
ふ
や
う
、
い
ま
は
い
つ
く
も
け
ん
し
の
世
な
り

な
の
り
て
は
い
か
〉
と
、
お
も
ひ
給
ひ
し
か
と
も
、
よ
し
ゃ
な
の
り
て

そ
れ
ゆ
へ
に
、
わ
か
身
は
い
の
ち
を
う
し
な
ふ
と
も
、
ち
〉
こ
の
ゆ
へ

と
お
も
は
〉
、
つ
ら
か
ら
し
と
て
、
お
も
ひ
か
へ
し

わ
か
ち
〉
は
、
へ
い
け
の
一
も
ん
、
し
ゆ
り
の
大
夫
の
三
な
ん
、
あ
つ

も
り
と
申
候
な
り
、
一
の
た
に
の
か
っ
せ
ん
に
、
う
た
れ
さ
せ
給
ひ
て

候
、
そ
の
御
ゆ
い
こ
つ
も
、
御
な
つ
か
し
く
候
て
、
か
も
の
明
神
に
き

御

伽

草

子

本

わ
か
ぎ
み
、
ほ
と
/
¥
と
た
〉
き
、
物
申
さ
ん
と
あ
り
け
れ
ば
、
た
そ

や
、
こ
の
人
も
す
ま
ぬ
と
こ
ろ
に
、
物
申
さ
ん
と
い
ふ
は
、
い
か
な
る

せ
ろ
に
ん

も
の
ぞ
と
有
け
れ
ば
、
小
人
な
く
ノ
¥
の
た
ま
ふ
ゃ
う
、
こ
れ
は
、
み

よ

や
こ
の
も
の
に
て
候
が
、
ち
L

の
ゆ
く
ゑ
を
た
づ
ね
て
、
此
十
余
日
と

申
に
、
あ
し
に
ま
か
せ
で
き
た
り
候
、
が
、
あ
め
は
ふ
る
、
く
ら
さ
は
く

ら
し
、
ゆ
く
べ
き
か
た
も
な
し
、
今
管
一
夜
の
御
や
ど
を
御
か
し
侠
へ

と
の
た
ま
ふ
、
さ
て
ち
〉
は
い
か
な
る
も
の
ぞ
と
、
の
た
ま
ふ
と
き

村
川
お
ほ
せ
け
る
は
、
父
に
て
候
人
は
、
へ
い
け
の
一
も
ん
、
し
ゆ
り

の
た
対
つ
ね
も
り
の
御
子
、
む
く
は
ん
の
た
ゆ
ふ
あ
つ
も
り
と
申
人
な

り
、
一
の
た
に
の
か
せ
ん
に
、
う
た
れ
さ
せ
給
ひ
侠
を
、
み
づ
か
ら
こ



せ
い
申
て
候
へ
は
、
あ
ら
た
に
御
む
さ
う
を
か
う
ふ
り
、
此
す
ま
の
う

ら
ま
て
、
た
つ
ね
ま
い
り
候
と
、
の
た
ま
へ
は
、
こ
の
人
こ
の
事
を
き

〉
て
、
と
か
く
の
こ
と
は
は
な
く
し
て
、
た
〉
さ
め

f
¥と
そ
、
な
か

れ
け
る

や
〉
あ
り
て
、
わ
か
き
み
の
御
て
を
と
り
、
ゑ
ん
の
う
へ
に
、
ひ
き
あ

け
さ
せ
給
ひ
、
め
し
た
る
物
の
雨
に
ぬ
れ
た
る
、
つ
ゅ
う
ち
は
ら
ひ
、

こ
な
た
へ
と
て
、
う
ち
に
よ
ひ
入
申
て
、
さ
こ
そ
は
い
と
き
な
き
身
の

道
に
も
く
た
ひ
れ
給
ふ
ら
ん
、
や
す
み
給
へ
と
て
、
ひ
さ
を
ま
く
ら
に

せ
さ
せ
申
さ
れ
け
れ
は
、
か
な
し
さ
と
も
、
く
た
ひ
れ
と
も
な
く
、
た

〉
と
ろ
ノ
¥
と
そ
、
ま
と
ろ
み
給
ひ
け
る

そ
の
と
き
、
こ
の
あ
る
し
の
人
、
ゆ
め
う
つ
〉
と
も
な
く
の
給
ふ
や
う

な
ん
ち
は
、
み
も
せ
ぬ
お
や
を
、
か
ほ
と
ま
て
こ
ひ
か
な
し
み
け
る
事

の
、
む
さ
ん
さ
よ
、
か
う
ノ
¥
の
心
さ
し
、
ま
こ
と
に
せ
つ
な
る
に
よ

り
、
た
〉
い
ま
、
ま
ほ
ろ
し
に
き
た
れ
る
な
り
、
な
ん
ち
、
い
ま
た
は

〉
の
た
い
な
ひ
に
あ
り
し
と
き
、
こ
の
は
り
ま
な
き
さ
に
て
、
と
し
は

二
八
の
春
の
こ
ろ
、
く
ま
か
ゑ
か
て
に
か
〉
り
、
う
た
れ
し
な
り
、
わ

れ
を
お
も
は
〉
、
け
う
や
う
に
、
い
か
に
も
よ
く
/
¥
か
く
も
ん
を
し

て
大
ち
し
や
と
な
り
、
ひ
ろ
く
し
ゅ
し
ゃ
う
を
さ
い
と
あ
れ
、
そ
れ
を

う
れ
し
と
お
も
ふ
へ
し
と
て
、
た
も
と
に
、
一
し
ゅ
の
歌
を
そ
、
か
き

を
き
た
ま
ひ
け
る

こ
ひ
/
¥
て
ま
れ
に
あ
ふ
よ
も
ゆ
め
な
れ
や
、
う
つ
〉
に
か
へ
る
身

に
し
あ
ら
ね
は

わ
か
き
み
は
、
ち
〉
こ
に
あ
ひ
ま
い
ら
さ
せ
給
ふ
事
の
う
れ
し
さ
に
、

ひ
し
く
お
も
ひ
申
、
か
も
の
大
み
や
う
じ
ん
へ
ま
い
り
、
百
日
い
の

p

け
れ
ば
、
あ
ら
た
に
れ
い
む
を
か
う
ふ
り
、
あ
し
に
ま
か
せ
て
ま
よ
ひ

申
な
り
と
ぞ
、
の
た
ま
ふ
、
あ
つ
も
り
き
こ
し
め
し
て
、
や
が
て
た
ふ

れ
ふ
し
、
な
き
た
ま
ふ

吐
う
忙
ん

や
〉
あ
り
て
、
お
き
あ
が
り
て
、
な
く
ノ
¥
小
人
の
手
を
と
り
、
ひ
き

よ
せ
て
、
め
し
た
る
物
の
雨
に
ぬ
れ
た
る
を
、
ぬ
き
か
へ
さ
せ
た
ま
ひ

て
、
ほ
と
ノ
¥
と
、
い
だ
き
っ
か
せ
た
ま
ふ

あ
つ
も
り
、
仰
有
け
る
や
う
は
、
む
ざ
ん
や
、
な
ん
ぢ
は
、
い
ま
だ
見

ぬ
ち
〉
を
、
か
ほ
ど
に
お
も
ひ
け
る
こ
そ
、
あ
は
れ
な
れ
、
な
ん
ぢ
、

た
い
な
ひ
に
し
て
、
七
月
と
申
に
、
一
の
谷
の
か
せ
ん
に
出
、
く
ま
、
が

へ
が
手
に
か
〉
り
、
十
六
の
と
し
う
た
れ
て
、
此
八
ね
ん
が
あ
ひ
だ
、

た
し
ゃ
う
の
く
げ
ん
申
は
か
り
な
し
、
ま
こ
と
に
、
な
ん
ぢ
心
ざ
し
あ

ら
ば
、
ぜ
ん
ご
ん
を
し
て
、
あ
つ
も
り
が
ご
し
や
う
に
え
さ
す
べ
し
と

ぞ
、
の
た
ま
ふ

そ
の
と
き
わ
か
ぎ
み
、
さ
て
は
我
ち
A

に
て
ま
し
ま
す
か
と
て
、
な
の

一
八
三



い
か
に
ち
〉
こ
と
グ
の
た
ま
ひ
で
、
‘
御
袖
に
と
り
つ
か
む
と
、

へ
は
、
ゆ
め
は
そ
の
ま
〉
そ
、
さ
め
に
け
り

し
た
ま

一
八
四

め
な
ら
ず
よ
ろ
こ
び
て
、
と
り
っ
き
給
ふ

そ
の
L
ち
、
あ
つ
も
り
の
た
ま
ふ
や
う
、
我
こ
と
を
か
ほ
ど
に
お
も
ひ

B
 

給
ふ
べ
か
ら
ず
、
な
ん
ぢ
か
ん
た
ん
を
く
だ
き
、
い
の
り
申
心
ざ
し
を

か
も
の
大
み
や
う
じ
ん
、
あ
は
れ
に
お
ぼ
し
め
し
て
、
ゑ
ん
ま
わ
う
に

お
ほ
せ
あ
り
て
、
せ
つ
な
の
い
と
ま
を
こ
ひ
て
、
今
な
ん
ぢ
に
み
ゆ
る

ぞ
、
か
ま
へ
て
今
よ
り
の
ち
、
わ
が
こ
と
を
か
ほ
と
に
思
ふ
べ
か
ら
ず

と
、
の
た
ま
'
ふ
、
わ
か
君
お
ほ
せ
け
る
は
、
ゑ
ん
ま
わ
う
に
仰
あ
り
て

み
づ
か
ら
御
前
に
参
る
べ
し
、
ち
L

は
是
よ
り
、
み
や
こ
へ
御
の
ぼ
り

あ
り
て
、
み
づ
か
ら
が
母
に
、
い
ま
一
た
び
み
え
さ
せ
給
へ
と
、
申
さ

自
た
ま
ふ

れ
け
れ
ば
、
あ
つ
も
り
御
な
み
た
を
な
が
し
、
宣
ゃ
う
、
あ
ら
む
ざ
ん

や
な
、
む
ま
れ
て
よ
り
し
て
こ
の
み
ち
は
、
さ
な
き
だ
に
な
ご
り
お
し

き
な
ら
ひ
ぞ
と
て
、
か
み
か
き
な
で
へ
な
み
だ
を
な
が
し
、
の
給
ふ

ゃ
う
、
わ
か
ぎ
み
は
、
さ
て
こ
れ
よ
り
都
へ
は
の
ぼ
る
ま
じ
き
と
て
、

り
う
て
い
こ
が
れ
給
ひ
け
り
、
あ
つ
も
り
お
ぼ
し
め
し
け
る
は
、
こ
斗

ろ
よ
は
く
て
か
な
ふ
ま
じ
、
こ
と
に
と
き
う
つ
り
、
い
か
X
せ
ん
と
お

ぼ
し
め
し
け
り
、
わ
か
ぎ
み
は
、
い
ま
だ
な
ら
は
ぬ
た
び
の
く
た
び
れ

に
、
あ
つ
も
り
の
ひ
ざ
を
ま
く
ら
と
し
て
、
す
こ
し
ま
ど
ろ
み
給
ふ
、

さ
る
程
に
あ
つ
も
り
、
な
ご
り
の
お
し
さ
は
、
か
ぎ
り
な
し
と
は
思
べ

ど
も
、
よ
き
つ
ゐ
で
と
思
し
め
し
て
、
心
つ
よ
く
な
し
て
、
こ
し
よ
り

や
た
て
を
と
り
出
し
、
若
ぎ
み
の
ひ
だ
り
の
そ
で
に
、
一
し
ゅ
の
う
た

を
あ
そ
ば
し
て
、
掠
ゆ
き
で
は
帰
り
、
か
へ
り
て
は
行
、
な
ご
り
を
ぞ

お
し
み
た
ま
ふ
、
ぢ
て
あ
る
べ
き
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
か
き
け
す
や
う
に



う
せ
に
け
り

こ
の
あ
と
は
、
目
が
覚
め
る
と
父
の
姿
は
な
く
、
若
君
が
枕
に
し
て
い
た
の
は
、
苔
む
し
た
膝
の
骨
で
あ
っ
た
。
若
君
は
泣
く
ノ
¥
そ

の
骨
を
頚
に
掛
け
て
都
へ
上
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
敦
盛
が
残
し
た
歌
は
、
御
伽
草
子
本
で
は
こ
の
後
の
方
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ

は
『
何
な
げ
く
こ
や
の
い
く
た
の
草
枕
、
露
と
き
え
に
し
わ
れ
な
お
も
ふ
そ
』
と
な
っ
て
い
て
、
絵
巻
の
前
掲
引
用
文
の
中
に
あ
る
歌
と

は
大
分
異
な
っ
て
い
る
。

右
に
対
照
し
た
所
を
見
る
と
、
前
半
は
叙
述
の
筋
は
大
よ
そ
同
じ
で
、
御
伽
草
子
本
の
方
に
省
筆
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
が
、
後
半

は
逆
に
御
伽
草
子
本
に
の
み
、
敦
盛
父
子
の
会
話
を
中
心
と
し
た
特
有
の
記
事
が
見
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
後
半
の
敦
盛
の
言
葉
の
中

に
あ
る
、
傍
線
を
附
し
た

B
の
部
分
は
、
謡
曲
の
「
生
田
敦
盛
」
に
次
の
よ
う
な
類
似
の
語
句
が
あ
る
。

さ
て
も
御
身
孝
行
の
心
深
き
故
、
賀
茂
の
明
神
に
あ
ゆ
み
を
運
び
、
夢
に
な
り
と
も
我
が
父
の
、
姿
を
見
せ
て
た
び
給
へ
と
、
祈
誓
申
す
。
明
神
憐

み
お
は
し
ま
し
、
閤
王
に
仰
せ
つ
か
は
さ
る
。
閤
王
仰
を
承
り
、
暫
の
暇
を
賜
は
る
な
り
。
(
日
本
名
著
全
集
本
に
拠
る
)

こ
れ
と
比
較
す
る
と
、
御
伽
草
子
本
の

B
の
部
分
は
、

こ
の
謡
曲
の
語
句
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
り
そ
う
に
思
え
る
。
も
し
、
室
町
物
語

と
し
て
の
「
小
敦
盛
」
が
謡
曲
「
生
田
敦
盛
」
に
よ
っ
て
成
っ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
御
伽
草
子
本
の
こ
の
部
分
は
、
絵
巻
よ
り
も
古
態
を

存
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

AV'-
守
、
A

、

中
十
七
刀

こ
の
敦
盛
父
子
対
面
の
場
面
全
体
の
構
成
を
見
る
と
、
絵
巻
の
方
が
温
か
に
自
然
で
あ

る
。
絵
巻
で
、
若
君
が
縁
行
道
を
し
て
い
る
人
に
い
た
わ
ら
れ
て
い
る
う
ち
、
旅
の
疲
れ
か
ら
と
ろ
/
¥
と
ま
ど
ろ
む
と
、
夢
の
中
で
こ

の
人
が
尋
ね
る
父
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
、
嬉
し
さ
に
袖
に
と
り
つ
こ
う
と
す
る
と
夢
が
覚
め
、

そ
の
人
は
消
え
失
せ
て
い
た
と
い
う
風

に
叙
べ
て
い
る
の
は
、

物
語
の
技
法
と
し
て
巧
み
で
あ
る
。

御
伽
草
子
本
の
よ
う
に
、

敦
盛
が
現
実
の
間
で
若
君
と
散
々
語
り
合
っ
た

後
、
『
と
き
う
つ
り
、

い
か
立
せ
ん
』
と
思
い
、

若
君
が
や
っ
と
ま
ど
ろ
ん
だ
の
を
『
よ
き
つ
ゐ
で
と
思
し
め
し
』
て
、

消
え
失
せ
る
と

一
八
五
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い
ャ
ワ
の
で
は
、

亡
霊
の
引
込
む
き
っ
か
け
を
無
理
に
作
っ
た
感
が
あ
っ
て
、

物
語
と
し
て
は
甚
だ
拙
劣
な
書
き
方
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
は
、
絵
巻
に
拠
っ
て
御
伽
草
子
本
の
本
文
が
製
作
さ
れ
た
際
に
、

こ
の
場
面
に
つ
い
て
は
、
謡
曲
「
生
田
敦

盛
」
を
参
照
し
、

そ
の
詞
章
を
も
取
り
入
れ
て
増
補
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、
物
語
に
は
ふ
さ
わ
し
く

な
い
能
が
か
り
の
手
法
が
入
っ
て
き
て
、
右
の
よ
う
な
不
自
然
な
叙
述
の
形
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
場
面
の
前
半
に
あ
る
絵
巻
の
文
の
中
で
、
御
伽
草
子
本
に
は
欠
け
て
い
る
、
傍
線
A
の
部
分
を
見
て
み
よ
う
。
若
君
が
平
家
の
末

と
名
告
る
こ
と
を
た
め
ら
い
な
が
ら
も
、

父
の
た
め
な
ら
ば
命
も
惜
し
く
な
い
と
し
て
、
思
い
切
っ
て
素
姓
を
明
か
す
と
い
う
こ
の
記
事

l土

こ
の
場
合
の
若
君
の
心
理
を
写
す
も
の
と
し
て
適
切
な
文
で
あ
る
。
御
伽
草
子
本
の
、
何
の
跨
賭
も
な
く
名
の
り
を
挙
げ
る
書
き
方

は
、
そ
ち
ら
の
方
だ
け
で
見
て
い
れ
ば
、
不
自
然
と
い
う
程
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
絵
巻
と
対
比
し
て
見
る
と
、
筆
を
急
い
だ
た
め
の
表

現
の
不
備
が
感
じ
ら
れ
、
前
に
検
討
し
た
五
個
所
の
場
合
と
似
通
っ
た
性
質
の
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
も
、

こ
の
段
も
や
は

り
、
御
伽
草
子
本
が
古
態
を
示
す
と
い
う
よ
り
は
、
絵
巻
の
如
き
古
本
の
改
訂
(
そ
れ
は
甚
だ
拙
劣
な
改
訂
で
あ
る
が
)
と
考
え
た
方
が

良
さ
そ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。

前
章
に
お
い
て
、
御
伽
草
子
本
は
、
絵
巻
或
は
そ
の
系
統
の
本
を
拠
り
所
に
し
て
、

そ
れ
を
改
訂
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
一
応
の

仮
説
を
立
て
て
み
た
。

そ
こ
で
次
に
、
両
者
の
本
文
を
比
較
し
て
、

そ
の
聞
に
果
し
て
直
接
の
関
係
が
あ
る
の
か
否
か
を
検
討
し
て
み
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
既
に
、
前
掲
の
敦
盛
父
子
対
面
の
場
の
両
者
の
文
章
に
も
、
叙
述
の
運
び
ゃ
言
葉
遣
い
の
上
に
、

か
な
り
の
類
似
が

見
ら
れ
た
が
、

そ
の
よ
う
な
個
所
は
外
に
も
随
所
に
あ
る
。
主
な
所
を
次
に
対
照
し
て
掲
げ
て
み
る
。
上
段
は
絵
巻
(
慶
応
本
)
下
段
は



御
伽
草
子
本
で
あ
る
。

ω敦
盛
の
北
の
方
が
若
君
を
生
み
、
源
氏
の
探
索
を
恐
れ
て
捨
子
を
す
る
条

い
か
な
る
山
の
お
く
、
い
は
の
は
さ
ま
に
も
、
そ
た
て
を
き
、
あ
つ
も

り
の
御
か
た
み
に
も
、
こ
ら
ん
せ
は
や
と
は
、
お
ほ
し
め
し
け
れ
と
も

へ
い
け
の
す
ゑ
と
き
L
ぬ
れ
は
、
い
か
に
い
と
き
な
き
を
も
さ
し
こ
ろ

し
、
た
い
な
い
ま
で
も
さ
か
す
そ
か
し
、
人
の
う
へ
と
も
お
も
ほ
え
す

身
つ
か
ら
さ
へ
う
き
め
を
み
ん
事
、
あ
さ
ま
し
く
お
ほ
し
め
し
て
、
し

A
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ろ
き
あ
わ
せ
に
つ
斗
み
、
し
た
ん
の
つ
か
の
か
た
な
を
そ
で
な
く
な

く
、
し
も
ま
つ
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
そ
、
す
て
給
ひ
け
る

そ
の
お
り
ふ
し
、
ほ
う
ね
ん
し
や
う
に
ん
、
く
ま
か
ゑ
の
入
道
を
さ
き

と
し
て
、
御
で
し
た
ち
ひ
き
く
し
て
、
か
も
の
明
神
へ
御
さ
ん
け
い
あ

り
け
る
か
、
し
も
ま
つ
へ
ん
に
て
、
お
さ
あ
ひ
こ
の
、
な
く
こ
ゑ
の
し

け
れ
は
、
き
こ
し
め
し
て
、
御
こ
し
を
よ
せ
、
御
ら
ん
す
れ
は
、
い
つ

く
し
き
わ
か
き
み
を
そ
、
す
て
を
き
で
あ
り
け
る

上
人
、
こ
れ
を
御
ら
ん
し
て
、
き
ぬ
に
つ
〉
み
、
か
た
な
を
そ
へ
て
、

す
て
た
る
は
、
い
か
さ
ま
、
た
〉
人
と
は
お
ほ
え
す
、
た
す
け
よ
と
の

事
に
て
そ
あ
る
ら
ん
、
又
は
、
か
も
の
明
神
の
、
御
り
し
や
う
に
も
や

と
て
、
と
り
あ
け
、
下
向
あ
り
て
、
め
の
と
を
そ
へ
て
そ
、
そ
た
て
給

ひ
け
る

さ
る
程
に
、
い
か
な
る
と
こ
ろ
に
も
、
あ
づ
け
を
き
、
か
た
み
に
見
ば

や
と
お
ぼ
し
め
せ
共
、
平
家
の
す
ゑ
を
ば
、
か
た
く
さ
が
し
出
し
、
十

さ
い
以
後
は
く
び
を
き
り
、
二
さ
い
三
さ
い
を
は
水
に
い
れ
、
七
さ
い

八
さ
い
を
ば
さ
し
こ
ろ
す
、
人
の
う
へ
さ
へ
か
な
し
く
お
も
ひ
け
る
に

み
づ
か
ら
此
わ
か
ぎ
み
を
と
ら
れ
、
う
き
め
を
み
ん
こ
と
も
、
か
な
し

A
 

き
ゃ
と
お
ぼ
し
め
し
て
、
あ
は
せ
に
さ
し
ま
き
て
、
ゑ
ん
た
ん
づ
か
の

か
た
な
を
そ
へ
て
、
な
く
/
¥
、
さ
か
り
松
に
ぞ
、
す
て
た
ま
ふ

折
ふ
し
、
ほ
う
ね
ん
上
人
、
御
で
し
十
余
人
を
引
つ
れ
て
、
か
も
の
大

明
神
へ
御
ま
い
り
あ
り
け
る
が
、
さ
が
り
松
に
て
、
お
さ
な
き
も
の

〉
、
な
く
こ
ゑ
を
き
こ
し
め
し
て
、
た
ち
よ
り
、
御
ら
ん
ず
れ
ば
、
い

つ
く
し
き
わ
か
ぎ
み
に
て
、

ま
し
ま
す
な
り

ほ
う
ね
ん
上
人
、
御
ら
ん
じ
て
、
ふ
し
ぎ
や
、
か
た
な
を
そ
で
き
ぬ

に
ま
き
て
、
す
て
け
る
や
う
は
、
た
X
人
に
て
は
有
べ
か
ら
ず
、
い
か

様
こ
れ
は
、
か
も
の
大
み
や
う
じ
ん
の
、
御
り
し
ゃ
う
也
と
、
よ
ろ
こ

び
て
、
ひ
ろ
い
た
ま
ひ
、
御
げ
か
う
あ
り
て
、
め
の
と
を
そ
へ
、
い
っ

き
か
し
づ
き
、
そ
だ
て
給
ふ

同
法
然
上
人
が
若
君
の
ゆ
か
り
の
者
を
尋
ね
る
た
め
に
、
諸
人
を
集
め
て
説
法
を
述
べ
る
条

せ
つ
ほ
う
も
、
な
か
は
に
な
り
し
か
は
、
上
人
、
す
み
そ
め
の
袖
を
か
其
時
し
や
う
に
ん
、
や
が
て
な
み
だ
を
な
が
し
、
御
衣
の
そ
で
を
ぬ
ら

ほ
に
あ
て
、
な
み
た
を
な
か
し
、
の
給
ふ
は
、
み
な
/
¥
ち
ゃ
う
も
ん
し
給
ふ
、
や
〉
有
て
、
の
た
ま
ふ
ゃ
う
、
此
な
か
の
ち
ゃ
う
も
ん
の
人

一
八
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の
人
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ト
ろ
を
し
つ
め
て
、
'
き
〉
給
日
へ
、
一
左
せ
く
そ
う
川
か
も

へ
し
や
さ
ん
申
つ
る
に
、
下
松
の
へ
ん
に
て
、
お
さ
な
ひ
人
を
ひ
ろ
い

て
候
、
い
ま
は
は
や
、
八
さ
い
に
な
り
候
ま
て
、
そ
た
て
候
と
こ
ろ
に

こ
の
ほ
と
、
こ
の
ち
こ
、
見
ぬ
ち
〉
は
〉
を
、
恋
候
て
、
か
な
し
み
な

け
き
べ
物
を
も
く
は
す
、
ゆ
み
つ
か
}
も
の
ま
す
候
て
、
い
ま
は
い
の
ち

も
、
あ
や
う
く
候
、
も
し
、
ち
ゃ
う
も
ん
の
人
々
の
御
中
に
、
こ
の
ち

B
 

こ
の
ゆ
か
り
を
も
、
し
ろ
し
め
し
た
る
人
も
、
御
λ
候
は
〉
、
た
と
ひ

へ
い
川
け
か
た
の
入
、
に
て
む
、
御
わ
た
り
候
へ
、
ィ
そ
う
か
と
り
そ
.
た
て

申
入
し
ゆ
っ
け
に
な
し
申
候
う
へ
は
、
六
は
ら
へ
わ
ひ
事
申
、
く
る
し

く
も
候
ま
し
、
こ
の
ま
〉
に
て
候
は
〉
、
す
で
に
む
な
し
く
な
り
候
は

ん
も
、
ふ
ひ
ん
に
候
と
、
の
た
ま
ひ
て
、
さ
め
/
¥
と
な
き
た
ま
、
へ
は

し
る
も
し
ら
ぬ
も
、
袖
を
ぬ
ら
さ
ぬ
は
、
な
か
り
け
り

一
八
八

々
、
き
こ
し
め
せ
、
一
と
せ
、
か

h

も
'
の
大
み
や
う
じ
ん
へ
、
ー
ま
い
り
候

と
き
、
さ
が
り
ま
つ
に
て
、
お
さ
な
き
も
の
を
ひ
ろ
ひ
、
め
の
と
を
そ

へ
、
そ
だ
て
〉
候
が
、
七
さ
い
に
ま
か
り
成
候
が
、
此
ほ
ど
、
な
に
と

や
ら
ん
、
ち
〉
は
〉
を
こ
ぴ
て
、
け
ふ
七
日
が
あ
ひ
だ
、
物
を
も
喰
ず

ゆ
水
を
さ
へ
の
み
給
は
ず
、
は
や
、
ぞ
ん
め
い
ふ
ぢ
や
う
に
て
候
、
こ

の
ち
ゃ
う
も
ん
の
な
か
に
、
ゆ
く
ゑ
を
し
ろ
し
め
さ
れ
た
る
人
や
御
入

候
、
お
さ
な
き
も
の
に
、
ゆ
く
ゑ
を
知
せ
て
給
は
り
た
る
事
な
ら
ば
、

B

み
や

5
陀
ち

何
か
は
く
る
し
か
る
べ
き
、
明
日
に
な
り
、
六
は
ら
へ
問
え
、
へ
い
け

の
す
ゑ
な
れ
ば
と
て
、
こ
ろ
し
給
ふ
と
て
も
、
く
る
し
か
ら
ず
、
ゆ
く

ゑ
を
知
せ
て
、
心
や
す
く
、
こ
ろ
し
て
た
ひ
給
へ
と
、
お
ほ
せ
も
あ
へ

ず
、
御
こ
ろ
も
の
袖
を
ぬ
ら
し
た
ま
ふ
、
見
る
人
き
く
入
、
と
も
に
な

み
だ
を
な
が
し
給
ふ
な
り

右
の
両
者
の
文
を
較
べ
る
と
、

は
っ
き
り
同
系
と
言
い
得
る
程
近
く
は
な
い
が
、
叙
述
の
順
序
が
細
か
い
所
ま
で
お
お
よ
そ
一
致
し
て

い
る
上
、
同
じ
語
句
が
断
続
的
に
両
本
に
お
い
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
全
く
無
関
係
と
す
る
に
は
類
似
が
多
す
ぎ
る
と
い

し
か
し
、
類
似
点
だ
け
を
怒
意
的
に
取
り
上
げ
て
、
関
係
ゃ
つ
け
て
み
て
も
無
意
味
で
あ
る
か
ら
、
両
者
の
本

っ
た
現
象
を
呈
し
て
い
る
。

文
の
中
か
ら
、
違
う
所
を
取
り
出
し
て
考
え
て
み
よ
う
。

前
掲
似
の
文
の
中
の
傍
線

A
の
語
句
を
見
て
頂
き
た
い
。
御
伽
草
子
本
の
『
ゑ
ん
た
ん
づ
か
の
か
た
な
』
に
つ
い
て
は
、
市
古
博
士
も

「
っ
か
は
柄
で
、
刀
の
柄
の
一
種
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
絵
巻

「
日
本
古
典
文
学
大
系
本
」

の
頭
注
で
未
詳
と
し
、

で
は
こ
れ
が
『
し
た
ん
の
つ
か
の
か
た
な
』
と
な
っ
て
い
る
。
絵
巻
に
は
別
の
個
所
に
『
し
た
ん
の
い
ゑ
に
入
た
る
笛
』
と
い
う
語
も
見

え
て
い
て
、
『
し
た
ん
』
は
紫
檀
で
あ
ろ
う
。

紫
檀
の
柄
の
刀
な
ら
ば
意
味
、
が
よ
く
わ
か
る
。

御
伽
草
子
本
の
『
ゑ
ん
た
ん
づ
か
』
は
、



故
意
に
尤
も
ら
し
い
造
語
を
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
あ
る
い
は
、

「士一
ω」

の
草
仮
名
を
「
ゑ
」
と
誤
っ
て
、

こ
う
い
う
語
を
造
っ
た

と
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
同
の
文
の
終
り
の
方
の
傍
線
B
の
部
分
は
、
絵
巻
と
御
伽
草
子
本
で
は
叙
述
の
内
容
が
違
っ
て
い
る
。
御
伽
草
子
本
で
は
「
た

と
え
若
君
が
平
家
の
末
で
あ
っ
て
、
六
波
羅
へ
聞
え
て
殺
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
も
構
わ
な
い
か
ら
、
両
親
の
行
方
を
知
ら
せ
て
や
っ
て

く
れ
」
と
い
う
意
味
に
な
っ
て
い
る
が
、
法
然
上
人
の
言
葉
と
し
て
は
、

い
か
に
目
前
の
若
君
の
命
を
救
う
一
時
凌
ぎ
と
は
い
え
、
甚
だ

無
慈
悲
に
聞
え
る
文
で
あ
る
。
絵
巻
の
よ
う
に
「
平
家
方
の
者
で
も
、
自
分
が
出
家
を
さ
せ
て
六
波
羅
へ
詑
事
を
申
せ
ば
、
子
細
は
あ
る

ま
い
か
ら
」
と
い
う
言
い
方
の
方
が
、
温
か
に
適
切
で
あ
ろ
う
。
意
味
が
こ
れ
程
違
っ
て
い
な
が
ら
、
文
章
の
外
形
に
は
似
通
っ
た
所
が

あ
る
と
い
う
の
は
、

ど
う
も
御
伽
草
子
本
が
、
絵
巻
の
よ
う
な
文
を
見
な
が
ら
、

そ
れ
を
不
注
意
に
か
、
あ
る
い
は
故
意
に
か
、
書
き
改

め
た
た
め
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
す
る
の
で
あ
る
。

右
の
よ
う
に
、
御
伽
草
子
本
の
本
文
の
み
で
は
、
意
味
が
よ
く
通
ら
な
か
っ
た
り
、
不
自
然
に
聞
え
た
り
す
る
部
分
が
、
絵
巻
の
該
当

そ
れ
を
次
に
列
挙
し
て
考
え
て
み
る
。

部
分
と
照
し
て
み
る
と
或
程
度
の
解
決
が
つ
く
と
い
う
所
は
、
外
に
も
幾
っ
か
見
出
さ
れ
る
。

四

ωい
た
は
し
ゃ
あ
つ
も
り
、
げ
ん
じ
む
ほ
ん
を
く
は
た
て
、
み
づ
か
ら
は
、
い
か
な
ら
ん
あ
づ
ま
お
と
こ
に
み
な
れ
給
ひ
て
、
あ
つ
も
り
が
こ
と
を
ば
、

わ
す
れ
こ
そ
候
は
ん
ず
ら
ん
と
、
た
は
ふ
れ
た
ま
ひ
け
り

御
伽
草
子
本
の
巻
頭
の
部
分
で
、
北
の
方
が
夫
敦
盛
の
死
を
聞
い
て
伏
し
沈
み
、
敦
盛
が
都
を
落
ち
る
に
際
し
て
の
別
れ
の
時
の
言
葉

を
、
回
想
し
て
い
る
所
で
あ
る
。
日
本
古
典
文
学
大
系
本
の
頭
注
に
「
『
げ
ん
じ
む
ほ
ん
を
』
以
下

『
候
は
ん
ず
ら
ん
』

ま
で
を
括
弧
に

一
八
九
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O

入
れ
て
み
る
と
よ
い
」
と
あ
る
が
、

そ
の
部
分
を
敦
盛
の
言
葉
と
す
る
と
、

『
み
づ
か
ら
は
』

と
い
う
語
は
北
の
方
を
指
し
て
い
る
の
で

あ
る
か
ら
、
敦
盛
の
言
葉
の
中
に
、
北
の
方
の
側
か
ら
す
る
言
い
方
が
ま
じ
っ
て
し
ま
っ
て
、
甚
だ
論
理
的
で
な
い
文
に
な
る
。

ま
た

右
の
頭
注
に

「
あ
る
い
は
源
氏
が
謀
叛
を
く
わ
だ
て
た
際
に
の
意
か
」
と
も
疑
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
『
げ
ん
じ
む
ほ
ん
を
く
は
た
て
』

の
語
も
、
下
と
の
続
き
工
合
が
悪
い
。
絵
巻
の
こ
の
部
分
は
、
御
伽
草
子
本
と
は
叙
述
の
仕
方
が
大
分
違
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
右
の

文
に
当
る
所
を
抜
き
出
し
て
み
る
と
、

も
し
わ
れ
、
こ
の
た
ひ
の
か
っ
せ
ん
に
、
う
た
れ
て
候
は
〉
、
あ
つ
ま
の
人
に
み
え
給
ひ
て
、

わ
れ
ノ
¥
か
事
を
は
、

お
も
ひ
さ
へ
出
し
給
は
し
な

と
〉
て
、
た
は
ふ
れ
給
ひ

と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
な
ら
ば
、
敦
盛
の
言
葉
と
し
て
完
全
な
文
章
で
あ
り
、
意
味
は
明
瞭
で
あ
る
。
御
伽
草
子
本
の
右
の
文
も
、

こ
れ

と
同
じ
意
味
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

ωさ
て
、
此
ち
ご
の
た
ま
ふ
様
、
わ
れ
は
、
ち
〉
は
〉
も
な
き
、
み
な
し
子
に
て
有
け
る
を
、

し
ゃ
う
人
、
と
り
あ
げ
さ
せ
給
ひ
て
候
と
、

申
さ
れ
け

れ
ば
、
ち
か
づ
く
法
師
、
こ
の
こ
と
を
と
が
め
ば
や
と
、
お
も
へ
共
、
今
更
い
の
ち
う
し
な
ふ
に
及
ば
す
し
て
、
し
ん
し
ゃ
く
し
け
り

若
君
が
法
然
上
人
の
許
で
生
活
し
て
い
る
時
の
記
事
で
、

こ
の
前
は
、
熊
谷
入
道
が
若
君
の
敦
盛
に
似
て
い
る
の
を
見
て
、
一
課
を
流
す

こ
と
が
記
さ
れ
、

こ
の
後
は
、
若
君
が
父
母
の
無
い
悲
し
さ
を
、
上
人
に
訴
え
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
前
後
と
照
し
て
み
て
も
、
若

君
が
何
故
『
わ
れ
は
、

ち
〉
は
〉
も
な
き
云
々
』

の
言
葉
を
述
べ
る
の
か
、

よ
く
わ
か
ら
な
い
し
、
特
に
『
ち
か
づ
く
法
師
』
以
下
の
句

は
意
味
が
判
然
と
し
な
い
。
前
記
の
頭
注
で
も
「
以
下
意
味
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
ま
わ
り
の
法
師
が
、
児
の
両
親
の
こ
と
(
父
が
敦
盛

で
あ
る
こ
と
〉
を
、

と
が
め
だ
で
し
た
い
と
思
う
け
れ
ど
、

(
敦
盛
の
子
な
ら
ば
殺
さ
ね
ば
な
ら
な
い
が
)

今
更
殺
す
ま
で
の
こ
と
も
な

い
と
い
う
の
で
、
さ
し
ひ
か
え
て
い
た
、

と
い
う
意
か
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
う
し
た
苦
し
い
解
釈
を
余
儀
な
く
さ
せ
る
文
で
あ



る
。
絵
巻
に
は
右
の
文
に
当
る
叙
述
は
無
く
、
丁
度
そ
の
部
分
に
、
第
二
章
の
同
に
挙
げ
た
、
弓
遊
び
の
記
事
が
あ
る
。

(
一
七
九
頁
参

照
)
そ
の
文
は
、

さ
て
も
、
こ
の
せ
う
し
ん
、
お
な
し
や
う
な
る
ち
こ
た
ち
、
・
あ
つ
ま
り
て
、

ゆ
み
あ
そ
ひ
し
給
ひ
け
る
に
、
あ
る
ち
こ
、

か
ち
ま
け
の
あ
ら
そ
ひ
を

し
て
、

の
給
ひ
け
る
は
、
ち
〉
は
〉
も
な
き
み
な
し
こ
か
、

わ
れ
ノ
¥
に
む
か
ひ
て
、

く
ち
を
き
く
事
よ
、
上
人
と
り
あ
け
さ
せ
給
ひ
て
こ
そ
、
か

く
は
あ
れ
と
、

の
た
ま
へ
は
、

か
な
し
く
、
く
ち
お
し
く
や
、

お
も
ひ
け
ん
、

ゆ
み
や
を
す
て
〉
そ
、
な
か
せ
た
ま
ひ
け
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
前
の
御
伽
草
子
本
の
文
は
、

こ
れ
と
は
全
く
別
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
ヲF

、ー・

の
絵
巻
の
文
の
中
で
傍
線
を
附
し
た
句
は
、
御
伽
草
子
本
の
方
に
も
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

そ
こ
に
一
脈
の
つ
な
が
り
を
考
え
得
る
余

地
が
あ
り
そ
う
な
の
で
、
当
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
甚
だ
危
倶
が
も
た
れ
る
が
、
次
の
よ
う
な
解
釈
を
試
み
て
み
た
い
。
御
伽
草
子
本
で

は
『
わ
れ
は
、

ち
〉
は
〉
も
な
き
、

み
な
し
子
に
て
有
け
る
を
、

し
ゃ
う
人
、

と
り
あ
げ
さ
せ
給
ひ
て
候
』
と
い
う
句
が
若
君
の
言
っ
た

言
葉
と
な
っ
て
い
る
が
、
絵
巻
で
は
、

こ
れ
に
当
る
『
ち
〉
は
〉
も
な
き
み
な
し
こ
か
、

わ
れ
/
¥
に
む
か
ひ
て
、
く
ち
を
き
く
事
よ
、

上
人
と
り
あ
け
さ
せ
給
ひ
て
こ
そ
、

か
く
は
あ
れ
』
の
句
は
、
若
君
の
遊
び
相
手
の
稚
児
が
、
若
君
に
向
っ
て
言
っ
た
言
葉
に
な
っ
て
い

る
。
も
し
、
前
者
も
後
者
と
同
様
に
、
発
言
者
が
若
君
で
な
く
、
外
の
児
で
あ
る
と
仮
定
す
る
と
、

こ
の
言
葉
の
意
味
が
わ
か
っ
て
く
る

し
、
次
の
『
ち
か
づ
く
法
師
』
以
下
の
文
も
何
と
か
解
釈
が
つ
い
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
外
の
児
が
若
君
に
向
っ
て
「
お
前
は
父
母
も
な

い
孤
児
で
あ
っ
た
の
を
、
上
人
が
拾
っ
て
下
さ
っ
た
ん
だ
ぞ
」
と
言
っ
て
い
る
の
を
、

ま
わ
り
に
い
た
法
師
が
聞
い
て
、

そ
の
児
を
と
が

め
だ
で
し
ょ
う
と
思
っ
た
け
れ
ど
も
、

と
い
う
意
味
に
な
る
。

(
た
ゾ
次
の
間

u

今
更
い
の
ち
う
し
な
ふ
に
及
は
ず
し
て
、

し
ん
し
ゃ
く
し

け
り
L

は
大
袈
裟
過
ぎ
る
感
が
あ
る
が
、

こ
の
こ
と
が
世
間
に
聞
え
て
、
若
君
の
素
姓
に
不
審
が
も
た
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
、

そ
こ
ま
で

考
え
た
と
す
れ
ば
、
理
解
は
つ
こ
う
。
)
も
し
、

こ
の
よ
う
な
解
釈
が
許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、

御
伽
草
子
本
の
こ
の
部
分
も
、

や
は
り
絵

九



九

巻
の
系
統
の
叙
述
が
頭
に
あ
っ
て
、

そ
れ
に
引
か
れ
て
書
い
た
の
で
あ
る
が
、
表
現
が
不
充
分
で
あ
っ
た
た
め
に
、

こ
う
い
う
不
明
瞭
な

文
章
に
な
っ
た
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

閉
さ
る
程
に
、
御
う
ち
の
く
ま
が
へ
に
う
だ
う
、
申
ゃ
う
、
六
さ
い
の
と
し
、
せ
つ
ほ
う
の
御
と
き
、
と
し
の
よ
は
ひ
、
は
た
ち
ば
か
り
の
上
ら
う
の
、

い
で
た
b

せ
う
じ
ん

ょ
う
が
ん
び
れ
い
に
御
わ
た
り
候
が
、
十
二
ひ
と
へ
に
出
立
た
る
御
か
た
の
、
此
小
人
を
め
し
て
、
あ
ひ
し
侍
り
け
る
か
、
入
め
し
げ
け
れ
ば
、
さ

ら
ぬ
や
う
に
も
て
な
し
て
、
帰
ら
せ
給
ひ
け
る
を
、
見
ま
い
ら
せ
て
こ
そ
候
へ
と
、
申
け
れ
ば

若
君
が
父
母
恋
し
さ
に
湯
水
も
飲
ま
ず
、
命
も
危
く
見
え
た
の
で
、
上
人
が
弟
子
達
に
、
若
君
の
ゆ
か
り
に
つ
い
て
何
か
心
当
り
は
な

い
か
と
尋
ね
た
時
、
熊
谷
入
道
の
答
え
た
言
葉
で
あ
る
。

こ
の
文
は
こ
の
ま
〉
で
も
意
味
の
上
で
不
都
合
の
個
所
は
無
く
、
御
伽
草
子
本

だ
け
見
て
い
れ
ば
、
問
題
は
起
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、

こ
の
所
を
絵
巻
で
見
る
と
、

そ
の
と
き
、

会
¥

く
ま
か
へ
入
道
、
申
け
る
は
、
ま
こ
と
に
御
い
た
は
し
く
候
、
お
も
ひ
い
た
し
た
る
事
の
候
、
毎
月
、
六
さ
い
の
御
せ
つ
ほ
う
の
御
と

と
し
の
ほ
と
、
は
た
ち
は
か
り
な
る
ね
う
は
う
の
、
い
か
に
も
ゆ
ふ
な
る
か
、
ち
ゃ
う
も
ん
に
ま
い
り
、
人
め
を
つ
〉
む
け
し
き
に
て
、
か
の

お
さ
な
ひ
の
、
か
み
を
か
き
な
て
〉
、
心
の
か
き
り
、
な
き
給
ふ
、
人
め
の
し
け
き
と
き
は
、
さ
ら
ぬ
て
い
に
て
、
け
か
う
候
あ
り
さ
ま
、
あ
や
し

く
候
よ
し
、
申
け
れ
は

と
あ
る
。
両
方
に
『
六
さ
い
』
と
い
う
語
が
出
て
く
る
が
、
御
伽
草
子
本
は
ヱ
ハ
歳
」

の
意
で
あ
り
、
絵
巻
は
「
六
斎
」

(
ム
ハ
斎
日
の
こ

と
)
の
意
味
で
あ
る
。
絵
巻
に
は
、

後
の
場
面
に
も
こ
の
こ
と
が
出
て
く
る
が
ご
九
五
頁
の
絵
巻
引
用
文
参
照
)
、

そ
こ
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
毎
月
六
斎
日
の
説
法
の
座
に
欠
か
さ
ず
連
ら
な
っ
て
、
我
が
子
の
成
長
を
よ
そ
な
が
ら
見
守
っ
て
い
た
と
あ
る
方
が
、
子
を
思

う
親
の
情
を
あ
ら
わ
す
叙
述
と
し
て
遥
か
に
す
ぐ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
較
べ
れ
ば
、

御
伽
草
子
本
の
よ
う
に
、

若
君
が
六
歳
に
な
っ
た

時
、
母
が
突
然
現
れ
た
と
す
る
の
で
は
、

六
歳
と
い
う
こ
と
の
必
然
性
が
薄
く
、
不
自
然
さ
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
こ
で
、

こ
〉
'
も

絵
巻
の
本
文
に
あ
る
『
六
さ
い
』

の
意
味
を
と
り
違
え
て
、
御
伽
草
子
本
が

「
六
歳
」
と
し
た
も
の
と
考
え
れ
ば
、

そ
の
理
由
が
解
け
る



よ
う
に
思
う
。

的
む
ざ
ん
や
な
ん
ぢ
は
、
父
母
と
い
ふ
人
も
な
し
、

を
、
汝
が
ち
〉
は
〉
と
も
、
お
も
ふ
ベ
し

み
な
し
子
に
て
有
し
を
、
こ
の
愚
僧
が
、

い
ま
迄
そ
だ
て
を
き
ぬ
る
ぞ
、
か
や
う
に
い
ふ
こ
と
の
は

同
の
文
の
少
し
前
に
出
て
く
る
、
上
人
が
、
父
母
の
無
い
悲
し
さ
を
訴
え
る
若
君
を
さ
と
す
言
葉
で
あ
る
。

『
か
や
う
に
い
ふ
こ
と
の

は
を
』
以
下
の
句
は
、

こ
れ
で
も
一
応
わ
か
る
よ
う
な
気
は
す
る
が
、
自
分
の
言
葉
を
父
母
と
思
え
と
い
う
の
は
、

よ
く
考
え
る
と
、

ど

う
い
う
こ
と
な
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
所
が
残
る
。
絵
巻
は
こ
こ
が
、

む
さ
む
ゃ
な
、
な
ん
ち
に
は
、

と
、
お
も
ひ
候
へ
と
そ
、
の
た
ま
ひ
け
る

ち
〉
は
〉
も
な
き
す
て
こ
に
で
あ
り
し
を
、

わ
れ
ノ
¥
ゃ
し
な
ひ
、
そ
た
て
た
れ
は
、
た
〉
、
わ
ら
は
を
ち
〉
は
〉

と
あ
り
司
こ
と
の
は
』
が
『
わ
ら
は
』
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
な
ら
ば
意
味
分
明
で
あ
る
。

『
わ
ら
は
』
と
m
u

こ
と
の
は
』
と
で
は
、
僅

か
一
宇
の
一
致
し
か
な
い
の
で
、

mw
の
『
六
さ
い
』
の
場
合
程
は
っ
き
り
断
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
御
伽
草
子
本
の
「
こ
と
の
は
を

父
母
と
思
え
」
と
い
う
よ
う
な
気
分
的
な
表
現
の
出
て
き
た
も
と
は
、
や
は
り
こ
の
絵
巻
の
『
わ
ら
は
』
と
い
う
語
に
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
『
わ
ら
は
』
が
上
人
の
自
称
と
し
て
不
適
当
な
の
を
感
じ
て
、

よ
く
考
え
ず
に

『
こ
と
の
は
』

と
い
う
語
に
置
き
換
え
た
の
で
は

な
い
か
と
、
想
像
し
た
い
気
が
起
き
て
く
る
。

mw
み
づ
か
ら
を
ば
、
い
か
な
る
も
の
と
か
、
お
ぼ
し
め
す
、
御
は
づ
か
し
な
か
ら
、

ね
の
い
も
う
と
、
な
ら
の
な
い
で
ん
と
は
、
み
づ
か
ら
が
事
な
り

大
し
ゃ
う
の
に
う
た
う
、

し
ん
ぜ
い
の
た
め
に
は
、

ま
ご
の
つ
ぼ

法
然
上
人
の
説
法
の
座
に
現
れ
た
、
敦
盛
の
北
の
方
が
、
自
分
の
素
姓
を
述
べ
る
言
葉
で
あ
る
。

市
古
博
士
は
、

『
大
し
ゃ
う
の
に
う

た
う
し
ん
ぜ
い
』
は
「
あ
る
い
は
少
納
言
入
道
信
西
の
こ
と
か
」
と
さ
れ
、
『
な
ら
わ
な
い
で
ん
』

は
未
詳
と
さ
れ
て
い
る
。

絵
巻
の
こ

の
部
分
に
は
、

一
九
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ωさ
て
も
、
身
つ
か
ら
は
、
こ
せ
う
な
こ
ん
、

の
ふ
き
よ
の
ゆ
か
り
に
、

へ
ん
の
な
い
し
と
、
申
物
に
て
候

と
あ
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
絵
巻
に
は
は
じ
め
の
方
に
も
、
北
の
方
の
素
姓
を
記
し
た
文
が
あ
っ
て
、

そ
こ
で
は
、

腕
さ
て
も
、

せ
う
な
こ
ん
入
道
し
ん
せ
い
の
、
御
ま
こ
、

と
う
ゐ
ん
の
御
む
す
め
、

へ
ん
の
さ
い
し
ゃ
う
と
申
け
る
は

と
な
っ
て
い
て
、
少
し
違
っ
て
い
る
。
似
の
方
の
文
で
『
の
ふ
き
ょ
n
b

と
あ
る
の
は
、
倒
の
方
で
『
し
ん
せ
い
』
と
さ
れ
て
い
る
の
に
照

す
と
、

『
し
ん
せ
い
』
に
「
信
清
」
と
い
う
字
を
連
想
し
、

こ
れ
を
訓
読
し
て
『
の
ふ
き
ょ
』
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
も
か
く

絵
巻
で
は
、
「
少
納
言
入
道
」
と
し
て
い
る
の
で
、
信
西
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
こ
と
は
わ
か
る
。
御
伽
草
子
本
の

絵
巻
に
照
し
て
み
れ
ば
、
や
は
り
信
西
の
こ
と
で
、
そ
れ
を
良
い
加
減
に
書
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
な
ら
の
な
い
で
ん
』

こ
れ
も
絵
巻
に
司
へ
ん
の
な
い
し
』
と
あ
る
の
と
、
何
か
関
係
が
あ
り
は
し
な
い
か
。
単
な
る
読
み
違
い
か
も
し
れ
な

「
大
将
の
入
道
」
も
、

は
ど
う
も

わ
か
ら
な
い
が
、

い
し
、
あ
る
い
は
ま
た
、
う
が
ち
過
ぎ
の
誘
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
『
な
い
し
』
に
内
侍
、
典
侍
と
い
う
宇
を
思
い
起
し
て
、
「
内

こ
れ
は
出
鱈
目
な
造
語
な
の
で
あ
ろ

典
」
と
い
う
語
を
こ
し
ら
え
た
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
想
像
も
起
さ
せ
る
。

そ
の
き
っ
か
け
は
絵
巻
の
『
へ
ん
の
な
い
し
』
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、

う
が
、制

さ
て
、
ゃ
う
ノ
¥
さ
ん
の
ひ
も
を
と
き
し
か
ば
、
み
れ
ば
、

あ
つ
も
り
に
す
こ
し
も
ち
が
ひ
給
は
ぬ
、

男
子
な
れ
ば
、

い
づ
く
に
も
か
く
し
お
き
、

か
た
み
に
み
ば
や
と
思
へ
ど
も
、

へ
い
け
の
す
ゑ
を
ば
、

か
た
く
さ
が
し
、

よ
ろ
こ
び
な
り

と
り
出
し
、

お
と
な
し
き
を
ば
、
く
び
を
き
り
、

い
と
け
な
き
を
ば
、

水
に
い
れ
、
ニ
た
び
物
を
お
も
は
す
る
、
な
げ
き
の
中
の
、

こ
れ
も
切
の
少
し
後
に
出
て
く
る
、
北
の
方
の
言
葉
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
終
り
の
『
二
た
び
物
を
お
も
は
す
る
、

な
げ
き
の
中
の
、

よ
ろ
こ
び
な
り
』

の
句
が
、
前
の
句
か
ら
飛
躍
し
て
い
て
、

意
味
が
通
じ
難
い
。

「
日
本
古
典
文
学
大
系
本
」

の
頭
注
で
は
、

一
応
「
前

に
夫
を
失
っ
て
悲
し
み
嘆
い
た
の
に
、

ま
た
、

わ
が
子
を
殺
さ
れ
は
せ
ぬ
か
と
、

二
度
物
思
い
を
さ
せ
ら
れ
る
。

し
か
し
、
子
が
生
れ
た



の
は
、
夫
を
失
っ
た
嘆
き
の
中
の
喜
び
だ
。
」
と
訳
し
、

こ
の
あ
と
に

「
し
か
し
わ
が
予
を
生
か
す
た
め
に
、
捨
て
た
の
で
す
」

と
い
μ

フ

よ
う
な
文
が
略
さ
れ
て
い
る
、

と
い
う
風
に
解
さ
れ
た
が
、
「
あ
る
い
は

吋
二
度
物
を
思
は
す
る
』
そ
れ
故
に
、

わ
が
子
を
捨
て
た
が
、

今
こ
う
し
て
会
う
の
は
嘆
き
の
中
の
喜
び
だ
と
い
う
意
か
。
な
お
『
水
に
入
れ
』
の
次
に
脱
文
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
」
と
も
疑
っ
て

お
ら
れ
る
。

こ
こ
は
絵
巻
の
文
章
を
見
る
と
、

こ
の
わ
か
き
み
、
あ
つ
も
り
に
、
す
こ
し
も
た
か
ひ
た
ま
は
ね
は
、
か
く
し
を
き
、
御
か
た
み
に
も
と
、
お
も
ひ
候
し
か
と
も
、
へ
い
v

け
の
す
ゑ
を

は
、
た
つ
ね
い
た
し
、
く
ひ
を
き
り
、
は
ら
の
う
ち
ま
て
さ
か
す
と
、
う
け
給
候
程
に
、
ふ
た
〉
ひ
う
き
め
を
、
み
候
は
ん
事
も
、
な
さ
け
な
し
と

て
、
お
も
ひ
か
ね
、
な
み
た
な
か
ら
に
、
す
て
候
つ
る
を
、
上
人
と
り
あ
け
さ
せ
給
ひ
、
御
て
ら
へ
御
い
り
候
を
、
見
い
れ
ま
い
ら
せ
て
、
か
へ
り

侠
し
な
り
、
そ
れ
よ
り
、
こ
の
八
か
ね
ん
か
あ
ひ
た
は
、
毎
月
六
さ
い
の
御
せ
つ
ほ
う
に
は
、
一
と
も
お
こ
た
る
事
候
は
て
ま
い
り
、
こ
の
わ
か
き

み
を
み
ま
い
ら
せ
候
に
、
日
に
そ
ひ
月
に
そ
ひ
、
い
よ
ノ
¥
あ
つ
も
り
の
御
お
も
か
け
に
、
に
ま
い
ら
せ
候
へ
は
、
か
へ
ら
ぬ
む
か
し
も
、
こ
ひ
し

く
お
も
ひ
出
ら
れ
て
、
そ
〉
ろ
に
な
み
た
を
な
か
し
侠
つ
る
、
お
も
ひ
あ
ま
る
お
り
ふ
し
は
、
か
く
と
も
申
た
く
は
候
つ
れ
と
も
、
人
め
を
し
の
ふ

世
の
中
な
れ
は
、
心
の
う
ち
に
を
し
こ
め
て
、
な
く
ノ
¥
下
向
申
候
つ
る
と
、
か
き
く
と
き
の
給
へ
は
、
お
ほ
く
の
ち
ゃ
う
し
ゅ
も
、
お
の
ノ
¥
、

な
み
た
に
む
せ
は
ぬ
は
な
か
り
け
り

と
、
極
め
て
丁
寧
に
叙
ベ
で
あ
る
。
御
伽
草
子
本
の
文
章
の
、
回

u

二
た
び
物
を
お
も
は
す
る
』
ま
で
は
、

こ
の
文
の
は
じ
め
、

傍
線
を
附

し
た
部
分
に
当
る
わ
け
で
、
絵
巻
の
『
ふ
た
〉
ひ
う
き
め
を
、
見
候
は
ん
事
も
、
な
さ
け
な
し
』
の
句
に
照
す
と
、
や
は
り
「
夫
を
失
っ

た
上
に
子
供
ま
で
も
殺
さ
れ
て
、

二
度
の
物
思
い
を
さ
せ
ら
れ
る
」

の
意
味
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
こ
で
次
の
『
な
げ
き
の

出
'
の
よ
ろ
こ
び
な
り
』
の
句
も
、

そ
の
内
容
は
、
絵
巻
の
『
お
も
ひ
か
ね
、

な
み
た
な
か
ら
に
、
す
て
候
つ
る
を
』
以
下
の
文
に
相
当
す

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
う
す
れ
ば
、

こ
の
句
は

「
二
度
の
物
思
い
を
さ
せ
ら
れ
る
よ
り
は
と
思
っ
て
、

わ
が
子
を
捨
て
た
の
で
す

カミ

こ
う
し
て
上
人
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
立
派
に
成
長
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
夫
に
死
に
別
れ
、
子
に
生
き
別
れ
た
嘆
き
の
中
の
喜
び

で
す
」

の
品
恩
と
し
て
、

こ
の
場
面
に
適
切
な
解
釈
を
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
絵
巻
で
は
司
毎
月
六
さ
い
の
御
せ
つ
ほ
う
に
は
、

と

一
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も
お
こ
た
る
事
候
は
て
ま
い
り
云
々
』
と
北
の
方
が
述
べ
て
い
る
が
、
御
伽
草
子
本
は
、
仰
に
記
し
た
如
く
、
六
歳
の
意
味
に
し
て
前
を

書
い
た
た
め
に
、

こ
の
言
葉
を
省
略
し
て
、

同

u

な
げ
き
の
中
の
よ
ろ
こ
び
な
り
』

と
い
う
抽
象
的
な
句
で
済
ま
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な

、
迫
。

、
ν
仇
M

こ
の
場
面
の
両
者
の
本
文
は
、
御
伽
草
子
本
の
方
が
余
り
に
も
簡
略
に
な
り
過
ぎ
て
い
る
の
で
、
右
の
よ
う
に
関
係

e

つ
け
る
こ
と

は
強
弁
に
過
ぎ
る
嫌
い
も
あ
る
が
、

こ
の
『
な
げ
き
の
中
の
よ
ろ
こ
び
な
り
』
の
勾
は
、
御
伽
草
子
本
で
は
も
う
一
個
所
、
若
君
が
敦
盛

の
遺
骨
を
携
え
て
帰
っ
た
時
の
、

さ
て
、
御
う
た
を
、
は
〉
ご
ぜ
ん
に
、
ま
い
ら
せ
ら
れ
給
へ
ば
、
あ
つ
も
り
の
、
日
ご
ろ
あ
そ
ば
し
た
る
御
手
な
り
、
わ
か
れ
の
時
の
御
お
も
か
け
、

今
み
る
や
う
に
思
は
れ
て
、
コ
剖
例
桝
剖
料
引
同
引
到
叶
制
問
剖
州
刑
制
利
引
川
判
例
也

の
文
に
も
使
わ
れ
て
い
て
、
岡
本
が
好
ん
で
用
い
た
慣
用
句
で
あ
っ
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
絵
巻
に
叙
ベ
て
あ
る
如
き
、
多
く

の
匂
を
費
す
べ
き
、
北
の
方
の
複
雑
な
心
情
を
、

こ
の
簡
単
な
類
型
の
句
に
押
し
込
め
て
、
平
気
な
顔
を
し
て
通
り
過
ぎ
る
と
い
っ
た
、

粗
雑
な
表
現
の
手
法
も
、
相
当
程
度
考
え
得
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
言
え
ば
、

こ
の
作
品
の
御
伽
草
子
本
に
は
、

右
の
よ
う
な
類
型
句
を
繰
り
返
し
使
う
手
法
は
、

外
に
も
見
る
こ
と
が
出
来

る
。
た
と
え
ば
、
司
り
う
て
い
こ
が
る
』
と
い
う
句
は
、

こ
の
一
篇
の
中
に
五
回
も
使
わ
れ
、
『
天
に
あ
ふ
ぎ
地
に
ふ
し
て
』
と
い
う
勾
は

二
度
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、

可
み
れ
ば
い
つ
く
し
き
わ
か
ぎ
み
に
て
ま
し
ま
す
な
り
』
の
句
が
、

北
の
方
が
御
産
の
紐
を
解
い
た
所

と
、
法
然
上
人
が
下
り
松
に
捨
て
ら
れ
た
赤
児
を
見
つ
け
た
個
所
と
に
、
繰
り
返
し
使
わ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
二
個
所
は
近
接
し
て
い
る

の
で
、
前
者
の
如
き
慣
用
句
と
い
う
程
の
も
の
で
は
な
い
が
、
表
現
に
つ
い
て
の
無
神
経
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
絵
巻
は
こ
こ
を
、
前
の
方

は
『
さ
も
い
つ
く
し
き
、

わ
か
き
み
に
て
お
は
し
ま
す
』
後
の
方
は
司
い
つ
く
し
き
わ
か
き
み
を
そ
、
す
て
を
き
で
あ
り
け
る
』
と
、
似

通
っ
て
は
い
る
が
、
少
し
言
い
方
を
変
え
て
い
る
し
、
「
流
沸
こ
が
る
」

「
天
に
仰
ぎ
地
に
伏
し
て
」
「
二
度
物
を
恩
は
す
る
、
嘆
き
の
中

〆



の
喜
び
な
り
」
と
い
っ
た
慣
用
句
は
全
く
使
っ
て
い
な
い
。

こ
の
点
を
見
て
も
、
御
伽
草
子
本
の
表
現
は
、
相
当
に
安
易
な
も
の
で
あ
る

こ
と
が
知
れ
よ
う
。

玉

こ
の
作
品
の
全
般
に
亘
っ
て
、
以
上
の
如
く
、
絵
巻
と
御
伽
草
子
本
と
の
、
新
旧
二
種
の
伝
本
を
比
較
対
照
し
て
き
た
結
果
を
綜
合
す

る
と
、
両
者
の
内
容
、
詞
章
に
は
、
多
く
の
繁
簡
や
異
聞
が
見
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
こ
に
は
一
つ
の
共
通
し
た
性
質
を
認
め
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
叙
述
内
容
に
関
す
る
面
で
は
、
御
伽
草
子
本
に
お
け
る
記
事
の
欠
脱
や
、
同
一
場
面
に
つ
い

て
の
叙
述
の
相
違
に
は
、
結
果
と
し
て
、
絵
巻
よ
り
も
文
学
的
価
値
の
低
下
を
将
来
し
た
と
考
え
さ
せ
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
、

ま
た
、
詞

章
に
関
す
る
面
に
お
い
て
も
、
御
伽
草
子
本
の
、
幾
多
の
意
味
不
明
の
語
句
や
、
意
図
を
理
解
し
難
い
態
の
表
現
は
、
大
部
分
、
絵
巻
の

相
当
個
所
と
照
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
誤
解
や
、
安
易
な
省
略
乃
至
改
訂
と
す
る
時
、
最
も
妥
当
と
考
え
得
る
解
釈
が
成
立
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

勿
論
、

絵
巻
と
御
伽
草
子
本
と
の
聞
に
は
、

な
お
幾
つ
か
の
本
が
存
在
し
た
こ
と
を
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か

ら
、
御
伽
草
子
本
の
本
文
が
、

は
じ
め
に
掲
げ
た
三
種
の
絵
巻
の
中
の
何
れ
か
に
拠
っ
た
と
は
、
早
急
に
は
決
め
ら
れ
な
い
。

し
か
し
な
=

が
ら
、
こ
こ
で
は
管
見
の
現
存
資
料
の
み
に
つ
い
て
言
う
外
は
無
い
の
で
、
私
は
、
本
稿
に
挙
げ
た
多
く
の
事
実
を
通
し
て
見
ら
れ
る
右

の
よ
う
な
現
象
に
よ
っ
て
、
御
伽
草
子
本
「
こ
あ
つ
も
り
」
の
本
文
は
、
絵
巻
系
統
の
室
町
期
の
本
文
に
直
接
基
づ
い
て
作
製
さ
れ
た
も

の
と
考
え
る
。

し
か
も
、

そ
の
本
文
作
製
に
当
つ
て
の
態
度
が
相
当
に
安
易
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
前
述
し
た
如
く
で
あ
る
。
こ
こ
に

は
、
御
伽
草
子
本
本
文
の
作
者
の
教
養
の
程
度
を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
と
思
う
。

九
七



一
九
八

横

笛

草

紙

本
作
品
の
古
紗
本
に
は
、
左
の
二
本
が
存
す
る
。

い
ず
れ
も
室
町
後
期
の
書
写
と
推
定
さ
れ
る
古
本
で
あ
る
。

け
京
都
清
涼
寺
蔵
絵
巻
二
軸

茶
色
絹
布
地
織
文
表
紙
。
見
返
し
金
切
箔
散
し
。
料
紙
格
紙
、
天
地
裁
断
、
紙
幅
二
四
・
二
糎
。
宇
田
高
さ
約
二
十
二
・
玉
糎
。

外
題
、
内
題
共
に
な
し
。
箱
に
「
滝
口
縁
起
」
と
題
す
。
本
書
は
も
と
絵
入
の
冊
子
本
で
あ
っ
た
の
を
、
巻
子
本
に
改
装
し
た

挿
絵
十
四
図
。

も
の
で
あ
る
。

濃
彩
色
で
あ
る
が
古
雅
で
、

近
世
の
極
彩
色
の
奈
良
絵
本
に
見
ら
れ
る
如
き
あ
く
ど
さ
が
無

い
。
奥
書
無
く
、
箱
書
に
「
嵯
峨
三
宝
院
住
物
/
元
禄
八
歳
亥
七
月
吉
日
/
施
主
森
道
伴
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
本
文

は
、
前
述
の
「
源
平
物
語
集
」
に
線
刻
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

同
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
写
本

一
冊

練
色
表
紙
(
二
六
・
一
×
二

0
・
六
糎
)
。
椿
紙
袋
綴
。

表
紙
左
肩
に
「
横
笛
物
語
」
と
標
題
し
た
題
祭
を
附
す
。

こ
の
題
祭

の
筆
者
に
つ
い
て
、
表
紙
見
返
し
に
「
横
笛
外
題
中
院
通
茂
公
」
と
書
い
た
附
築
が
貼
つ
で
あ
る
。

(
通
茂
は
宝
永
七
年
、

八

十
才
で
卒
)
内
題
、
奥
書
な
し
。
字
面
高
さ
約
二
三
糎
。
二
十
一
丁
半
、
十
一
行
、
各
行
二
十
字
内
外
。
本
文
は
極
め
て
闘
達

な
筆
遣
い
で
あ
る
。
濁
点
が
多
く
附
さ
れ
、
ま
た
、
所
々
字
句
を
抹
消
し
て
傍
に
-
訂
正
し
た
り
、
脱
字
を
書
き
入
れ
た
り
し
た



個
所
が
あ
る
が
、

そ
れ
ら
の
濁
点
や
書
き
入
れ
の
字
は
、
本
文
と
墨
色
を
異
に
す
る
。
本
書
の
本
文
の
引
用
に
際
し
て
は
、
満

点
は
そ
の
ま
ま
残
し
、
脱
字
を
補
っ
た
書
き
入
れ
の
字
は
〔

〕
に
括
っ
て
、
本
文
中
の
相
当
個
所
に
挿
入
し
た
。
ま
た
、

本
文
中
の
抹
消
さ
れ
た
字
は
一

一
で
固
い
、
訂
正
の
書
き
入
れ
を
六
ポ
イ

γ
ト
活
字
で
傍
記
し
た
。

-
の
中
を
空

自
に
し
た
の
は
、
抹
消
さ
れ
た
元
の
字
の
読
み
得
な
い
部
分
で
あ
る
。

次
に
、
江
戸
期
の
伝
本
と
し
て
は
、
左
の
五
種
を
見
る
こ
と
を
得
た
。

同
日
神
宮
文
庫
蔵
写
本

半
一
冊

(
内
題
「
よ
こ
ふ
え
た
き
く
ち
の
さ
う
し
」
。
「
源
平
物
語
集
」
に
練
刻
予
定
)

帥
国
会
図
書
館
蔵
写
本

大
二
帖

(
題
祭
「
よ
こ
ふ
へ
」
。
絵
抜
本
〉

国
天
理
図
書
館
蔵
奈
良
絵
本

大
一
冊

(
内
題
「
横
笛
滝
口
草
子
」
)

同
御
伽
草
子
本

制
明
暦
四
年
山
田
市
良
兵
衛
刊
本

大
一
冊

(
国
会
図
書
館
蔵
〉

内
題
「
よ
こ
ぶ
え
た
き
ぐ
ち
の
さ
う
し
」
。
匡
郭
、

四
周
単
辺
(
二
五
・
五
×
一
八
・
一
糎
)
。
柱
刻
な
し
。
刊
記
「
明
暦
四
年

成
九
月
吉
日

山
田
市
良
兵
衛
開
板
」
。
十
三
丁
、
十
四
行
、
各
行
約
二
十
五
字
。
挿
絵
三
頁
。

外
に
、
川
瀬
一
馬
氏
の
「
日
本
書
誌
学
之
研
究
」
に
、

江
戸
初
期
写
奈
良
絵
本
が
、
夫
々
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
末
だ
調
査
の
機
会
を
得
て
い
な
い
。
ま
た
、
野
村
八
良
氏
は
「
室
町
時
代
小
説

元
和
頃
刊
古
活
字
本
(
一
二
井
文
庫
旧
蔵
〉
が
、

「
龍
門
文
庫
善
本
書
目
」
に
、

論
」
の
中
で
、

此
の
草
子
の
奈
良
絵
本
の
異
本
が
紹
介
せ
ら
れ
て

ゐ
る
。
其
に
拠
る
と
、
本
文
は
甚
だ
簡
素
で
、
原
型
に
近
い
物
の
由
で
、
文
と
歌
と
の
両
者
に
亘
っ
て
流
布
本
と
の
距
離
が
甚
だ
し
く
、

「
昭
和
十
一
年
十
一
月
発
行
の
弘
文
荘
待
買
古
書
目
を
披
閲
す
る
と
、

畢
寛
流
布
本
に
は
後
人
の
加
筆
が
多
い
と
の
事
で
あ
る
。
し
て
見
る
と
、
さ
う
云
ふ
や
う
な
吉
本
が
夙
に
行
は
れ
て
ゐ
て
、
次
第
に
流
布

一
九
九



一一0
0

本
の
形
態
に
迄
推
移
し
た
の
で
あ
ら
う
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

か
か
る
本
も
見
る
こ
と
を
得
な
か
っ
た
。

な
お
、
中
野
荘
次
氏
の

許
で

1

「
含
状
」
と
合
綴
に
な
っ
た
級
葉
装
の
江
戸
前
期
写
本
を
見
た
が
、

こ
れ
は
、
内
容
本
文
共
、

前
掲
諸
本
と
は
全
く
別
系
統
の
も

の
な
の
で
、

こ
こ
で
は
暫
く
除
外
す
る
。

管
見
に
入
っ
た
右
の
諸
本
に
つ
い
て
、
御
伽
草
子
本
を
中
心
に
、

そ
の
本
文
を
見
る
と
、
け
伺
の
古
写
本
と
は
や
や
遠
く
、

そ
れ
に
対

し
て
、
国
同
同
制
の
江
戸
期
の
諸
本
と
は
極
め
て
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
特
に
同
日
開
は
御
伽
草
子
本
と
全
く
同
じ
と
言

っ
て
よ
く
、
特
記
す
べ
き
特
徴
を
有
し
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
け
悼
の
古
写
本
と
対
比
す
る
前
に
、
日
開
制
の
二
種
の
伝
本
と
の
関
係
を
検

討
し
て
み
る
。

ま
ず
、
御
伽
草
子
本
と
明
暦
二
年
刊
本
と
の
本
文
の
相
違
す
る
個
所
を
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
断
片
的
に
本
文
を
引
用
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
検
索
の
便
宜
の
た
め
に
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
の
頁
数
と
行
数
を
下
に
記
し
て
お
く
。

(1) 
其
御

〉・御

き伽
ど草
の 子
〉

御本
フ
.ち

明

暦

キ反

本

そ
の
御
こ
ま
つ
ど
の
〉
御
う
ち
に

(布石

ω身
を
押
の
け
て
出
た
る
か
た
ち

身
を
お
し
の
け
て
い
で
た
る
そ
の
か
た
ち

(
銅
十
三
行
)

間
あ
き
の
田
の
か
り
そ
め
ぶ
し
の
み
な
り
と
も
き
み
が
ま
く
ら
を
み
る

よ
し
も
が
な

あ
き
の
た
の
か
り
そ
め
ふ
し
の
よ
な
り
と
も
き
み
が
ま
く
ら
を
見
る
よ
し

も

が

な

(

紅

四

一

七

一

回

)

「
一
二
四
八
頁
J

f

第
十
六
行
、

う
つ
み
火
と
は
こ
か
れ
で
も
の
思
ふ
心
な
り

う

づ

み

び

・

ω埋
火
と
は
こ
が
れ
て
物
思
ふ
の
心
也



問
御
面
か
げ
の
わ
す
ら
れ
が
た
く
て

ω殊
更
わ
り
な
き
は
此
こ
ひ
の
道
と
こ
そ
申
侍
る

例
用
ひ
ず
か
よ
ひ
給
へ
れ
ば

間
ほ
め
ぬ
人
こ
そ
な
か
り
け
る

倒
よ
る
ひ
る
の
っ
と
め
ひ
ま
な
く
こ
そ
聞
え
け
る

帥
道
さ
だ
か
に
み
へ
ね
共

ωぎ
ん
の
こ
ゑ
を
し
ら
ベ

仰
つ
や
を
申
て
よ
も
す
か
ら

的
申
ゃ
う
こ
そ
哀
也

ほ
と
け

か
み
や
仏
の
ち
か
ひ
也
と

幽
か
な
は
ぬ
事
を
か
な
へ
さ
せ
給
ふ
こ
そ
、

的
昔
に
か
は
ら
で
、
い
ま
も
ち
ぎ
ら
ん
と
い
は
X
こ
そ
、

が
た
、
た
〉
一
め
み
せ
さ
せ
給
へ
と

間
是
迄
た
づ
ね
て
ま
い
り

仰
せ
め
て
は
こ
ゑ
な
り
と
も

つ
ゐ

闘
終
に
身
を
こ
そ
な
げ
に
け
る

ωあ
れ
よ
ノ
¥
と
よ
ば
〉
れ
ど
、

な
り
に
け
り

ほ
ど
と
を
け
れ
ば
、

か
は
り
し
す

終
に
は
か
な
く

御
お
も
か
げ
の
わ
す
れ
が
た
く
て

(
紅
明
間
)

(
鯛
十
三
行
)

こ
と
さ
ら
わ
り
な
き
此
こ
ひ
の
み
ち
と
こ
そ
申
侍
る

も
ち
ひ
ず
か
よ
ひ
た
ま
ひ
け
れ
ば

ほ
め
ぬ
人
こ
そ
な
か
り
け
れ

よ
る
ひ
る
の
っ
と
め
ひ
ま
な
く
そ
聞
え
け
る

道
は
さ
た
か
に
み
え
ね
共

き
ん
の
す
ゑ
を
し
ら
へ

つ
や
申
よ
も
す
か
ら

申
ゃ
う
こ
そ
あ
は
れ
な
れ

か
な
は
ぬ
事
を
か
な
へ
さ
せ
給
ふ
こ
そ
、

》」

(
紅
一
苫
何
)

(
笠
二
四
)

(
銅
十
一
行
)

(紅
I
F一
一
何
)

(
銅
十
一
行
)

(笠一間一間)

か
み
や
ほ
と
け
の

か・ ち
f さく・---、か
第一 第同
四歪あ・十ひ吾首
六ら・四 な・二

包 め ・乙れ・乙

た
〉
ひ
と
め
み
せ
さ
せ
給
へ
と

い
ま
も
ち
ぎ
ら
ん
と
い
は
X

こ
そ
、

む
か
し
に
か
は
ら
で
、

す
が
た
、

こ
れ
ま
で
た
づ
ね
ま
い
り

せ
め
て
声
な
り
と
も

つ
ゐ
に
身
を
こ
そ
な
げ
に
け
れ

あ
れ
よ
ノ
¥
と
よ
ば
〉
れ
ど
、

は
か
な
く
な
り
に
け
り

ほ
ど
と
を
け
れ
ば
、

二

O

(
鯛
九
行
)

(
鯛
十
五
行
)

か-
な・
は・
ず・

第三
五五
ヘ

行頁

つ
ゐ
に

(
鯛
七
行
)



二

O
二

側
ち
か
こ
ろ
あ
は
れ
な
る
事
を
こ
そ
、
た
〉
い
ま
み
て
候
へ

働
わ
が
い
の
ち
の
あ
ら
ん
か
ぎ
り
は
こ
ぜ
を
は
と
ふ
ら
ひ
申
ベ
し

ち
か
ご
ろ
あ
は
れ
な
る
事
こ
そ
、
た
ゾ
い
ま
見
て
候
へ
(
鯛
九
行
)

も

し

も

よ

こ

ぶ

え

な

る

ら

ん

と

(

制

十

二

行

)

わ
か
い
の
ち
の
あ
ら
ん
か
ぎ
り
わ
ご
せ
を
ば
と
ふ
ら
ひ
申
へ
し
(
把
一
読
何
)

か

や

う

に

こ

そ

ル

有

ベ

け

れ

と

て

(

慌

時

間

)

以
上
で
全
部
で
あ
る
。
川
W
は
明
暦
板
の
明
ら
か
な
脱
字
で
あ
り
、
判
例
川
阿
川
同
州
側
側
側

ω仰
は
助
詞
が
一
字
あ
る
か
無
い
か
の
違
い
で
、

ωも
し
横
笛
な
る
ら
ん
と

M
W
か
や
う
に
こ
そ
あ
る
べ
け
れ
と
て

文
章
と
し
て
ど
ち
ら
が
良
い
と
も
言
え
な
い
。
ゅ
は
『
そ
の
』
を
挿
ん
だ
明
暦
板
の
方
が
、
文
章
と
し
て
整
っ
て
・
い
る
と
言
え
よ
う
口
付

の
歌
は
ロ

u

み
な
り
と
も
』
で
も
意
味
は
通
せ
る
が
、
明
暦
板
の
『
よ
な
り
と
も
』
の
方
が
わ
か
り
易
い
。

そ
れ
に
こ
の
所
は
、
前
記
の
古

写
本
二
種
を
は
じ
め
、
他
の
諸
本
す
べ
て
『
よ
な
り
と
も
』
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
御
伽
草
子
本
が
、

「
よ
」
の
仮
名
「
与
」

の
草
体

を
「
ミ
」
と
読
み
違
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
同
州
側
側
闘
は
、

い
ず
れ
も
文
法
上
の
係
結
び
に
関
係
し
て
の
相
違
で
あ
る
が

五
個
所
す
べ
て
明
暦
板
の
方
が
文
法
に
叶
っ
て
い
る
。
も
し
両
者
の
本
文
の
先
後
を
言
う
な
ら
ば
、
御
伽
草
子
本
の
文
章
の
文
法
上
の
誤

り
を
、
明
暦
板
が
意
識
し
て
正
し
た
と
す
る
の
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。
(
但
し
、
例
の
よ
う
に
正
し
て
い
な
い
個
所
も
見
ら
れ
る
が
〉

聞
と
何
は
助
動
詞
の
使
い
方
に
関
す
る
違
い
で
、

間
は
、
助
動
詞
「
ら
る
」
を
挿
入
し
た
御
伽
草
子
本
の
方
が
、

こ
の
場
合
の
表
現
と
し

て
は
適
切
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

そ
の
用
法
、
が
違
っ
て
い
て
、

正
し
く
は
「
わ
す
れ
ら
れ
が
た
く
て
」
と
な
る
べ
き
所
で
あ
る
。

(
尤
も
、

こ
の
種
の
誤
用
は
し
ば
/
¥
見
ら
れ
る
が
)
明
暦
板
が
可
わ
す
れ
が
た
く
て
』
と
し
た
の
は
、
あ
る
い
は
、
や
は
り
そ
う
い
う

文
法
上
の
誤
用
を
気
に
し
て
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。
刊
は
、
文
法
的
に
は
ど
ち
ら
も
誤
り
で
は
な
い
が
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
完
了

の
助
動
詞
「
り
」
を
使
う
よ
り
も
、
回
想
の
助
動
詞
「
け
り
」
を
用
い
る
方
が
普
通
で
あ
ろ
う
か
ら
、

こ
れ
も
明
暦
板
の
意
識
し
て
の
訂

正
と
考
え
得
る
。



側
の
御
伽
草
子
本
の
『
ぎ
ん
の
こ
ゑ
』
に
つ
い
て
は
、
「
日
本
古
典
文
学
大
系
本
」
の
注
に
「
吟
、
あ
る
い
は
琴
の
誤
り
か
」
と
あ
る
。

明
暦
板
の
『
き
ん
の
す
ゑ
』
は
「
琴
の
末
」
の
意
で
あ
ろ
う
。
こ
の
前
の
文
は
『
つ
り
殿
三
さ
う
ま
ん
の
あ
ら
し
の
を
の
づ
か
ら
』
と
あ

る
。
『
ま
ん
の
あ
ら
し
』
は
恐
ら
く
「
ま
つ
の
あ
ら
し
」
の
誤
植
で
あ
ろ
う
。
松
を
吹
き
渡
る
風
の
こ
と
で
、

琴
の
方
が
良
さ
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
他
の
本
を
見
て
も
、
清
涼
寺
本
が
『
き
ん
の
ね
を
や
し
ら
む
ら
ん
』
、

へ
て
』
、
神
宮
文
庫
本
が
『
こ
と
の
す
ゑ
の
し
ら
ベ
』
と
、

そ
れ
な
ら
ば
、

吟
よ
り
も

慶
応
本
が

『
こ
と
お
し
ら

皆
琴
の
音
山
に
し
て
い
る
所
か
ら
し
て
、

御
伽
草
子
本
が
誤
っ
て
濁
点
を
附
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
こ
の
場
合
、
御
伽
草
子
本
と
明
暦
板
の
二
者
の
ど
ち
ら
を
先
と
す
べ
き
か
は
、
早
急
に
断
定
し
難
い
。

側
と
闘
は
こ
の
二
本
の
間
で
、
最
も
大
き
な
相
違
の
あ
る
個
所
で
あ
る
。
闘
は
、
滝
口
の
能
っ
て
い
る
庵
室
を
尋
ね
た
横
笛
が
、
庵
の

外
か
ら
、

姿
を
見
せ
よ
う
と
し
な
い
滝
口
に
向
っ
て
口
説
く
言
葉
の
一
部
で
あ
る
。

御
伽
草
子
本
の

『
い
ま
も
ち
ぎ
ら
ん
と
い
は
ジ
こ

そ
』
の
句
は
、

「
今
も
夫
婦
の
契
り
を
結
ぼ
う
と
い
う
の
な
ら
、

貴
方
が
会
わ
な
い
の
も
尤
も
で
あ
る
が
、

そ
う
で
は
な
い
の
だ
か
ら
」

と
い
う
意
味
で
、
次
の
『
か
は
り
し
す
が
た
、

た
〉
一
め
み
せ
さ
せ
給
へ
』
の
句
と
の
聞
に
は
、
文
章
法
上
の
省
略
が
あ
る
訳
で
あ
る
。

明
暦
板
で
こ
の
二
つ
の
句
の
間
に
『
か
く
あ
ら
め
L

の
匂
を
挿
入
し
て
い
る
の
は
、
上
の
条
件
句
に
対
応
す
る
句
を
補
っ
て
、
文
章
と
し

て
完
全
な
形
に
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
解
せ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
(
そ
の
代
り
に
『
か
は
り
し
す
か
た
』
の
『
か
は

り
し
何
回
が
省
か
れ
た
の
は
、
や
や
表
現
を
粗
雑
に
し
た
趣
が
見
え
る
が
)
闘
は
、
横
笛
が
千
鳥
が
淵
へ
身
を
投
げ
る
所
を
向
岸
か
ら
見
て

い
た
山
人
の
こ
と
を
書
い
て
い
る
個
所
で
あ
る
。

こ
れ
も
「
向
岸
な
の
で
、

司

u

あ
れ
よ
ノ
¥
』
と
呼
ば
わ
っ
た
け
れ
ど
も
、

ど
う
す
る
こ

と
も
出
来
な
く
て
」

の
意
で
あ
る
か
ら
、
明
暦
板
の
よ
う
に
『
か
な
は
ず
』
の
句
の
あ
る
方
が
、
文
章
と
し
て
完
全
な
表
現
を
な
し
て
い

る。

こ
の
側
と
仰
の
場
合
、
御
伽
草
子
本
の
方
が
明
暦
板
の
語
句
を
省
略
し
た
と
い
う
見
方
も
成
り
立
つ
が
、
前
の
係
結
び
の
例
と
合
せ

て
考
え
る
と
、
文
法
に
相
当
に
神
経
を
使
っ
て
い
た
明
暦
板
が
、
省
略
句
を
補
入
し
た
と
い
う
過
程
を
想
定
し
た
方
が
、
妥
当
の
よ
う
な

ニ
O
三



そ
れ
と
、
こ
の
個
所
を
清
涼
寺
本
と
慶
応
本
の
ニ
古
本
で
見
る
と
、

す
か
た
を
た
〉
一
め
、
な
に
し
に
ま
み
へ
た
ま
は
ぬ
ぞ
』
(
慶
応
本
。
清
涼
寺
本
に
は
こ
れ
に
当
る
勾
な
し
〉
、

側
は
、

二
O
四

『
い
ま
ま
た
ち
ぎ
る
と
い
は
ゾ
こ
そ
、
か
へ
し

『
あ
れ
ノ
¥
と
よ

ゅ，士、

i
M川
川
凶
・
も

tu--

気
が
す
る
。

は
わ
れ
と
も
、

つ
ゐ
に
は
か
な
く
な
り
に
け
り
』
(
清
涼
寺
本
。
慶
応
本
に
は
こ
れ
に
当
る
匂
な
し
〉

と
あ
っ
て
、

い
ず
れ
も
御
伽
草
子

本
と
同
じ
文
章
形
式
で
あ
る
こ
と
も
、
右
の
想
定
を
助
け
る
で
あ
ろ
う
。

ωは
、
御
伽
草
子
本
の
『
あ
ら
ん
か
ぎ
り
は
』
の
「
は
」
が
「
わ
」
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
違
い
だ
け
で
あ
る
。
明
暦
板
の
仮
名
遣
い

の
誤
り
と
見
れ
ば
、

そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
が
、
「
あ
ら
ん
限
り
は
、
後
世
を
ば
」
と

「
あ
ら
ん
限
り
、
我
御
前
を
ば
」

の
違
い
と
見

る
と
、
意
味
が
全
く
異
っ
て
く
る
。
(
御
伽
草
子
本
は
『
こ
ぜ
』
と
な
っ
て
い
る
が
、

明
暦
板
は
濁
点
が
割
合
丁
寧
に
附
さ
れ
て
い
る
の
で
、
『
わ
ご
せ
』

こ
れ
は
濁
点
の
つ
け
違
い
で
「
ご
せ
」

で
あ
ろ
う
〉

と
清
音
に
し
て
い
る
所
か
ら
し
て
、

ど
う
も
前
者
と
考
え
た
方
が
良

さ
そ
う
な
の
で
あ
る
が
、

一
方
、
明
暦
板
は
助
詞
の
仮
名
遣
い
も
大
体
正
確
に
守
っ
て
い
る
の
で
、
あ
え
て
後
者
の
如
き
見
方
も
成
立
す

る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
明
暦
板
か
ら
御
伽
草
子
本
へ
の
転
化
の
過
程
は
考
え
に
く

く
、
そ
の
逆
と
見
る
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
慶
応
本
で
は
、
『
ご
せ
う
』
(
後
生
)
と
な
っ
て
い
て
、
や
は
り
御
伽
草
子
本
に

近
い
D

(

清
涼
寺
本
に
は
該
当
の
語
な
し
)

以
上
、
両
本
の
語
句
の
異
な
る
個
所
全
部
に
亘
っ
て
検
討
を
加
え
て
み
た
。
御
伽
草
子
本
と
明
暦
板
と
が
相
互
に
直
接
の
関
係
を
も
っ

て
い
た
の
か
ど
う
か
、
す
な
わ
ち
、

ど
ち
ら
か
が
他
方
の
本
文
に
基
づ
い
て
複
刻
し
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
、
今
は
っ
き
り
断
定
す

る
に
足
る
傍
証
を
発
見
し
得
な
い
。

し
か
し
、
両
本
の
本
文
の
異
同
が
、
右
に
挙
げ
た
だ
け
の
も
の
で
あ
る
こ
と
よ
り
し
て
、
ご
く
近
い

関
係
に
立
つ
も
の
で
あ
る
点
は
認
め
ら
れ
よ
う
。

そ
の
場
合
、
右
に
見
て
き
た
如
く
、
両
者
の
本
文
の
相
違
個
所
の
大
部
分
に
亘
っ
て
、

明
暦
板
の
方
に
、
文
章
の
文
法
上
の
不
備
を
訂
正
す
る
と
い
う
一
貫
し
た
態
度
が
窺
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
御
伽
草
子
本
の
本
文
の
方



が
先
出
で
あ
っ
た
と
考
え
た
い
。

次
に
、
御
伽
草
子
本
・
明
暦
板
本
と
同
系
の
本
文
で
あ
る
が
、
や
や
相
違
す
る
所
の
多
い
、
神
宮
文
庫
本
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。

こ
の
本
と
、
御
伽
草
子
本
・
明
暦
板
本
の
両
者
と
を
比
較
す
る
と
、

そ
の
ど
ち
ら
に
近
い
と
い
う
こ
と
は
言
え
な
い
。
前
掲
の
二
つ
の
板

本
の
相
違
す
る
個
所
に
つ
い
て
見
て
も
、
川
別
川
問
問
川
内
側
同
阿
川
問
問
例
制
は
御
伽
草
子
本
と
一
致
し
、
川
向
川
阿
川
阿
川
州
側
仰
は
明
暦
板
と
一
致
す
る
。

支
7
η
ノ
引
り
回
同
司
納
付
品
川
明
ゆ
士
、

百々
λ

，t
a
/し
'
山
l
1
J
U
し

I
L
H
H
v
h
H
V
'
M
H
V
L円
H
V
'
M
L
v
h
R
u
v、，ル可

ど
ち
ら
と
も
異
な
る
個
所
で
あ
る
。

そ
の
外
、
御
伽
草
子
本
と
明
暦
板
と
は
同
じ
で
、
神
宮
文
庫
本
の

み
異
な
る
と
い
う
個
所
が
相
当
に
あ
る
。
全
部
を
挙
げ
る
こ
と
は
煩
雑
で
あ
る
か
ら
、
語
句
の
末
の
小
異
は
省
い
て
、
著
し
い
個
所
の
み

を
摘
出
す
る
と
左
の
通
り
で
あ
る
。

御

伽

草

子

本

を
こ
な
ひ

ω行
す
ま
し
て
ゐ
た
り
け
り
、
た
き
口
、
が
心
の
う
ち
、

な
か
り
け
る

ほ
め
ぬ
人
こ
そ

(2) 
の覧常
事のひ
を水
観の
じ 絶
イ〉々

〉に

(
マ
、
〉

か
け
て
も
な
ら
ひ
ぬ
煙
に
そ
め
な
し
、
う
き
世

い
と
ゾ
哀
ぞ
増
り
け
る

ωか
く
と
だ
に
も
し
り
た
ら
ば
、
の
〉
す
ゑ
、
山
の
奥
な
り
と
も
、
お

な
じ
道
に
い
る
な
ら
ば
、
は
ち
す
の
え
ん
と
な
り
て
、
さ
こ
そ
は
う

れ
し
か
ら
ま
し
と
、
て
ん
に
あ
こ
が
れ
、
ち
に
ふ
し
給
ひ
し
、
そ
の

j
i
-
-
I
l
l
i
-
-
1
l
i
l
-
i
l
l
-
-
-
1
4
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
i
l
l
i
t
-
-
l
i
l
i
-
-

あ
ま
り

ふ
せ
い
、
た
と
へ
ん
か
た
も
な
か
り
け
り
、
余
の
思
ひ
に
た
え
か
ね

て

神

宮

文

庫

本

お
こ
な
ひ
す
ま
し
て
ゐ
た
り
し
を
、

ほ
め
ぬ
人
こ
そ
な
か
り
け
り「一一一五一一頁

J

F

第
六
行
」

か
け
ひ
の
み
つ
の
た
え
ノ
¥
に
、
う
き
ょ
の
事
を
く
わ
ん
じ
つ
〉
、
い
と

ど

あ

は

れ

ぞ

ま

さ

り

け

る

(

鯛

八

行

)

か
く
と
だ
に
も
し
る
な
ら
ば
、
の
〉
す
ゑ
、
や
ま
の
お
く
な
り
と
も
、
お

な
じ
み
ち
に
い
る
な
ら
ば
、
さ
こ
そ
う
れ
し
か
ら
ま
し
と
、
て
ん
に
あ
こ

が
れ
、
地
に
ふ
し
て
、
あ
ま
り
の
お
も
ひ
に
た
へ
か
ね
て
(
鮭
迂
一
時
)

二

O
五



ω誠
に
尋
わ
ひ
た
る
と
う
ち
み
え
て
、
し
ば
の
と
に
立
そ
ひ
て
、
し
つ

ノ
¥
と
し
た
る
有
さ
ま
也
、
い
に
し
へ
の
有
様
に
、
な
を
ま
さ
り
て

ぞ
覚
え
け
る

ば
か
り

旬
む
ざ
ん
や
よ
こ
ぶ
え
が
、
み
と
せ
斗
の
な
さ
け
を
忍
び
て
、
尋
き
た

る
こ
〉
ろ
ざ
し
、
何
に
た
と
へ
ん
方
も
な
く
、
た
も
と
を
か
ほ
に
を

し
あ
て
〉
、
な
く
よ
り
外
の
事
そ
な
き

ωな
さ
け
な
の
有
様
や
、
昔
に
か
は
ら
で
、
い
ま
も
ち
ぎ
ら
ん
と
、

は
ゾ
こ
そ
、
か
は
り
し
す
が
た
、
た
〉
一
め
み
せ
さ
せ
給
へ
と

M
W
是
迄
た
づ
ね
て
ま
い
り
、
ふ
さ
い
は
二
世
の
ち
ぎ
り
と
、

と
ん
じ
ゃ
う

今
生
の
た
い
め
ん
さ
へ
か
な
ふ
ま
じ
き
か

間
し
か
ど

ωう
た
て
の
た
き
ぐ
ち
ゃ
と
て
、
こ
ゑ
も
お
し
ま
ず
な
き
け
れ
ば
、
た

き
ぐ
ち
是
を
み
て
、
あ
ま
り
な
げ
く
も
い
た
は
し
、
せ
め
て
は
こ
ゑ

な
り
と
も
、
き
か
せ
ば
や
と
思
ひ
て
、
か
く
な
ん

あ
づ
さ
ゆ
み
そ
る
を
う
ら
み
と
お
も
ふ
な
よ
、
ま
こ
と
の
み
ち
に

い
る
ぞ
う
れ
し
き

仙
川
あ
れ
よ
ノ
¥
と
よ
ば
〉
れ
ど
、
ほ
ど
と
を
け
れ
ば
、
終
に
は
か
な
く

な
り
に
け
り
、
か
く
て
山
人
は
、
た
き
ぐ
ち
の
あ
ん
じ
つ
の
ま
へ
を

ム‘
a

、

と
を
る
と
て
、
友
人
に
か
た
る
や
う
、
ち
か
こ
ろ
、
あ
は
れ
な
る
事

を
こ
そ
、
た
〉
い
ま
み
て
候
へ

ωさ
て
も
け
さ
、
わ
う
じ
ゃ
う
ゐ
ん
に
て
、
し
は
の
あ
み
と
を
へ
だ
て

つ
〉
、
此
人
は
そ
と
、
わ
れ
は
う
ち
に
て
、
も
だ
え
こ
が
れ
し
あ
り

ニ
O
六

ま
こ
と
に
た
つ
ね
わ
び
た
る
あ
り
さ
ま
に
て
、
し
ば
の
と
に
た
ち
そ
ひ
て

し
づ
ノ
¥
と
し
た
る
ふ
ぜ
い
v

こ
そ
、
い
に
し
へ
の
か
た
ち
に
は
、
な
を
ま

さ

り

て

ぞ

お

ぼ

へ

け

る

(

程

立

相

)

む
ざ
ん
や
な
よ
こ
ふ
え
が
、

つ
ね
き
た
る
こ
こ
ろ
さ
し
、

な三
にと
〉せ
fこは
とか
へり
んの
かな
たさ
もけ
なを
しし

の

第同 v'
土丈

乙た

"、

な
さ
け
な
の
あ
り
さ
ま
や
、

ま
へ
と
、
く
ど
き
つ
〉

か
は
り
し
す
が
た
、

た
〉
一
め
み
せ
さ
せ
た

ご
ニ
五
六
頁
J

f

第
四
行
」

こ
れ
ま
で
た
つ
ね
ま
い
り
た
る
に
、
な
さ
け
な
く
も
、
あ
は
じ
と
の
た
ま

ふ
、
う
ら
め
し
さ
よ
、
ふ
う
ふ
は
二
せ
の
ち
ぎ
り
と
、
き
〉
し
か
ど
、
こ

ん
し
ゃ
う
の
た
い
め
ん
さ
へ
か
な
う
ま
じ
き
か
(
鯛
九
行
)

う
た
て
の
た
き
ぐ
ち
ゃ
と
て
、
こ
ゑ
も
お
し
ま
す
な
き
け
れ
ば
、

あ
っ
さ
ゆ
み
そ
る
を
う
ら
み
と
お
も
ふ
な
よ
、
ま
こ
と
の
み
ち
に
い
る

ぞ

う

れ

し

き

(

鯛

十

四

行

)

あ
れ
よ
ノ
¥
と
よ
ば
は
れ
と
、
ほ
ど
と
を
け
れ
ば
、
ち
か
ら
な
し
、
か
の

や
ま
人
は
、
た
き
く
ち
の
あ
む
じ
つ
の
ま
へ
を
と
を
る
と
て
、
た

-x
い
ま

で

る

あ

は

れ

な

る

こ

と

を

、

見

て

候

へ

(

転

攻

何

)

さ
て
も
け
さ
、

を

わ
う
じ
ゃ
う
ゐ
ん
に
て
、

も
だ
J、、、

カミ
れ
し

Zごあ
.~ー

士歪り
二九さ
空豆ま



さ
ま
を

位。
か!あ
や|だ

な
る
も

つ
れ
な
き
も
、

い
の
ち
、
う
き
に
か
ぎ
ら
ぬ
な
ら
ひ

仰
さ
て
も
、
い
に
し
へ
の
す
が
た
は
っ
き
は
て
て
、

ふ
が
ほ
の
、
花
の
い
ろ
こ
そ
か
な
し
け
れ

軒
を
て
ら
ざ
る
ゆ

間
み
や
こ
ち
か
く
す
め
ば
こ
そ
、
か
ゃ
う
の
こ
と
を
ば
き
〉
給
へ
、
お

ほ
せ
な
き
そ
の
さ
き
に
と
て
、
よ
こ
ふ
え
、
が
た
め
に
と
て
、
か
う
や

さ
ん
に
上
り
つ
〉
、
あ
ん
し
す
ま
し
て
ゐ
た
り
け
り

あ
だ
な
る
も
、

つ
れ
な
き
も
、

U、l

zl 
あl
るi
よ|

の
な
ら
ひ
か
やl

第同

行

さ
て
も
、
ゆ
ふ
か
ほ
の
、
は
な
の
い
ろ
こ
そ
か
な
し
け
れ

三一六
O
頁
d

f

第
二
行
」

み
や
こ
ま
ぢ
か
く
す
め
ば
こ
そ
、
か
か
る
事
を
ば
き
〉
候
へ
、
お
ほ
せ
な

き
そ
の
さ
き
に
、
よ
こ
ぶ
ゑ
が
た
め
に
と
て
、
か
う
や
さ
ん
に
の
ぼ
り
つ

〉

、

あ

ん

じ

す

ま

し

て

ゐ

た

り

け

り

百

}

f

第
十
行
」

ω神
宮
文
庫
本
に
は
巻
末
に
、
御
伽
草
子
本
・
明
暦
板
に
無
い
、
滝
口
の
父
母
が
我
が
子
の
出
家
を
嘆
く
記
事
が
あ
る
。
(
そ
の
文
は
後
に
掲
げ
る
)

右
に
列
挙
し
た
例
を
見
る
と
、
神
宮
文
庫
本
の
方
が
、

御
伽
草
子
本
よ
り
も
文
章
が
簡
略
に
な
っ
て
い
る
個
所
の
多
い
こ
と
が
認
め
ら

れ
る
。
川
防
防
同
州
側
同
仰
の
入
例
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
八
例
に
つ
い
て
は
、

ど
ち
ら
の
本
文
が
良
い
と
も
言
い
切
れ
る
程
の
材
料
が

見
出
せ
な
い
。

こ
の
二
本
の
み
の
比
較
で
は
、
省
略
し
た
た
め
に
意
味
が
通
じ
難
く
な
っ
た
と
か
、
増
補
し
た
た
め
に
文
脈
に
不
合
理
が

生
じ
た
と
か
、

は
っ
き
り
言
う
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
右
の
個
所
を
、

こ
の
両
本
よ
り
は
書
写
の
年
代
の
温
か
に
古
い
清

涼
寺
本
・
慶
応
本
と
の
比
較
に
お
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。
未
だ
こ
の
二
種
の
古
写
本
の
本
文
と
の
関
係
に
つ
い
て
何
ら
の
立
証
を

も
行
っ
て
い
な
い
の
で
、
便
宜
に
過
ぎ
る
方
法
か
も
し
れ
な
い
が
、

そ
の
点
は
暫
く
看
過
し
て
頂
き
た
い
。
但
し
右
の
八
個
所
の
う
ち
、

清
涼
寺
本
に
、
相
当
す
る
文
の
あ
る
の
は
川
ゅ
の
み
で
あ
る
。
従
っ
て
自
然
慶
応
本
と
の
比
較
が
中
心
に
な
る
が
、

次
の
如
く
で
あ
る
。

ωお
こ
な
ひ
す
ま
し
て
い
た
り
け
り
、
た
き
口
が
心
の
う
ち
、

お
し
は
か
ら
れ
て
あ
は
れ
な
り
)

そ
の
慶
応
本
の
文
は

ほ
め
ぬ
人
こ
そ
な
か
り
け
り
(
〔
清
〕
お
こ
な
ひ
す
ま
し
て
い
た
り
け
り
、
心
の
う
ち
、

ニ
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(

マ

、

)

な

ωか
け
ひ
の
み
づ
の
、
こ
ゑ
/
¥
に
、
か
け
て
な
ら
さ
ぬ
あ
ら
す
だ
れ
、
し
ば
の
あ
み
戸
に
、
松
の
は
し
ら
、
か
う
の
け
ふ
り
に
そ
め
一
畑
一
川
刻
、

世
の
事
お
く
わ
ん
ず
る
に
、
よ
ろ
ず
の
い
に
し
へ
の
事
お
の
み
、
い
ま
さ
ら
お
も
ひ
出
さ
れ
て
、
い
と
ゾ
あ
わ
れ
ぞ
ま
さ
り
け
る
(
〔
清
〕
か
け
ひ
の

水
の
、
た
え
ノ
¥
に
、
か
け
て
な
ら
わ
ぬ
あ
し
す
た
れ
、
し
は
の
あ
み
戸
に
、
竹
は
し
ら
、
お
も
ひ
い
て
〉
、
い
と
〉
あ
は
れ
そ
ま
さ
り
げ
る
)

お
な
L

ωか
く
あ
る
べ
き
と
お
も
ひ
な
は
、
野
の
す
へ
、
山
の
お
く
な
り
共
、
一
四
南
一
み
ち
に
入
た
ら
は
、

F

ワ
会
』

一
つ
は
ち
す
の
ゑ
ん
と
な
ら
ば
、
さ
こ
そ
は
う
れ
し

か
ら
ま
じ
と
、
天
に
あ
ふ
き
、
ち
に
ふ
し
、
あ
く
が
る
〉
あ
り
さ
ま
、
た
と
へ
ん
か
た
ぞ
な
か
り
け
る
、
あ
ま
り
の
お
も
ひ
に
た
ゑ
か
ね
て

朗
む
さ
ん
や
よ
こ
ふ
へ
か
、
一
二
年
あ
ま
り
の
な
さ
け
と
し
た
ひ
、
ふ
み
も
な
ら
わ
ぬ
さ
と
の
み
ち
お
、
た
つ
ね
て
き
た
る
心
さ
し
、
な
に
〉
た
と
ゑ
ん

か
た
ぞ
な
き
、
出
あ
ひ
て
、
一
め
み
へ
は
や
と
、
せ
ん
た
び
も
〉
た
び
、
お
も
へ
ど
も
、
う
た
て
し
の
わ
か
身
や
と
、
心
に
心
を
か
ら
か
ひ
て
、
な

く
よ
り
ほ
か
の
事
ぞ
な
き

ωな
さ
け
な
の
た
き
く
ち
ゃ
、
い
に
し
へ
の
こ
と
く
、
い
ま
ま
た
ち
ぎ
る
と
い
は
ゾ
こ
そ
、
か
へ
し
す
か
た
を
、
た
〉
一
め
、
な
に
し
に
ま
み
へ
た
ま

は
ぬ
ぞ

mwう
た
て
し
の
た
き
ぐ
ち
ゃ
と
、
あ
み
ど
の
き
は
に
た
を
れ
ふ
し
、
こ
ゑ
も
を
し
ま
ず
な
き
け
れ
は
、
剖
劃
引
制
叫
」
山
判
剖
剖
判
、
あ
ま
り
の
お
も
ひ

に
や
、
た
ゑ
か
ね
て
、
も
た
へ
こ
が
る
〉
あ
り
さ
ま
は
、
な
に
〉
た
と
ゑ
ん
か
た
ぞ
な
き
、
あ
ま
り
に
み
れ
は
、
む
、
さ
ん
さ
に
、
し
ば
し
心
を
と
り

な
を
し
、
こ
ゑ
な
り
と
も
、
き
か
〔
せ
〕
ば
や
と
お
も
ひ
て
、
な
か
め
け
れ
は

あ
づ
さ
ゆ
み
そ
る
を
う
ら
み
と
お
も
ふ
な
よ
、
ま
こ
と
の
み
ち
に
い
れ
る
わ
か
身
を

帥
さ
て
も
、
わ
う
じ
ゃ
う
ゐ
ん
に
て
、
し
ば
の
あ
み
ど
を
へ
た
て
、
人
は
そ
と
、
わ
れ
は
う
ち
に
て
、
た
へ
こ
が
れ
た
る
あ
り
さ
ま

の
き
ば
を
て
ら
す
タ
一

仰
い
に
し
ゑ
の
、

は
な
の
す
が
た
は
き
ゑ
は
て
〉
、

一
の
、
花
の
い
ろ
こ
そ
て
ら
し
け
れ

右
の
如
く
、
慶
応
本
に
は
八
例
の
す
べ
て
に
亘
っ
て
、
御
伽
草
子
本
に
あ
っ
て
、
神
宮
文
庫
本
に
は
欠
け
て
い
る
語
句
が
、

そ
っ
く
り

同
じ
で
は
な
い
が
、
類
似
し
た
形
で
使
わ
れ
て
い
る
。
御
伽
草
子
本
と
神
宮
文
庫
本
と
は
、
全
体
と
し
て
見
れ
ば
、
詞
章
の
末
端
に
至
る

ま
で
大
部
分
一
致
し
て
い
て
、
明
ら
か
に
同
系
の
本
文
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
慶
応
本
の
如
き
古
写
本
が
、

た
ま
/
¥
神
宮
文
庫
本
に
無
く

て
御
伽
草
子
本
に
あ
る
語
句
を
備
え
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
も
し
慶
応
本
が
、
御
伽
草
子
本
系
統
の
本
文
の
源
流
の
中
に
位
す
る
も
の



で
あ
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
れ
ば
、

こ
の
両
本
の
本
文
の
先
後
関
係
を
推
定
す
る

一
つ
の
材
料
を
提
供
す
る
も
の
と
言
う
こ
と
が
出
来
よ

う
。
す
な
わ
ち
、
御
伽
草
子
本
が
、
神
宮
文
庫
本
の
本
文
に
拠
っ
て
、
語
句
の
増
補
を
行
っ
た
と
い
う
関
係
は
考
え
に
く
い
の
で
あ
る
。

次
に
、
右
以
外
の
判
例
州
側
同
制
の
六
例
を
、
や
は
り
慶
応
本
を
参
照
し
つ
つ
検
討
し
て
み
る
。

仰
は
、
文
章
と
し
て
は
同
じ
で
あ
る
が
、
用
語
に
相
違
が
見
ら
れ
る
。
御
伽
草
子
本
に
は
、

「
有
様
」

と
い
う
語
が
接
近
し
た
個
所
に

繰
り
返
し
使
わ
れ
て
い
て
、
語
葉
の
乏
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
の
に
対
し
て
、
神
宮
文
庫
本
は

口

u

ふ
ぜ
い
』
『
か
た
ち
』

と
い
う
別
の
語
を

用
い
て
、
変
化
を
も
た
せ
て
い
る
。

ま
こ
と
に
、
た
つ
ね
か
ね
た
る
ふ
ぜ
い
し
て
、

そ
の
意
味
で
は
、
後
者
の
方
が
文
章
と
し
て
良
い
と
言
え
よ
う
。
慶
応
本
は
、

し
ば
の
あ
み
戸
に
口
ち
そ
い
で
、
し
お
ノ
¥
と
し
た
る
あ
り
さ
ま
、

い
に
し
へ
の
お
も
か
け
に
も
、

な
お
ま
さ
り
て
そ
お
ほ
ゆ
る

と
あ
っ
て
、
や
は
り
用
語
に
変
化
が
あ
る
。

し
か
も
、
用
い
た
場
所
は
逆
で
あ
る
が
、
司
ふ
ぜ
い
』
『
あ
り
さ
ま
』
は
神
宮
文
庫
本
と
同
語

で
あ
る
。
従
っ
て
、

こ
の
個
所
に
関
し
て
は
、
神
宮
文
庫
本
の
方
が
慶
応
本
に
近
く
、
前
の
場
合
と
は
反
対
の
現
象
を
呈
し
て
い
る
。

刊
は
、
神
宮
文
庫
本
の
方
に
、
御
伽
草
子
本
に
は
無
い
句
が
挿
入
し
て
あ
る
。
御
伽
草
子
本
は
『
是
迄
た
づ
ね
て
ま
い
り
』
と
『
ふ
さ

い
は
二
世
の
ち
ぎ
り
と
、
聞
し
か
ど
』
の
二
句
の
問
の
続
き
が
悪
く
、
市
古
博
士
の
注
で
も
「
尋
ね
て
参
っ
た
の
だ
」
と
、

こ
こ
で
文
が

一
度
終
止
し
た
も
の
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
神
宮
文
庫
本
の
文
だ
と
、
そ
の
よ
う
な
文
脈
の
上
の
不
備
が
無
い
。
慶
応
本
は
こ
こ
が
、

こ
れ
ま
で
た
つ
ね
ま
い
り
た
り
、
そ
の
う
へ
、
ふ
さ
ひ
は
二
せ
の
ち
ぎ
り
と
、
き
〉
し
に
、

い
き
て
た
に
、
た
ひ
め
ん
の
か
な
ふ
ま
じ
き
か

と
な
っ
て
い
て
、
神
宮
文
庫
本
の
如
き
句
は
無
い
。

し
か
し
慶
応
本
で
は
可
た
つ
ね
ま
い
り
た
り
』
と
、

こ
こ
で
文
が
終
止
し
て
、
新
た

に
『
そ
の
う
へ
、

ふ
さ
い
は
』
云
々
と
、
文
を
起
し
て
い
る
の
で
、
続
き
工
合
に
は
、
御
伽
草
子
本
の
よ
う
な
不
都
合
は
見
ら
れ
な
い
。

従
っ
て
三
本
を
並
べ
て
考
え
れ
ば
、

こ
の
場
合
は
、
慶
応
本
の
文
に
誤
脱
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
御
伽
草
子
本
の
文
と
な
り
、
更
に

二
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そ
の
誤
脱
を
新
た
に
補
っ
た
所
に
、
神
宮
文
庫
本
の
文
が
成
立
し
た
と
見
る
こ
と
が
、
最
も
自
然
の
過
程
と
恩
わ
れ
る
。

同
は
、
前
に
御
伽
草
子
本
と
明
暦
板
と
の
比
較
の
闘
に
掲
げ
た
の
と
同
じ
個
所
で
あ
る
。

そ
こ
に
お
い
て
考
え
た
如
く
、
御
伽
草
子
本

の
文
は
飛
躍
が
あ
り
、
明
暦
板
は
そ
れ
を
補
う
た
め
に
、

司

u

か
な
は
ず
』
と
い
う
句
を
挿
入
し
た
の
で
あ
る
が
、
神
宮
文
庫
本
は

『
泳
三
」

d
a
n
y
-

は
か
な
く
な
り
に
け
り
』
を
省
い
て
、

そ
こ
に
『
ち
か
ら
な
し
』
の
句
を
置
き
換
え
た
態
と
な
っ
て
い
る
。
『
ち
か
ら
な
し
』
で
あ
れ
ば
、

上
の
『
ほ
ど
と
を
け
れ
ば
』
と
い
う
条
件
句
と
の
意
味
の
対
応
に
ず
れ
が
な
く
、

『
終
に
は
か
な
く
な
り
に
け
り
』

の
句
は
欠
い
て
も
、

言
外
に
そ
の
意
味
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
、
こ
れ
で
も
文
と
し
て
の
難
は
無
い
。

照
)
、
御
伽
草
子
本
と
同
様
の
形
で
あ
る
の
で
、
や
は
り
神
宮
文
庫
本
が
、

こ
こ
も
清
涼
寺
本
は
前
掲
の
如
く
(
二

O
四
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明
暦
板
と
は
別
の
方
法
で
、

御
伽
草
子
本
の
文
を
改
-
訂
し
た

と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。

ま
た
、
同
じ
く
こ
の
文
で
、
神
宮
文
庫
本
に
は
『
友
人
に
か
た
る
や
う
』
の
匂
が
欠
け
て
い
る
。

そ
こ
で
、
同

本
で
は
『
た

-x
い
ま
、

か
〉
る
あ
は
れ
な
る
こ
と
を
、
見
て
候
へ
』
以
下
の
山
人
の
言
葉
が
、
庵
室
の
中
に
居
る
人
に
対
し
て
話
し
か
け

て
い
る
も
の
の
よ
う
に
と
れ
る
が
、

こ
の
言
葉
の
後
に
御
伽
草
子
本
と
同
じ
く

τ
と
も
人
も
こ
れ
を
き
〉
、
あ
は
れ
な
る
事
か
な
と
、
な

み
だ
を
な
が
し
て
、

と
を
り
け
る
』
と
あ
っ
て
、
や
は
り
友
人
と
の
会
話
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
、
前
に
『
友
人
に
か
た
る
や
う
』

の
句
の
無
い
の
は
脱
文
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
慶
応
本
に
も
司
か
へ
る
き
こ
り
の
、

と
も
に
ゆ
き
あ
ひ
て
』
(
〔
清
〕
や
ま
ひ
と
、

fこ
き

く
ち
か
あ
ん
し
つ
の
ま
へ
を
と
を
る
と
て
、
た
ひ
人
に
申
ゃ
う
)
と
い
う
句
が
あ
る
。

同
の
御
伽
草
子
本
の
文
は
、

意
味
を
明
確
に
解
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

市
古
博
士
は

「
は
か
な
い
の
も
、

つ
れ
な
い
の
も
人
の
命

だ
。
命
は
つ
ら
い
悲
じ
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
注
を
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
原
文
は
『
あ
だ
な
る
も
つ
れ
な
き
も
。

い
の
ち
う
き
に
か
ぎ
ら
ぬ
:
:
:
』
と
な
っ
て
い
る
の
を
、
句
読
点
を
改
め
て
、
右
の
よ
う
に
解
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
や
は
り
落
ち
つ
か

な
い
感
じ
が
残
る
。
神
宮
文
庫
本
の
『
い
の
ち
あ
る
よ
の
な
ら
ひ
か
や
』
の
方
が
、
意
味
が
通
る
が
、
慶
応
本
は
、



あ
だ
な
る
も
、

つ
れ
な
き
も
、
う
き
世
の
人
の
い
の
ち
に
て
、
と
〉
め
た
り
、
う
き
に
は
き
ゑ
ぬ
な
ら
ひ
と
て

と
な
っ
て
い
て
、

こ
れ
な
ら
ば
文
意
は
明
瞭
で
あ
る
。
従
っ
て
、

こ
こ
も
川
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
御
伽
草
子
本
が
誤
脱
に
よ
っ
て
不

完
全
な
文
章
に
し
た
の
を
、
神
宮
文
庫
本
が
再
び
改
訂
し
て
合
理
化
し
た
も
の
と
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

同
四
の
『
き
〉
給
へ
』
と
『
き
〉
候
へ
』
の
相
違
は
、

後
者
の
方
が
文
法
と
し
て
正
し
い
。

「
聞
く
」
と
い
う
動
作
は
滝
口
自
身
の
こ
と

で
あ
る
か
ら
、
当
然
尊
敬
語
で
な
く
謙
譲
語
を
使
う
べ
き
所
で
あ
る
。

ま
た
、
御
伽
草
子
本
が

「
と
て
」
と
い
う
助
詞
を
、

二
度
重
ね
て

使
っ
て
い
る
の
は
、
や
や
耳
障
り
で
あ
る
。
こ
れ
も
神
宮
文
庫
本
の
方
が
良
い
文
章
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
慶
応
本
は
、

み
や
こ
ち
か
き
と
こ
ろ
に
す
め
ば
こ
そ
、
か
〉
る
事
を
き
く
や
と
て
、
お
ほ
せ
い
だ
さ
れ
ぬ
さ
き
に
、
よ
こ
ふ
ゑ
の
た
め
と
て
、
.

と
あ
る
。

に
つ
い
て
は
、

慶
応
本
は
補
助
動
詞
を
附
し
て
い
な
い
の
で
、
両
本
の
関
係
を
考
え
る
材
料
と
な
ら
な
い
が
、

ー-，

と

「
聞
く
」

て
」
の
方
は
、
場
所
は
違
う
が
、
慶
応
本
に
は
、
や
は
り
近
い
個
所
に
二
度
用
い
ら
れ
て
い
る
。
御
伽
草
子
本
の
「
と
て
」

あ
る
い
は
慶
応
本
と
の
関
係
か
ら
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

の
重
用
も
、

制
の
、
御
伽
草
子
本
に
欠
け
て
い
て
、
神
宮
文
庫
本
に
存
す
る
巻
末
の
文
は
、
清
涼
寺
本
と
慶
応
本
に
も
存
在
し
て
い
る
。
ま
ず
、
調

章
の
近
い
慶
応
本
と
対
照
し
て
、
神
宮
文
庫
本
の
本
文
を
掲
げ
る
。

応

本

さ
て
、
ち
〉
も
り
よ
り
、
比
事
を
き
〉
つ
け
て
、
か
く
あ
る
べ
き
と
、

し
る
な
ら
ば
、
い
か
な
る
も
の
と
、
ち
ぎ
る
と
も
、
何
し
に
ふ
き
ゃ
う

を
な
す
べ
き
そ
と
て
、
天
に
あ
ふ
ぎ
、
ち
に
ふ
し
て
、
も
た
へ
こ
か
る

〉
あ
り
さ
ま
を
、
な
に
〉
た
と
へ
ん
か
た
も
な
き
、
の
〉
す
ゑ
、
山
の

を
く
な
り
と
も
、
わ
か
子
の
た
き
く
ち
が
、
あ
ら
ん
所
を
き
く
な
ら
ば

た
づ
ね
ゆ
き
な
ん
と
、
あ
け
く
れ
な
げ
き
け
り
、
さ
て
た
き
く
ち
は
、

慶

神

宮

文

庫

本

さ
る
ほ
と
に
、
ち
〉
は
〉
、
も
だ
へ
こ
が
れ
し
御
ふ
ぜ
い
、
な
に
〉
た

と
へ
ん
か
た
も
な
し
、
の
〉
す
ゑ
、
山
の
お
く
ま
で
も
、
わ
が
こ
の
た

き
く
ち
の
、
あ
る
と
き
く
な
ら
は
、
た
つ
ね
ゆ
か
ん
と
、
か
う
や
さ
ん

に
の
ほ
り
つ
〉
、
あ
ん
じ
つ
を
つ
く
り
、
ほ
う
だ
う
ゐ
ん
と
ぞ
申
け
る

一
も
ん
の
人
々
も
、
か
う
や
の
た
き
ぐ
ち
ひ
じ
り
と
て
、
ょ
に
た
つ
と

く
そ
申
け
る
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か
う
や
さ
ん
へ
の
ほ
り
、
あ
ん
じ
つ
を
つ
く
り
て
、
ほ
う
と
う
ゐ
ん
と

そ
申
け
る
、
一
も
ん
ふ
つ
う
の
人
な
れ
と
も
、
た
き
く
ち
ひ
じ
り
と
申

(
マ
、
)

て
、
世
に
た
つ
と
き
と
そ
、
世
は
な
れ
け
れ

神
宮
文
庫
本
の
方
が
、
文
章
が
節
略
さ
れ
て
い
る
が
、
両
者
に
は
類
似
し
た
語
句
が
多
く
見
ら
れ
、
直
接
と
は
言
え
な
く
と
も
、
何
ら

か
の
繋
が
り
の
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

た
だ
、
神
宮
文
庫
本
で
は
、
傍
線
の
『
あ
け
く
れ
な
げ
き
け
り
、
さ
て
た
き
く
ち
は
』
の

句
が
無
い
た
め
に
、
滝
口
の
父
母
が
高
野
山
へ
上
っ
て
庵
室
を
造
っ
た
意
味
に
な
る
が
、
終
り
の
、
一
門
の
人
々
が
高
野
の
滝
口
聖
と
呼

ん
だ
と
い
う
文
は
、
滝
口
入
道
の
事
を
叙
べ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
叙
述
の
対
象
が
途
中
で
断
り
無
し
に
変
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う

不
明
瞭
さ
が
見
ら
れ
る
。

し
か
し
、
平
家
物
語
の
南
都
本
・
源
平
盛
衰
記
に
、
滝
口
入
道
が
高
野
の
宝
憧
院
梨
坊
に
住
ん
だ
と
い
う
記
事

が
あ
る
の
に
照
す
と
(
平
家
物
語
に
は
、
滝
口
の
父
母
が
高
野
山
へ
上
っ
た
と
い
う
記
事
は
無
い
。

な
お
、
平
家
諸
本
の
横
笛
説
話
の
異

同
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
)
、
神
宮
文
庫
本
に
は
誤
脱
が
あ
っ
て
、
司

u

か
う
や
さ
ん
に
の
ほ
り
つ
〉
』
以
下
の
文
は
、
滝
口
の
こ
と
を
述
べ

て
い
る
も
の
と
考
え
た
方
が
良
さ
そ
う
に
も
思
え
る
。

一
方
、
清
涼
寺
本
は
、

こ
の
所
を
次
の
よ
う
に
叙
べ
て
い
る
。

さ
る
程
に
、
ち
〉
も
ち
よ
り
、
此
事
を
き
〉
て
、
か
く
あ
る
へ
し
と
、
思
ひ
な
は
、

そ
と
、
こ
う
く
わ
ひ
せ
ん
は
ん
に
て
、
た
〉
な
み
た
に
、
む
せ
ふ
は
か
り
な
り

さ
て
も
、
た
き
く
ち
は
、
か
の
木
の
上
に
、
か
け
し
き
ぬ
を
身
に
そ
ひ
て
、
も
ち
け
る
と
か
や
、
た
も
と
に
い
れ
し
一
ふ
て
の
、
我
か
も
と
へ
め
く

り
き
て
、
な
か
き
か
た
み
に
な
る
事
と
、
か
へ
す
ノ
¥
も
か
な
し
け
れ
、
ひ
ま
ノ
¥
に
は
、
と
り
い
た
し
み
る
と
き
そ
、
た
〉
い
ま
ぬ
し
に
、
む
か

へ
る
心
ち
し
て
、
す
み
そ
め
の
袖
を
ぬ
ら
し
け
る

(
マ
、
)

ち
〉
、
こ
の
た
き
く
ち
か
、
あ
り
と
き
〉
し
よ
り
、
か
う
や
さ
ん
に
の
ほ
り
、
あ
ん
し
っ
と
た
〉
て
、

(
マ
、
〉

か
や
、
ほ
う
と
う
り
と
て
、
一
も
ん
の
人
々
、
ょ
に
た
の
も
し
く
、
た
つ
と
く
そ
、

ち
す
の
ゑ
ん
と
、
う
ま
れ
ん
と
、
ふ
っ
く
わ
を
と
け
た
ま
ひ
け
る
と
か
や

い
か
な
る
物
を
、

か
た
ら
ふ
と
も
、
何
し
に
ふ
け
う
を
す
へ
き

お
ほ
へ
け
る
、

と
も
に
し
ゆ
っ
け
を
、
と
け
た
ま
ひ
け
る
と

お
こ
な
い
す
ま
し
て
、
よ
こ
ふ
へ
と
、

一
つ
は



こ
の
文
で
は
、
明
ら
か
に
滝
口
の
父
が
共
に
高
野
山
へ
上
っ
た
と
し
て
い
る
。

た
だ
、
『
お
こ
な
い
す
ま
し
て
』
以
下
の
末
尾
の
文
は
、

父
親
だ
け
に
関
す
る
叙
述
と
し
て
は
お
か
し
く
、
少
く
と
も
滝
口
の
こ
と
を
も
含
め
て
言
っ
て
い
る
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し

む
し
ろ
滝
口
の
こ
と
を
叙
べ
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
と
受
け
取
れ
る
の
で
、
清
涼
寺
本
の
文
も

途
中
に
誤
脱
が
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
不
用
意
の
う
ち
に
、
中
途
で
主
語
を
転
換
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

か
し

こ
の
叙
述
は
、

父
親
よ
り
も
、

『
ほ
う
と
う
り
と
て
』
以

下
は
、
滝
口
の
こ
と
に
関
す
る
叙
述
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
疑
問
を
起
さ
せ
る
。
清
涼
寺
本
の
本
文
は
、
右
の
引
用
を
見
て
も
わ
か
る
よ

ヤフに、

は
じ
め
に
滝
口
の
父
の
こ
と
を
書
き
出
し
な
が
ら
、
聞
に
、
滝
口
が
横
笛
の
形
見
の
衣
を
身
に
添
い
持
っ
て
、
泣
い
て
い
た
と
い

ぅ
、
脇
道
に
逸
れ
た
記
事
を
挿
入
す
る
な
ど
、
甚
だ
叙
述
が
錯
雑
し
て
い
る
の
で
、
途
中
で
対
象
に
な
る
人
聞
が
変
る
こ
と
位
は
、
充
分

に
考
え
得
ら
れ
る
所
で
あ
る
。

し
か
し
、

と
も
か
く
滝
口
の
父
も
ま
た
、
高
野
山
へ
上
っ
た
と
す
る
語
り
方
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
な
の

で、

神
宮
文
庫
本
の
文
が
、

慶
応
本
の
如
き
も
の
の
誤
脱
か
ら
生
じ
た
と
、

一
概
に
は
言
っ
て
し
ま
え
な
い
所
が
残
っ
て
い
る
訳
で
あ

る
。
と
こ
ろ
で
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、

こ
の
個
所
に
お
い
て
は
、
神
宮
文
庫
本
は
御
伽
草
子
本
よ
り
古
態
を
存
し
て
い
る
如
く
に
見
え
、
川
円

の
例
と
共
に
、
他
の
個
所
と
は
相
反
す
る
事
実
を
提
供
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
御
伽
草
子
本
と
神
宮
文
庫
本
と
の
、
主
な
る
相
違
の
個
所
を
、
慶
応
本
を
参
照
し
つ
つ
比
較
し
て
き
た
所
を
綜
合
す
る
と
、
御

伽
草
子
本
の
方
が
先
出
で
あ
ろ
う
と
考
え
さ
せ
る
材
料
の
方
が
、
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

し
か
し
、
凶
と
似
の
例
の
如
く
、

神
宮
文
庫
本
の
方
が
慶
応
本
に
近
い
個
所
も
存
在
す
る
の
で
、
単
純
に
、
慶
応
本
:
:
:
御
伽
草
子
本
|
↓
神
宮
文
庫
本
の
過
程
を
想
定
す

る
こ
と
は
臨
時
賭
さ
れ
る
。
強
い
て
両
者
を
関
係
守
つ
け
る
と
す
れ
ば
、

慶
応
本
:
;
:
一

(1 
神御
宮伽
文草
庫 子
本 本
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四

の
よ
う
な
系
譜
を
想
像
す
る
の
が
、
最
も
無
難
で
あ
ろ
う
か
。

と
も
か
く
、
神
宮
文
庫
本
か
ら
御
伽
草
子
本
の
本
文
が
成
立
し
た
と
す
る

過
程
は
、

一
応
否
定
し
得
る
と
し
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

四

前
二
章
で
見
て
き
た
所
に
よ
っ
て
、
管
見
の
範
回
内
で
は
、
江
戸
期
の
伝
本
の
中
に
は
、
御
伽
草
子
本
に
先
行
す
る
と
確
実
に
認
め
得

る
本
文
を
有
す
る
本
は
伝
存
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
、

ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
、

こ
れ
ま
で
の
推
論
に
怒
意
的
に
し
ば

ノ
¥
引
き
合
い
に
出
し
て
き
た
慶
応
本
・
清
涼
寺
本
の
二
本
と
、
御
伽
草
子
本
と
の
、
木
文
の
関
係
に
つ
い
て
次
に
考
察
し
て
み
た
い
。

こ
れ
ま
で
、
前
二
者
の
本
文
を
部
分
的
に
引
用
し
た
が
、

そ
れ
に
よ
っ
て
、
御
伽
草
子
本
は
慶
応
本
と
関
係
が
深
く
、
清
涼
寺
本
と
は
か

な
り
離
れ
て
い
る
こ
と
が
、
印
象
づ
け
ら
れ
た
と
思
う
、
事
実
そ
の
傾
向
が
強
く
、

結
論
と
し
て
は
結
局
そ
の
程
度
の
こ
と
し
か
言
い
得

な
い
の
で
あ
る
が
、

こ
の
三
本
を
全
体
に
亘
っ
て
組
織
的
に
比
較
す
る
と
、

な
お
、

か
な
り
複
雑
な
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
小
敦
盛
」

の
場
合
と
同
じ
く
、
詞
章
の
関
係
は
後
回
し
に
し
て
、
ま
ず
叙
述
内
容
の
上
で
の
三
本
の
異
同
を
較
べ
る
と
、
次
の
よ
う
な

相
違
が
見
ら
れ
る
。

川
円
御
伽
草
子
本
は
巻
頭
に
『
け
ん
れ
い
も
ん
ゐ
ん
の
御
と
き
、

か
る
も
、

よ
こ
ぶ
え
と
て
、

は
ん
ベ

二
人
の
女
は
う
侍
り
け
り
』
と
あ
り
、
刈

藻
は
越
前
の
前
司
盛
嗣
と
最
愛
し
て
下
っ
た
と
叙
べ
て
い
る
。
慶
応
本
は
こ
れ
と
同
じ
内
容
で
あ
る
が
、
清
涼
寺
本
は
『
か
る
も
、

か
る
か
や
、

よ
こ
ふ
へ
と
て
、
三
人
の
わ
ら
は
あ
り
』
と
し
、
刈
藻
は
越
中
の
二
郎
兵
衛
と
最
愛
し
て
下
り
、
刈
査
に
は
『
お
う
い

そ
の
く
ん
に
ん
ゆ
き
ふ
さ
』
が
通
っ
た
と
叙
べ
て
い
る
。
な
お
、
慶
応
本
に
は
こ
の
記
事
の
前
に
、

そ
れ
、
げ
ん
じ
女
三
の
宮
は
、
か
し
わ
ぎ
の
右
衛
門
の
か
み
に
な
れ
た
ま
ひ
て
、

か
ほ
る
大
し
ゃ
う
を
う
み
た
も
ふ
、

し
が
で
ら
の
し
ゃ
う
人
は



き
ゃ
う
ご
く
の
宮
す
所
を
こ
ひ
た
て
ま
つ
り
、
ね
が
わ
く
は
、
た
へ
な
る
御
手
ば
か
り
を
た
ま
わ
り
候
へ
と
、
六
十
四
年
の
き
ゃ
う
ほ
う
を
む
な

し
く
な
し
て
、
三
が
い
る
て
ん
し
た
ま
ふ
も
、
む
ゃ
う
の
こ
ひ
の
す
へ
な
り
、
見
る
こ
ひ
、
き
く
恋
、
う
ら
む
こ
ひ
、
あ
ふ
て
あ
は
ぬ
恋
こ
そ
、

中
ノ
¥
よ
し
な
け
れ
、
あ
し
か
ら
の
大
み
や
う
し
ん
も
、
こ
ひ
せ
ば
や
せ
ぬ
へ
し
と
、
う
ら
み
た
ま
ひ
け
る
と
か
や

と
い
う
一
文
が
添
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
こ
の
物
語
と
直
接
の
関
係
の
な
い
、
主
題
に
入
る
前
の
枕
の
文
で
あ
る
か
ら
、
除

外
し
て
よ
か
ろ
う
。

同
慶
応
本
と
清
涼
寺
本
は
、
横
笛
の
素
姓
を
津
の
国
神
崎
の
遊
君
の
娘
と
す
る
。
御
伽
草
子
本
に
は
こ
の
記
事
は
無
い
。

ま
た
、
清
涼

寺
本
の
み
は
、

こ
の
記
事
に
続
い
て
、

横
笛
の
出
生
に
つ
い
て
の
長
い
挿
話
を
語
っ
て
い
る
。

そ
の
出
生
理
と
い
う
の
は
、

「
神
崎

の
長
者
『
し
と
フ
』
(
侍
従
の
意
で
あ
ろ
う
)
が
鞍
馬
寺
に
詣
り
、

良
き
夫
を
合
わ
せ
て
た
び
給
へ
と
祈
請
し
た
所
、

み
ぞ
ろ
池
の

ほ
と
り
で
逢
っ
た
男
に
契
り
を
こ
め
よ
と
の
夢
想
を
蒙
る
。
果
し
て
、
十
六
七
の
優
な
る
殿
上
人
に
逢
い
、
居
所
を
教
え
て
帰
る
。

そ
れ
よ
り
男
は
夜
な
/
¥
侍
従
の
許
へ
通
う
が
、
素
姓
を
明
か
さ
な
い
の
を
怪
し
み
、
男
の
狩
衣
に
糸
を
つ
け
た
針
を
差
し
、

そ
の

跡
を
辿
っ
て
ゆ
く
と
、

み
そ
ろ
池
に
至
っ
た
。
池
の
ほ
と
り
で
時
開
館
し
て
い
る
と
、

か
の
男
が
現
れ
、
我
は
こ
の
池
に
住
む
こ
と
七

年
に
及
ぶ
大
蛇
で
、
汝
の
胎
内
に
人
の
形
を
留
め
た
が
、
も
し
女
子
な
ら
ば
土
に
埋
め
よ
、
我
は
汝
の
差
し
た
針
の
毒
の
た
め
に
命

も
終
り
に
な
っ
た
と
告
げ
、
形
見
に
青
葉
の
笛
を
残
し
て
姿
を
消
す
。
や
が
て
侍
従
が
生
ん
だ
子
は
女
子
で
あ
っ
た
が
、
土
に
埋
め

る
に
忍
び
ず
、

か
の
笛
に
ち
な
ん
で
横
笛
と
名
づ
け
、
捨
子
に
す
る
。
横
笛
は
成
長
の
後
、
平
清
盛
に
見
出
さ
れ
、
上
童
と
し
て
進

ら
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

例
父
の
不
孝
に
逢
っ
て
出
家
を
思
い
立
っ
た
滝
口
が
、
横
笛
と
の
最
後
の
夜
を
過
し
て
立
ち
出
で
る
際
、
形
見
に
と
て
、

そ
れ
と
な
く

笛
を
置
き
忘
れ
て
ゆ
く
記
事
が
、
三
本
共
に
あ
る
。

そ
の
後
で
、
清
涼
寺
本
で
は
、
横
笛
が
滝
口
の
遁
世
を
伝
え
聞
い
て
悲
し
む
所

に
ヱ
ま
所
へ
入
て
み
れ
は
、

か
の
ふ
へ
を
忘
け
る
と
、

お
も
ひ
し
に
、

か
た
み
に
の
こ
し
を
き
け
る
と
、

お
も
ふ
こ
そ
、
中
/
¥

二
一
五
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物
う
け
れ
、

な
み
た
に
む
せ
ふ
は
か
り
な
る
』
と
記
さ
れ
、

ま
た
慶
応
本
に
は
、
滝
口
が
横
笛
の
許
を
立
ち
出
で
た
後
に
、
『
其
後
、

よ
こ
ふ
ゑ
お
見
つ
け
、

こ
れ
は
わ
す
れ
て
出
た
ま
ふ
と
、

お
も
ひ
て
、
御
た
つ
ね
あ
ら
は
、
取
か
く
し
ふ
く
と
、

お
も
ひ
て
、

、
p

-

し

ふ

/

り
け
り
』
と
書
か
れ
て
い
る
。
御
伽
草
子
本
に
は
、
形
見
に
残
し
た
笛
の
こ
と
に
つ
い
て
、

そ
の
あ
と
何
の
記
事
も
無
い
。

凶
横
笛
が
建
礼
門
院
の
内
を
忍
び
出
で
、
滝
口
の
庵
室
を
尋
ね
て
行
く
道
で
、
仏
の
前
に
通
夜
を
し
て
、
滝
口
に
今
一
目
会
わ
せ
て
賜

わ
れ
と
祈
念
を
こ
ら
す
と
、
今
生
の
対
面
は
叶
わ
ぬ
と
の
夢
中
の
告
げ
を
受
け
る
場
面
が
あ
る
。
清
涼
寺
本
は
、

こ
れ
を
釈
迦
堂
で

の
こ
と
と
す
る
が
、
慶
応
本
・
御
伽
草
子
本
は
虚
空
蔵
菩
薩
(
お
そ
ら
く
法
輪
寺
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
)
の
前
で
の
こ
と
と
す
る
。

但
し
慶
応
本
は
、
其
処
を
立
ち
出
で
て
か
ら
、
更
に
釈
迦
堂
に
も
立
ち
寄
っ
て
祈
念
し
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
。

問
既
に
、
神
宮
文
庫
本
と
の
比
較
の
場
に
お
い
て
挙
げ
た
が
、
巻
末
に
、
清
涼
寺
本
に
は
、
滝
口
の
父
も
高
野
へ
上
っ
て
共
に
出
家
し

た
と
い
う
記
事
が
、
慶
応
本
に
は
、

父
が
滝
口
の
出
家
を
聞
い
て
悔
み
嘆
い
た
と
い
う
記
事
が
、
夫
々
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
右
の
よ
う
な
記
事
の
出
入
異
同
に
つ
い
て
、
一
二
本
の
関
係
を
考
え
る
に
当
っ
て
、
参
考
資
料
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
室
町
物
語
と
し
て
の
こ
の
作
品
の
成
立
に
、
重
要
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
、
平
家
物
語
の
中
の
横
笛
説
話
で
あ
る
。

周
知
の
如
く
、
平
家
物
語
は
、
維
盛
の
出
家
の
記
事
に
附
随
し
て
、
滝
口
入
道
の
発
心
の
由
来
を
な
す
、
横
笛
と
の
恋
物
語
を
載
せ
て
い

る
の
で
あ
る
、
が
、

こ
の
説
話
に
は
、
平
家
の
諸
本
の
間
で
種
々
の
異
伝
が
現
れ
て
い
る
。
私
は
平
家
諸
本
の
調
査
は
甚
だ
不
充
分
で
、
今

手
許
で
調
べ
得
た
の
は
、
語
り
本
の
系
統
で
は
、

一
方
系
の
源
流
を
な
す
覚
一
本
と
し
て
日
本
古
典
文
学
大
系
所
収
本
、

八
坂
系
と
し
て

国
民
文
庫
本
、
ま
た
読
み
本
の
系
統
で
は
、

四
部
合
戦
状
本
(
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
本
)
、
南
都
本
(
彰
考
館
蔵
本
)
、
南
都
異
本
(
同
)
、

長
門
本
(
国
書
刊
行
会
本
)
、
延
慶
本
(
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
)
、
源
平
盛
衰
記
(
有
朋
堂
文
庫
本
)
の
、
都
合
八
種
で
あ
る
が
、
説
話

内
容
の
比
較
と
し
て
は
、

こ
の
程
度
で
も
一
応
主
な
も
の
は
尽
し
て
あ
る
と
思
う
。



上
記
諸
本
の
聞
に
見
ら
れ
る
記
事
の
異
同
は
、

か
な
り
複
雑
に
入
り
組
ん
で
い
る
が
、
最
も
大
き
な
相
違
に
視
点
を
お
い
て
分
類
す
る

と
、
滝
口
と
の
再
会
を
果
さ
な
か
っ
た
横
笛
の
末
路
に
つ
い
て
、
的
出
家
し
て
奈
良
の
法
華
寺
に
住
み
、
其
処
で
死
ん
だ
と
す
る
説
と
、

納
入
水
し
て
自
殺
し
た
と
す
る
説
と
の
二
通
り
に
な
る
。
語
り
系
二
本
と
南
都
本
は
刊
で
あ
り
、
他
の
諸
本
は
糾
で
あ
る
。
的
に
お
い
て

は
、
高
野
山
へ
上
っ
た
滝
口
入
道
が
、
法
華
寺
の
横
笛
の
許
へ

そ
る
ま
で
は
う
ら
み
し
か
ど
も
あ
づ
さ
弓
ま
こ
と
の
道
に
入
ぞ
う
れ
し
き

の
歌
を
送
り
、
横
笛
は
こ
れ
に
対
し
て
、

そ
る
と
て
も
な
に
か
う
ら
み
ん
あ
づ
さ
弓
ひ
き
と
ゾ
む
べ
き
心
な
ら
ね
ば

と
返
歌
を
す
る
。

一
方
、
入
水
説
を
と
る
納
に
あ
っ
て
は
、
当
然
か
か
る
歌
の
贈
答
は
無
い
訳
で
あ
る
が
、
長
円
本
と
延
慶
本
と
に
は
、

こ
れ
と
同
系
の
歌
が
別
の
場
面
に
出
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
長
門
本
で
は
、
滝
口
よ
り
の
消
息
の
絶
え
て
し
ま
っ
た
横
笛
が
、
三
条
の
館

に
行
き
滝
口
の
こ
と
を
尋
ね
る
と
、
内
か
ら
『
そ
る
ま
で
も
頼
し
も
の
を
あ
づ
さ
ゆ
み
誠
の
道
に
入
ぞ
う
れ
し
き
』
と
書
い
た
扇
が
投
げ

出
さ
れ
、

こ
れ
を
見
て
滝
口
の
出
家
を
知
る
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
第
二
句
が
変
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
が
前
記
の
滝
口
の
歌
と
同
じ
も
の

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、
延
慶
本
に
は
、
往
生
院
の
庵
室
の
場
面
で
、
滝
口
と
横
笛
が
、
庵
室
の
内
と
外
と
か
ら
前
の
ニ

首
の
歌
を
や
り
と
り
し
た
こ
と
が
叙
べ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
延
慶
本
は
横
笛
の
死
を
自
殺
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
他
本
の
よ
う
に
)
往
生
院
の
庵
室
よ
り
の
帰

途
入
水
す
る
の
で
は
な
く
、

一
度
出
家
し
て
、
東
山
清
岸
寺
に
住
み
、

そ
の
後
桂
川
に
投
身
し
た
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
延

慶
本
に
は
、
出
家
説
と
入
水
説
と
の
両
方
を
折
衷
し
た
跡
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
は
、
『
そ
る
ま
で
は
』
『
そ

る
と
て
も
』
の
二
首
の
歌
は
、
入
水
型
の
方
に
は
本
来
は
無
か
っ
た
の
が
、
延
慶
本
は
出
家
型
の
伝
を
も
取
り
入
れ
た
た
め
に
、

そ
れ
に

二
一
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伴
な
っ
て
、

こ
の
二
首
が
別
の
場
面
に
入
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
長
門
本
の
場
合
も
、
出
家
型
の
方
に
お
い
て

こ
の
歌
が
有
名
に
な
っ
て
い
た
の
で
、

そ
れ
を
取
り
入
れ
る
た
め
に
、
独
自
の
趣
向
を
構
え
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
長
門
本

の
前
記
の
記
事
に
は
、
何
と
な
く
筋
の
運
び
の
上
で
の
不
自
然
さ
が
感
じ
ら
れ
る
の
は
、

そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
源
平
盛
衰
記
は
入
水
型

で
、
二
首
の
歌
は
無
い
の
で
あ
る
が
、

異
説
と
し
て
附
載
し
た
出
家
型
の
伝
(
岡
本
で
は
、

横
笛
は
髪
を
下
し
鶴
見
林
寺
に
在
っ
た
と
す

る
)
の
方
に
は
、

こ
の
二
首
の
異
伝
と
思
わ
れ
る
、

し
ら
ま
弓
そ
る
を
う
ら
み
と
思
ふ
な
よ
ま
こ
と
の
道
に
い
れ
る
わ
が
み
ぞ

(
滝
口
)

し
ら
ま
弓
そ
る
を
う
ら
み
と
思
ひ
し
に
ま
こ
と
の
道
に
入
る
ぞ
う
れ
し
き

(
横
笛
)

と
い
う
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
右
の
推
定
は
確
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。

と
こ
ろ
で
、
室
町
物
語
と
し
て
の
「
横
笛
草
子
」
は
、
諸
本
い
ず
れ
も
入
水
型
の
内
容
を
も
ち
、

し
か
も
、
右
の
二
首
の
歌
(
詩
句
に

は
変
化
が
あ
る
が
、
同
一
の
類
型
に
属
す
る
)
が
、
往
生
院
の
庵
室
の
場
面
で
の
滝
口
、
横
笛
の
贈
答
の
歌
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
点
は
延
慶
本
と
一
致
す
る
訳
で
あ
る
が
、
延
慶
本
の
よ
う
に
、

一
度
出
家
し
た
と
は
せ
ず
、
往
生
院
か
ら
の
帰
途
、
大
井
河
に
投
身

し
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
他
、
延
慶
本
に
は
、
滝
口
の
出
家
を
、
日
頃
懇
意
に
し
て
い
た
嵯
峨
の
聖
が
諌
め
る
こ
と
や
、
往
生
院
か

ら
高
野
へ
上
る
聞
に
、
南
都
東
大
寺
の
永
観
律
師
の
ゆ
か
り
の
庵
に
し
ば
し
足
を
留
め
る
こ
と
な
ど
、
こ
の
本
独
自
の
増
補
と
見
ら
れ
る

記
事
が
あ
る
が
、
室
町
物
語
の
方
に
は
、

そ
れ
ら
が
無
い
。
逆
に
、
前
掲
の
横
笛
の
素
姓
を
神
崎
の
遊
君
の
娘
と
す
る
こ
と
と
、
往
生
院

を
尋
ね
る
道
す
が
ら
、
仏
前
で
通
夜
を
す
る
こ
と
は
延
慶
本
に
無
く
、
長
門
本
・
盛
衰
記
に
見
ら
れ
る
所
で
、
特
に
後
者
は
長
門
本
に
近

い
叙
述
内
容
を
有
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
室
町
物
語
と
し
て
の
本
作
は
、
特
に
延
慶
本
に
基
づ
い
た
と
は
言
い
得
な
い
。

た
だ
、
最
も
大

筋
と
す
べ
き
点
に
お
い
て
、
語
り
本
系
の
諸
本
、
及
び
南
都
本
と
は
離
れ
て
お
り
、
他
の
読
み
本
系
の
諸
本
、
な
か
ん
ず
く
後
期
の
増
補



に
か
か
る
長
円
本
・
延
慶
本
・
源
平
盛
衰
記
と
交
渉
が
深
い
と
言
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

こ
こ
で
も
う
一
度
元
へ
戻
っ
て
、
前
掲
の
清
涼
寺
本
・
慶
応
本
・
御
伽
草
子
本
の
聞
の
相
違
点
を
、
平
家
諸
本
を
参
照
し
つ
つ
検
討
し

て
み
る
。
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四
部
合
戦
状
本
と
延
慶
本
は
、
刈
藻
・
横
笛
、
長
門
本
と
盛
衰
記
は
、
刈
査
・
横
笛
の
、
夫
々
二
人
の
名
を
挙
、
げ
(
他
の
本
は
横

笛
の
名
の
み
し
か
記
さ
な
い
)
、

い
ず
れ
も
、
刈
藻
あ
る
い
は
刈
査
に
は
、
越
中
次
郎
兵
衛
(
盛
衰
記
は
越
中
の
前
司
盛
俊
と
す
る
〉
が

関
係
を
結
ん
だ
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
横
笛
の
外
の
も
う
一
人
に
は
、
刈
藻
と
刈
査
と
い
う
こ
種
の
異
伝
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る

が
、
清
涼
寺
本
が
刈
藻
・
刈
萱
・
横
笛
の
三
人
の
名
を
挙
げ
た
の
は
、

そ
の
二
種
を
、
両
方
共
取
り
入
れ
た
訳
で
、

そ
の
結
果
、

「
大
磯

の
く
ん
に
ん
ゆ
き
ふ
さ
」
の
如
き
、
新
し
い
人
物
を
出
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
刈
藻
を
最
愛
し
た
人
物
を
、
清
涼
寺
本
は
『
ゑ

(
マ
、
〉

ん
中
の
二
郎
兵
衛
』
と
し
、
慶
応
本
は
『
ゑ
つ
中
の
せ
ん
し
も
り
す
へ
』
、
御
伽
草
子
本
は
『
越
前
の
ぜ
ん
じ
も
り
つ
ぐ
』
と
す
る
。

?青

涼
寺
本
は
四
部
合
戦
状
本
・
長
門
本
・
延
慶
本
と
一
致
し
、
慶
応
本
・
御
伽
草
子
本
は
源
平
盛
衰
記
に
近
い
。
た
だ
盛
衰
記
に
「
越
中
前

司
盛
俊
と
あ
る
の
は
、
次
郎
兵
衛
盛
嗣
(
盛
継
、
盛
次
と
も
書
く
〉
の
父
の
こ
と
で
あ
る
。
慶
応
本
の
『
も
り
す
へ
』
は
何
か
の
誤
り
で

あ
ろ
う
し
、
御
伽
草
子
本
の
「
越
前
の
前
司
盛
嗣
」
は
、
父
子
の
官
名
と
人
名
が
混
乱
し
た
上
に
、
越
中
を
越
前
と
誤
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
両
本
と
も
記
述
が
不
正
確
で
あ
る
が
、
前
司
と
し
た
の
は
、
盛
衰
記
の
記
事
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

(2) 

横
笛
を
神
崎
の
遊
君
の
娘
と
す
る
の
は
、
長
門
本
と
盛
衰
記
に
あ
る
。
特
に
長
門
本
に
は
「
神
崎
の
君
の
長
者
の
侍
従
が
娘
也
」

と
あ
っ
て
、
清
涼
寺
本
の
『
し
〉
う
L

と
い
う
名
は
、
こ
れ
と
関
係
が
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
御
伽
草
子
本
に
こ
の
記
事
が
無
い
の
は
、

長
門
本
と
盛
衰
記
以
外
の
諸
本
と
一
致
す
る
が
、
前
述
の
如
く
御
伽
草
子
本
も
平
家
の
後
期
増
補
系
諸
本
と
、
主
要
な
筋
に
お
い
て
は
交

渉
の
深
い
こ
と
が
明
ら
か
な
の
で
、
こ
の
点
の
み
古
態
を
残
す
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
新
し
い
省
略
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
長
円
本

一
一
一
九



二
二

O

-
盛
衰
記
は
、
清
盛
が
京
と
福
原
の
聞
の
往
還
の
閥
、
横
笛
を
召
具
し
て
内
へ
進
ら
せ
た
と
し
て
い
る
が
、

こ
れ
も
清
涼
寺
本
に
は
踏
襲

さ
れ
て
い
る
。

た
だ
、
清
涼
寺
本
の
横
笛
出
生
・
謹
の
み
は
ど
の
本
に
も
見
ら
れ
な
い
。

こ
の
話
は
前
記
の
内
容
か
ら
し
て
も
、

こ
の
物
語

に
は
何
ら
必
要
の
な
い
、
極
め
て
室
町
物
語
的
な
荒
唐
無
稽
の
一
挿
話
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
が
、
左
の
、
横
笛
が
捨
子
に
さ
れ
て

か
ら
清
盛
に
見
出
さ
れ
る
過
程
を
語
る
文
を
見
れ
ば
、

そ
れ
が
ほ
ん
の
思
い
つ
き
の
挿
入
に
過
ぎ
な
い
こ
と
は
一
目
瞭
然
と
言
え
よ
う
。

そ
も
ノ
¥
、
ち
〉
か
ゆ
い
こ
ん
を
、
た
か
う
へ
き
と
も
あ
ら
さ
れ
は
、
い
と
あ
は
れ
な
る
み
と
り
子
を
、
り
や
う
も
ん
け
ん
し
ゃ
う
の
っ
ち
に
う
つ

ま
ん
事
、
か
な
L
か
る
へ
き
事
な
れ
は
、
と
に
か
く
に
、
こ
ら
う
や
か
ん
も
と
ら
は
と
れ
、
そ
の
名
を
か
た
と
り
、
ょ
こ
ふ
へ
と
名
を
つ
け
、
す
て

け
れ
は
、
や
か
て
、
み
わ
の
山
、
す
き
ゆ
く
と
し
を
か
そ
ふ
れ
は
、
十
に
あ
ま
り
て
、
い
ま
は
は
や
、
十
五
の
年
、
お
む
ろ
の
御
所
へ
ま
い
り
け
り

そ
の
比
、
入
道
し
ゃ
う
こ
く
は
、
ふ
く
わ
ら
の
み
や
こ
へ
、
し
ゆ
ら
く
の
あ
り
し
と
き
、
か
ん
さ
き
に
、
一
夜
し
ゅ
く
し
て
、
か
の
よ
こ
ふ
へ
を
御

ら
ん
し
て
、
む
さ
う
の
ひ
し
ん
な
り
と
て
、
う
へ
わ
ら
は
の
た
め
に
、
ま
い
ら
せ
ら
る
〉

十
五
の
年
御
室
の
御
所
へ
参
っ
た
と
言
い
な
が
ら
、

そ
の
次
に
、

清
盛
が
神
崎
で
横
笛
を
見
出
し
た
と
い
う
の
で
は
、

ど
う
い
う
こ
と
な

の
か
理
解
出
来
な
い
。
あ
る
い
は
、
御
室
の
御
所
へ
参
っ
た
の
は
、
横
笛
の
母
の
方
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

そ
れ
な
ら
ば
理
屈
は
合
う
が

そ
れ
に
し
て
も
こ
の
二
つ
の
文
の
聞
に
は
飛
躍
が
あ
り
過
ぎ
る
。

こ
こ
に
、

は
っ
き
り
し
た
継
ぎ
貼
ぎ
の
跡
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

(3) 

こ
の
記
事
は
、
平
家
の
諸
本
に
は
見
え
な
い
。
滝
口
、
が
形
見
に
残
し
た
笛
に
関
し
て
の
、
後
の
処
理
の
仕
方
と
し
て
は
、
清
涼
寺

本
が
一
番
適
切
で
あ
ろ
う
。
慶
応
本
の
文
は
『
と
り
か
く
し
ふ
く
と
お
も
ひ
て
』
の
所
に
誤
脱
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
意
味

が
ぼ
や
け
て
い
る
が
、

そ
れ
は
と
も
か
く
、
此
処
に
こ
う
い
う
文
が
あ
っ
て
も
、
清
涼
寺
本
の
よ
う
に
、
滝
口
の
出
家
を
聞
い
た
時
に
、

そ
の
笛
が
形
見
の
つ
も
り
で
残
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
叙
述
が
無
け
れ
ば
、
余
り
意
味
が
無
い
。

こ
の
個
所
に
つ
い
て
、
清
涼

寺
本
と
慶
応
本
と
の
関
係
は
何
と
も
言
え
な
い
。
御
伽
草
子
本
に
ど
ち
ら
の
叙
述
も
欠
け
て
い
る
の
は
、
も
し
御
伽
草
子
本
が
清
涼
寺
本

と
関
係
を
も
つ
の
で
あ
れ
ば
、
書
き
忘
れ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
し
、
慶
応
本
と
関
係
を
も
つ
の
で
あ
れ
ば
、
不
要
の
叙
述
で
あ
る
故
に



省
略
し
た
か
、
あ
る
い
は
慶
応
本
が
思
い
つ
き
で
書
き
足
し
た
か
の
、

い
ず
れ
か
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

(4) 

長
門
本
に
は
、
法
輪
寺
の
虚
空
蔵
菩
薩
の
前
に
終
夜
の
祈
念
を
こ
め
る
と
、

『
汝
が
夫
妻
は
是
よ
り
北
の
谷
に
、

柴
の
庵
を
結
び

で
あ
る
也
、
此
世
の
対
面
う
す
か
る
べ
し
』
と
の
告
げ
が
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
盛
衰
記
も
同
じ
場
所
で
祈
念
し
た
と
あ
る
が
、
仏
の

夢
想
の
こ
と
は
記
さ
な
い
。

ま
た
南
都
本
に
は

『
今
夜
ハ
釈
迦
堂
ニ
通
夜
シ
明
シ
テ
、

又
尋
ユ
ク
程
ニ
』

と
い
う
簡
単
な
記
事
が
見
え

る。

こ
れ
と
照
合
す
る
と
、
御
伽
草
子
本
は
長
門
本
と
一
致
し
、
清
涼
寺
本
は
、
内
容
は
長
門
本
に
、
場
所
だ
け
は
南
都
本
に
近
く
、
慶

応
本
は
長
門
本
と
南
都
本
と
を
合
せ
た
形
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
南
都
本
は
、
横
笛
説
話
に
関
し
て
は
語
り
本
系
と
ほ

ぼ
同
じ
形
を
備
え
て
い
て
、
室
町
物
語
と
の
関
係
が
薄
い
の
で
、
釈
迦
堂
と
い
う
場
所
の
一
致
は
単
な
る
偶
合
か
も
知
れ
ず
、

こ
の
占
小
に

よ
っ
て
、
清
涼
寺
本
の
方
を
古
態
と
は
決
め
難
い
。

と
こ
ろ
で
、

こ
の
個
所
に
お
け
る
記
事
の
異
同
が
生
じ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

そ

れ
は
、
右
の
如
き
場
所
の
相
違
は
、
夫
々
の
本
に
伝
え
ら
れ
る
異
伝
を
管
理
し
て
い
た
人
々
と
の
関
係
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
釈
迦
堂
で
の
夢
想
を
語
る
の
は
、

そ
れ
が
清
涼
寺
関
係
の
人
々
の
問
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
故
で
あ
り

虚
空
蔵
菩
躍
の
奇
瑞
と
す
る
の
は
、
法
輪
寺
関
係
の
人
々
の
手
に
そ
れ
が
管
理
さ
れ
て
い
た
が
た
め
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
事
情
が
想

像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
盛
衰
記
で
は
、
滝
口
が
出
家
し
て
能
っ
た
庵
室
を
法
輪
寺
の
内
と
し
て
、
往
生
院
の
名
を
全
く
出
し
て
い
な
い
が

こ
れ
に
な
れ
ば
、

い
よ
/
¥
滝
口
の
旧
跡
を
自
院
の
内
と
し
よ
う
と
意
図
し
た
、
法
輪
寺
関
係
の
説
話
管
理
者
の
口
ぶ
り
が
窺
え
る
よ
う

で
あ
る
。

こ
の
点
は
、
長
門
本
・
延
慶
本
も
疑
問
の
あ
る
書
き
方
を
し
て
い
る
。
長
門
本
は
、
滝
口
が
『
生
年
十
八
の
年
俄
に
ぼ
だ
い
心

を
起
し
、
嵯
峨
な
る
所
に
て
出
家
し
て
、
往
生
院
と
云
所
に
行
ひ
す
ま
し
て
有
け
る
に
』
と
、
明
白
に
往
生
院
の
名
を
出
し
て
い
る
の
で

あ
る
、
が
、

そ
の
後
で
横
笛
が
庵
室
を
尋
ね
て
行
く
条
で
は
、

法
輪
寺
で
前
掲
の
如
き
夢
想
を
受
け
た
後
、

口

u

夜
も
ほ
の
ん
¥
と
明
け
し
か

一一一一
一
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ば
、
示
現
の
ご
と
く
に
北
の
谷
に
行
て
み
け
れ
ば
、
滝
口
が
あ
ん
し
っ
と
覚
し
く
て
、
云
々
』
と
あ
っ
て
、

そ
の
場
所
を
は
っ
き
り
示
し

て
い
な
い
。
往
生
院
は
、
方
角
と
し
て
は
法
輪
寺
の
北
に
当
る
か
ら
、

こ
れ
で
も
差
支
え
は
無
い
も
の
の
、
両
者
の
聞
に
は
桂
川
が
あ
っ

て
、
距
離
と
し
て
は
や
や
隔
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
長
門
本
の
書
き
方
で
は
、
滝
口
の
庵
室
は
法
輪
寺
に
ご
く
近
い
所
に
あ
っ
た
如
く
に

感
ぜ
ら
れ
る
。
横
笛
が
庵
室
か
ら
立
ち
戻
る
際
の
叙
述
も
、

『
さ
て
横
笛
法
輪
寺
を
ば
よ
そ
に
み
て
、
梅
津
の
里
へ
と
行
し
が
』

と
あ
る

だ
け
で
、
桂
川
の
対
岸
に
渡
っ
て
い
た
よ
う
な
気
配
が
無
い
。

延
慶
本
に
な
る
と
、

こ
の
矛
盾
が
も
っ
と
は
っ
き
り
出
て
き
て
、

『

生
年

廿
五
ニ
シ
テ
本
鳥
ヲ
切
リ
、
出
家
シ
テ
、
西
山
嵯
峨
ノ
尺
迦
堂
ノ
辺
、
法
輪
寺
ノ
内
、
往
生
院
ト
云
処
に
閉
龍
テ
、
行
澄
テ
居
リ
ケ
リ
』

と
書
い
て
い
る
。
往
生
院
を
法
輪
寺
の
内
と
す
る
の
は
お
か
し
い
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
延
慶
本
の
癖
で
、
滝
口
の
隠
栖
の
場
所
を
往
生

院
と
す
る
説
と
、
法
輪
寺
と
す
る
説
と
を
統
合
し
た
結
果
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
延
慶
本
の
記
事
と
照
し
て
考
え
る
と
、
長
門
本
も
、

盛
衰
記
と
同
じ
く
滝
口
隠
栖
の
場
所
を
法
輪
寺
と
す
る
伝
に
拠
り
な
が
ら
、
往
生
院
の
異
伝
を
も
取
り
入
れ
た
た
め
に
、

は
っ
き
り
し
な

い
書
き
方
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

つ
ま
り
、
長
門
本
・
延
慶
本
・
盛
衰
記
の
三
本
の
横
笛
物
語
に
は
、
法
輪
寺
系
統
の
伝
承

が
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
室
町
物
語
の
慶
応
本
・
御
伽
草
子
本
も
、

そ
の
意
味
で
は
こ
れ
と
同
系
統
に
属
し

一
方
、
法
輪
寺
が
全
く
出
て
こ
な
い
清
涼
寺
本
は
、
別
の
系
統
の
説
話
管
理
者
の
間
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

p
-
J
-

中
/
中
/

そ
の
場
合
、
慶
応
本
に
は
釈
迦
堂
の
記
事
も
出
て
く
る
の
は
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
室
町
物
語
と
し
て
の
原
型
は
、

清
涼
寺
本
系
統
の
伝
承
で
あ
っ
て
、
慶
応
本
は
長
門
本
等
の
伝
に
よ
っ
て
そ
れ
を
改
訂
し
な
が
ら
も
、
な
お
釈
迦
堂
の
名
の
み
を
残
し
た

と
も
考
え
ら
れ
る
が
そ
こ
ま
で
論
理
的
に
跡
守
つ
け
る
の
は
行
き
過
ぎ
か
も
知
れ
な
い
。

(5) 

は
、
平
家
物
語
の
方
に
は
、
ど
の
本
に
も
該
当
す
る
記
事
が
見
ら
れ
な
い
。
室
町
物
語
と
は
最
も
関
係
の
薄
い
、

一
方
・
八
坂
両

系
の
語
り
本
、
及
び
南
都
本
に
は
、
終
り
に
父
も
滝
口
の
不
孝
を
許
し
た
と
い
う
こ
と
だ
け
が
記
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
こ
れ
を
布
初



し
て
、
室
町
物
語
が
独
自
の
増
補
を
行
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
も
、
御
伽
草
子
本
に
こ
の
記
事
が
無
い
の
は
、
増
補
さ
れ
る

前
の
原
態
を
存
す
る
も
の
と
す
る
よ
り
も
、
既
に
増
補
さ
れ
た
形
態
を
再
び
省
略
し
た
も
の
と
考
え
る
方
が
常
識
的
で
あ
る
こ
と
は
、
川
門

の
例
と
同
様
で
あ
る
。

右
の
如
く
、
記
事
の
内
容
か
ら
比
較
し
た
上
で
は
、
室
町
物
語
の
三
本
に
見
ら
れ
る
異
同
と
、
平
家
諸
本
の
そ
れ
と
の
関
係
は
、
か
な

り
錯
雑
し
て
い
て
、
際
立
っ
て
特
徴
あ
る
対
応
は
認
め
難
い
。

た
だ
右
の
中
で
は
、
凶
が
最
も
重
要
な
資
料
に
な
る
か
と
考
え
ら
れ
、

そ

こ
で
示
し
た
よ
う
な
考
え
方
が
成
り
立
つ
と
す
れ
ば
、
慶
応
本
と
御
伽
草
子
本
と
は
、

ほ
ぼ
直
線
的
な
系
譜
の
上
に
位
置
づ
け
得
る
と
目

し
て
よ
く
、

一
方
、
清
涼
寺
本
は
一
応
別
系
統
と
見
る
べ
き
性
質
を
備
え
て
い
る
と
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
但
し
、
慶
応
本
と
清
涼
寺

本
と
の
聞
に
は
、
何
ら
か
の
相
互
関
係
が
存
在
し
た
こ
と
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
点
も
見
せ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
清
涼
寺
本
と
御

伽
草
子
本
と
の
聞
に
は
、
直
接
的
関
係
を
認
め
さ
せ
る
材
料
は
乏
し
い
。

五

続
い
て
三
本
の
詞
章
の
考
察
に
入
る
。
詞
章
の
面
で
も
大
体
を
言
え
ば
、
慶
応
本
と
御
伽
草
子
本
と
は
、
大
筋
は
ほ
ぼ
一
致
し
、
後
者

の
方
が
叙
述
が
所
々
節
略
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
清
涼
寺
本
は
、
上
の
二
本
に
近
い
個
所
と
、
全
く
表
現
の
異
な
る
個
所
と
が
断
続

的
に
現
れ
る
と
い
っ
た
関
係
に
あ
る
が
、
細
部
に
立
ち
入
る
と
、
や
は
り
種
々
の
疑
問
が
起
き
て
く
る
。
次
に
、
原
文
の
引
用
が
非
常
に

長
く
な
る
が
、
三
本
の
詞
章
を
若
干
の
場
面
に
お
い
て
対
比
し
て
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

ω巻
頭
の
部
分

清

涼

寺

本

慶

応

本

御

伽

草

子

本
一一一一一一一



さ
て
よ
こ
ふ
ゑ
は
、
せ
ん
そ
を
た
つ
ぬ
る
に
、

つ
の
国
か
ん
さ
き
君
の
、
ち
ゃ
う
し
ゃ
の
む

す
め
、

こ
れ
な
り

(
中
略
)

そ
の
よ
こ
ふ
ゑ
か
す
か
た
を
、
物
に
よ
く
よ

く
た
と
ふ
れ
は
、
き
ん
こ
く
ゑ
ん
の
山
さ
く

ら
、
き
ゃ
う
か
さ
ん
の
こ
う
も
〉
、
か
し
よ

う
け
の
も
み
ち
、
お
ん
こ
の
ふ
し
の
花
、
け

ん
ほ
ん
の
な
し
の
く
ゑ
た
る
を
、
そ
む
く
に

こ
と
な
ら
す
、
ら
ん
し
ゃ
の
匂
ひ
、
み
に
そ

な
へ
、
ゅ
う
な
る
に
ょ
う
は
う
な
り
し
か
は

心
を
か
け
ぬ
人
そ
な
き
、
心
を
か
く
る
、
み

な
の
た
ま
っ
さ
の
か
よ
ふ
事
、
物
に
よ
く
よ

く
た
と
ふ
れ
は
、
春
の
村
雨
、
秋
の
か
り
、

し
ゃ
う
よ
う
き
う
の
雨
、
ふ
る
や
の
の
き
の

玉
み
つ
も
、
い
か
て
こ
れ
に
は
ま
さ
る
へ
き

さ
れ
と
も
よ
こ
ふ
へ
、
心
よ
き
な
を
と
る
、

か
せ
ふ
か
ぬ
ま
の
夕
け
ふ
り
、
な
ひ
く
か
た

な
り
け
れ
は
、
さ
て
し
か
る
へ
き
ゑ
ん
は
な

く
し
て
、
に
ん
よ
い
ん
御
か
た
に
ま
い
り
、

つ
ね
に
心
は
す
み
か
ま
の
、
け
ふ
り
は
そ
ら

に
い
た
つ
ら
に
、
つ
ら
/
¥
物
を
あ
ん
す
る

に
、
う
き
世
の
中
、
か
り
の
や
と
ゆ
へ
な
ん

今
一
人
の
よ
こ
ふ
ゑ
は
、
行
へ
を
く
わ
し
く

き
く
に
、
ま
こ
と
に
あ
わ
れ
な
る
事
共
か
な

つ
の
国
か
ん
さ
き
と
い
ふ
し
ゆ
く
の
、
遊
く

ん
か
子
な
り

ゃ
う
、
が
ん
び
れ
い
に
し
て
、
い
つ
く
し
き
事

か
き
り
な
し
、
か
れ
か
す
が
た
、
物
に
た
と

へ
は
、
か
す
み
に
お
ふ
春
の
花
、
か
ぜ
に
み

だ
る
〉
あ
を
や
ぎ
の
、
い
と
た
を
や
か
な
る

ふ
ぜ
い
な
り

其
こ
ろ
、
み
や
こ
に
き
こ
へ
た
ま
ふ
、
く
わ

ん
む
て
ん
わ
う
に
は
、
だ
い
玉
の
わ
う
じ
、

一
ほ
ん
し
き
ぶ
き
ゃ
う
か
つ
ら
わ
ら
の
し
ん

わ
う
に
は
、
九
代
の
こ
う
ゐ
ん
、
さ
ぬ
き
の

か
み
ま
さ
も
り
の
ま
子
、
ぎ
や
う
ぶ
き
ゃ
う

た
〉
も
り
の
ち
ゃ
く
子

大
で
う
大
じ
ん
た
ひ
ら
の
き
ょ
も
り
、
に
う

だ
う
じ
ゃ
う
こ
く
と
て
、
上
も
な
き
人
な
り

つ
の
国
ひ
や
う
ご
に
、
み
や
こ
を
た
て
、
し

ほ
の
ひ
る
間
〔
の
〕
、
つ
れ
ノ
¥
た
に
見
出
た

ま
へ
は
、
し
ゃ
う
ら
う
び
ゃ
う
し
の
、
世
の

な
ら
い
、
人
間
あ
だ
な
る
事
を
、
つ
く
/
¥

と
あ
ん
じ
た
ま
ひ

し
ゃ
う
こ
く
が
か
た
み
に
と
て
、

っ
き
し
ま

二
二
四

今
一
人
の
よ
こ
ぶ
え
か
、
ゆ
く
ゑ
を
た
づ
ぬ

る
に
、
ま
こ
と
に
あ
は
れ
な
る
事
ど
も
な
り

そ
の
か
た
ち
、
ょ
う
が
ん
び
れ
い
に
し
て
、

い
つ
く
し
く
、
か
す
み
に
匂
ふ
は
る
の
は
な

か
ぜ
に
み
だ
る
〉
青
柳
の
、
い
と
た
を
や
か

に
、
あ
き
の
月
に
こ
と
な
ら
ず

彼
比
、

都
に
聞
え
給
ひ
し

ぢ
ゃ
う
か
い
入
道
ど
の
に
、
う
へ
こ
す
人
ぞ

な
か
り
け
る

津
の
国
兵
庫
に
都
を
立

後
の
世
迄
の
か
た
み
と
思
召
、

っ
き
島
を
そ



の
ち
の
わ
す
れ
く
さ
、
し
も
か
れ
ぬ
ま
の
ひ

と
心
、
つ
ら
ノ
¥
く
わ
ん
し
つ
〉
、
ひ
と
か

た
な
る
こ
と
を
、
つ
く
ノ
¥
く
わ
ん
し
た
ま

ひ
て
、
か
た
み
に
と
て
、
っ
き
し
ま
を
つ
か

れ
、
い
ま
に
た
え
せ
す

右
の
文
に
お
い
て
は
、

を
こ
そ
っ
か
れ
け
り
、
む
か
し
が
今
に
い
た

る
ま
で
、
誠
に
た
へ
ぬ
事
と
か
や

つ
か
れ
け
る
、
誠
に
末
代
ま
で
、
絶
せ
ず
と

か
や

慶
応
本
と
御
伽
草
子
本
と
は
、

非
常
に
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
。

後
者
に
欠
け
て
い
る
部
分
を
見
て
も
、

清
盛
の
系
図
を
長
々
と
叙
ベ
た
所
や
、
築
島
を
つ
く
時
の
清
盛
の
感
慨
な
ど
、

有
っ
て
も
無
く
て
も
、
叙
述
の
筋
に
は
変
り
の
な
い
詞
章

で
あ
る
。
従
っ
て
、
御
伽
草
子
本
が
慶
応
本
に
つ
い
て
、
部
分
的
に
削
除
し
た
と
も
、
逆
に
御
伽
草
子
本
の
本
文
が
古
態
で
、
慶
応
本
は

修
飾
句
を
挿
入
し
た
と
も
、
両
様
に
考
え
得
る
が
、
は
じ
め
の
方
の
、
慶
応
本
の
『
つ
の
国
か
ん
さ
き
と
い
ふ
し
ゆ
く
の
、
遊
く
ん
か
子

な
り
』
の
句
が
御
伽
草
子
本
に
欠
け
て
い
る
点
は
、
前
章
に
お
い
て
検
討
し
た
如
く
、
慶
応
本
が
古
い
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、
後
の
二
個

所
も
、
御
伽
草
子
本
の
省
略
と
す
る
方
が
、
妥
当
性
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

一
方
、
清
涼
寺
本
の
方
は
、
叙
述
の
運
び
も
一
致
し
な
い
し
、
横
笛
の
容
姿
の
警
え
方
に
し
て
も
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
清
涼
寺
本
を

別
系
と
す
る
に
、
好
個
の
材
料
の
一

つ
と
な
し
得
る
の
で
あ
る
が
、

た
だ
疑
問
の
点
が
一
個
所
あ
る
。

そ
れ
は
終
り
の
方
の
傍
線
を
附
し

た
部
分
で
、
前
よ
り
の
続
き
か
ら
す
る
と
、
横
笛
の
こ
と
を
叙
べ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
終
り
に
『
か
た
み
に
と
て
、

っ
き
し
ま
を
つ

か
れ
、

い
ま
に
た
え
せ
す
』
と
あ
る
の
を
見
れ
ば
、
清
盛
に
関
す
る
叙
述
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
前
に
誤
脱
が
あ
る
も
の
と

し
て
考
え
る
と
、
慶
応
本
に
の
み
見
え
る
可
し
ほ
の
ひ
る
間
の
つ
れ
/
¥
た
に
見
た
ま
へ
は
』
以
下
の
文

ι、
叙
述
の
内
容
に
相
通
ず
る

も
の
の
あ
る
こ
と
が
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
両
本
の
こ
の
部
分
が
同
じ
意
図
を
も
っ

た
表
現
で
あ
れ
ば
、
慶
応
本
と
清
涼
寺
本
と
の
間
に
は
何
ら
か
の
交
渉
の
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

ニ
二
五



同
滝
口
か
ら
送
ら
れ
た
懸
想
文
を
、
そ
れ
と
は
知
ら
ず
横
笛
が
披
い
て
読
む
条

清

涼

寺

本

慶

応

本

よ
こ
ふ
へ
は
、
我
身
の
う
ゑ
と
し
ら
す
し
て
よ
こ
ふ
へ
、
わ
が
身
の
事
と
は
し
ら
ず
し
て

ひ
き
あ
け
て
よ
み
け
り
、
も
し
の
つ
?
き
、
ふ
み
を
さ
ら
ノ
¥
と
よ
み
、
ふ
て
の
た
て
ど

A
i
l
l
l
i
-
-

よ
し
あ
り
さ
ま
に
見
へ
た
り
、
歌
を
み
れ
は

B

同
同
い
し
山

身
は
う
き
露
の
こ
と
く
、
む
め
の
た
ち
て
の

う
く
ひ
す
、
き
し
う
つ
浪
の
ふ
せ
ひ
し
て
、

p
u
 

か
み
な
か
の
し
っ
、
た
に
の
う
も
れ
木
と
、

か
き
と
〉
め
て

人
は
よ
も
お
も
ひ
も
よ
ら
ぬ
わ
か
こ
ひ
の

し
た
に
こ
か
れ
で
も
る
〉
こ
〉
ろ
を

つ
〉
み
か
ね
な
か
す
な
み
た
の
露
ほ
と
は

か
〉
る
あ
は
れ
を
君
は
か
け
す
や

D
I
l
l
i
e
s
-
I
l
l
i
-
-
-

よ
こ
ふ
へ
申
け
る
は
、
く
す
の
う
ら
は
そ
と

は
、
我
か
身
は
こ
〉
に
あ
り
な
か
ら
、
ち
〉

に
心
の
か
よ
ふ
こ
と
な
り

身
は
露
の
や
う
に
と
は
、
よ
そ
な
る
君
ゆ
ゑ

に
、
心
は
そ
ら
に
あ
く
か
れ
て
、
梅
の
し
た

へ
の
う
く
ひ
す
は
、
こ
へ
ふ
り
た
て
〉
、
な

く
は
か
り
な
り
、
き
し
う
つ
な
み
の
わ
け
い

と
は
、
君
ゆ
へ
心
を
く
た
く
ら
ん
と
也
、
か

こ
ろ
、
も
ん
じ
の
ち
ら
し
ゃ
う
、
よ
し
あ
る

ふ
ぜ
い
と
、
お
く
ゆ
か
し
く
そ
お
ほ
ゆ
る

身
は
う
き
く
も
の
こ
と
く
な
り
、
さ
く
ら
の

た
ち
ゑ
の
う
ぐ
ひ
す
は
、
き
し
た
つ
な
み
の

ふ
ぜ
い
し
て
、

の
な
か
の
し
み
づ
と
、

か
き

と
ヌ
め

人
は
ひ
さ
お
も
ひ
も
よ
ら
じ
わ
が
こ
ひ
の

し
た
に
な
が
れ
で
も
ゆ
る
こ
〉
ろ
を

君
ゆ
へ
に
な
が
す
な
み
だ
の
つ
ゆ
ほ
ど
も

お
も
は
ゾ
い
か
ヌ
う
れ
し
か
ら
ま
し

ょ
こ
ふ
へ
申
け
る
や
う
は

身
は
う
き
く
も
の
こ
と
く
と
は
、
て
ん
じ
ゃ

う
な
る
き
み
ゆ
へ
に
、
心
を
そ
ら
に
あ
く
が

る
〉
事
也
、
さ
く
ら
の
た
ち
ゑ
の
う
ぐ
ひ
す

と
は
、
こ
へ
ふ
り
た
て
〉
、
な
く
ば
か
り
の

事
也
、
き
し
た
つ
な
み
と
は
、
君
ゆ
へ
心
を

一一一二ハ

御

伽

草

子

本

横
笛
、
わ
が
み
の
上
と
は
知
ず
し
て
、
ふ
み

こ
ま
ル
¥
と
み
給
へ
ば
、
筆
の
た
て
や
う
な

A

i

 

ど
、
よ
し
有
御
ふ
み
と
み
え
侍
り
け
る
、
う

た
を
み
給
へ
ば

B
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
 

身
は
う
き
雲
の
ご
と
く
也
、
む
め
の
た
ち
え

の
う
ぐ
ひ
す
は
、
岸
う
つ
波
の
ふ
ぜ
い
し
て

CIl--lili--11111

か
き
と
ど
め

野
中
の
清
水
、
谷
の
む
も
れ
木
と
、
書
留

人
は
い
さ
思
ひ
も
よ
ら
じ
我
恋
の
、
し
た

に
こ
が
れ
で
も
ゆ
る
心
を

君
ゆ
へ
に
な
が
す
涙
の
露
程
も
、
わ
れ
を

お
も
は
〉
う
れ
し
か
ら
ま
し

D
i
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
l
1
1
1
-
-

横
笛
申
け
る
は
、
く
ず
の
下
葉
と
は
、
わ
れ

は
委
に
有
な
が
ら
、
ち
ぢ
に
心
の
か
よ
ふ
事

也身
は
う
き
雲
の
や
う
ぞ
と
は
、
あ
ま
の
よ
そ

成
君
故
に
、
心
は
そ
ら
に
あ
こ
が
る
〉
事
也

む
め
の
た
ち
え
の
う
ぐ
ひ
す
は
、
こ
ゑ
ふ
り

な
く
ば
か
り

た
て
〉
鳴
ヰ
の
事
也
、
岸
う
つ
波
の
ふ
ぜ
い

と
は
、
心
を
く
だ
く
ら
ん
、
野
中
の
清
水
と



み
中
の
し
つ
み
と
は
、
人
に
と
わ
れ
す
、
ひ

B
I
l
l
-
-
I
l
l
i
-
-
I
l
-
-

と
り
す
む
と
な
り
、
う
つ
み
火
と
は
、
し
た

に
こ
か
れ
て
、
物
お
も
ふ
な
り
と
て
、
か
た

り
け
れ
は

つ
く
す
事
也
、
野
中
の
し
水
と
は
、
人
に
と

は
、
人
に
と
は
れ
ず
、
ひ
と
り
す
む
事
也
、

B
i
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
-
-
l
i
l
i
-
-
-

埋
火
と
は
、
こ
が
れ
て
物
思
ふ
の
心
也
と
ぞ

語
給
ひ
け
る

わ
れ
ず
、
す
む
事
な
り
と
、
か
た
り
け
れ
ば

こ
の
部
分
で
は
、
詞
章
は
三
本
と
も
お
お
よ
そ
類
似
し
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
、
慶
応
本
に
無
く
て
、
清
涼
寺
本
と
御
伽
草
子
本
と
の

み
に
あ
る
句
が
、
傍
線
A
C
D
E
の
如
く
四
個
所
も
見
え
る
。

A
は
別
と
し
て
、

C
D
E
に
つ
い
て
は
、

こ
の
よ
う
に
、
文
の
中
の
謎
の

如
き
詞
を
解
き
明
か
す
こ
と
は
、
「
浄
瑠
璃
十
二
段
草
子
」
を
は
じ
め
、

室
町
物
語
に
は
し
ば
ノ
¥
用
い
ら
れ
て
い
る
手
法
で
、

そ
の
詞

も
極
め
て
類
型
的
で
あ
る
。
従
っ
て
、
偶
然
の
類
似
と
い
う
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
が
、
右
の
文
の
場
合
、
偶
合
と
す
る
に

は
余
り
に
も
一
致
し
過
ぎ
て
い
る
。
特
に

D
は
、
前
の
滝
口
の
文
言
葉
の
中
に
、

そ
れ
に
対
応
す
る
句
が
無
い
。
恐
ら
く
不
用
意
に
書
い

た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、

そ
う
で
あ
れ
ば
、

ま
す
/
¥
偶
然
の
一
致
の
起
る
可
能
性
が
少
い
。
ま
た

E
は
C
に
対
応
す
る
句
で
あ
る
が
、

C

で
「
埋
れ
木
」
と
あ
る
の
を

E
で
は
「
埋
み
火
」
と
し
た
こ
と
も
、
両
本
の
間
で
一
致
し
て
い
る
の
は
不
思
議
で
あ
る
。
ど
う
し
て
も
こ

の
個
所
で
は
、
清
涼
寺
本
と
御
伽
草
子
本
と
が
直
接
の
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
事
実
が
見
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

(
B
も
清
涼
寺
本
と
御
伽
草
子
本
が
一
致
し
、

慶
応
本
の
み
が
異
な
る
。

し
か
し
、

こ
こ
は
梅
と
桜
の
字
の
草
体
が
似
て
い
る

所
か
ら
、
慶
応
本
が
誤
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
意
味
か
ら
し
て
も
、
当
然
「
梅
」
と
あ
る
べ
き
所
で
あ
る
。
)

し
か
し
、

同
じ
右
の
文
中
に

あ
る
こ
首
の
歌
の
後
の
方
で
は
、
慶
応
本
と
御
伽
草
子
本
と
が
一
致
し
、
清
涼
寺
本
の
み
が
違
う
と
い
う
現
象
も
現
れ
て
い
て
、

そ
の
問

の
関
係
は
、

こ
の
三
本
の
み
の
比
較
で
は
解
明
す
る
術
が
無
い
の
で
あ
る
。

判
前
の
文
の
少
し
後
の
所
で
、
滝
口
の
乳
母
が
横
笛
を
説
き
伏
せ
て
、
返
書
を
取
っ
て
帰
り
、
そ
れ
よ
り
二
人
の
逢
瀬
が
始
ま
る
条
‘

清

涼

寺

本

慶

4

応

本

御

伽

草

子

本

二
二
七



い
っ
そ
や
、
こ
松
と
の
〉
御
っ
か
ひ
に
、
ま

い
り
た
ま
ひ
て
候
た
き
く
ち
と
申
ひ
と
、
一

め
ま
い
ら
ぜ
て
よ
り
、
い
ま
は
、
ま
よ
ひ
の

や
ま
う
に
、
ほ
た
れ
さ
せ
た
ま
ひ
、
い
き
の

か
よ
ひ
は
か
り
に
候
へ
は
、
人
を
は
ひ
と
こ

そ
た
す
け
侠
へ

A
 

さ
れ
は
、
お
の
〉
こ
ま
ち
は
、
し
ゐ
の
せ
う

し
ゃ
う
の
お
も
ひ
を
か
〉
り
て
、
十
七
の
と

し
ち
〉
に
わ
か
れ
、
十
九
に
て
は
〉
に
は
な

れ
、
二
十
一
に
て
あ
に
〉
お
く
れ
、
う
き
な

け
き
を
し
ら
れ
し
も
、
ひ
と
の
お
も
ひ
を
、

や
す
め
さ
り
し
ゅ
へ
な
り

こ
と
更
、
な
け
き
の
は
か
な
き
は
、

B
i
l
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
-
-

み
ち
と
こ
そ
申
候
へ
、
あ
ふ
せ
の
た
よ
り
は

た
ま
わ
ら
す
と
も
、
心
や
す
む
る
一
ふ
て
と

さ
ま
ノ
¥
に
申
け
れ
は
、
ょ
こ
ふ
へ
、
お
も

C
I
l
i
-
-
1
1
1
1
1ーー
ー

ひ
も
よ
ら
す
や
と
て
、
み
や
き
野
〉
み
ち
、

ふ
み
た
か
へ
た
る
に
や
と
て

こ
い
の

も、う
、 ィコ
きみ
え火
なの
むし
のた
ちに
そD こ
さ|か
ひlれ
し|て
か|お
ら|も
まlふ
し!と

い
つ
ぞ
や
、
小
松
殿
よ
り
の
御
っ
か
い
に
、

ま
い
り
候
へ
し
た
き
口
、
御
身
を
一
め
見
ま

い
ら
せ
し
よ
り
、
お
も
か
け
の
た
ち
そ
ひ
て

さ
て
ノ
¥
わ
す
れ
が
た
く
、
今
は
は
や
、
わ

ず
か
の
い
き
の
か
よ
ふ
斗
に
て
候
へ
は
、
人

は
人
を
た
す
け
候
ヘ

ハ
マ
、
〉
。

A

さ
れ
は
、
お
〉
野
小
町
は
、
四
ゐ
の
せ
う
し

ゃ
う
の
思
ひ
か
〉
り
、
十
七
の
年
ち
〉
に
お

く
れ
、
十
九
の
年
君
に
わ
か
れ
、
う
き
な
げ

き
を
せ
し
ぞ
と
よ
、
人
の
お
も
ひ
を
、
や

〔
す
〕
め
ざ
り
し
ゅ
へ
な
り

こ
と
さ
ら
、
な
げ
き
の
わ
り
な
き
は
、
恋
の

み
ち
と
こ
そ
申
候
へ
、
心
を
や
す
む
る
ほ
と

の
一
ふ
で
は
、
や
す
き
程
の
事
也
、
御
返
事

ば
か
り
あ
そ
ば
し
候
へ
と
、
こ
ま
ノ
¥
と
申

よ
こ
ふ
ゑ
こ
れ
を
き
〉
、
あ
ら

C
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
 

お
も
ひ
よ
ら
ず
や
と
て
、
み
や
き
の
〉
み
ち

ふ
み
た
が
へ
た
る
に
や
と
、
か
き
と
メ
め

け
れ
〔
は
〕
、

う
づ
み
火
の
し
た
に
こ
が
る
〉
と
き
く
よ

り
も
、
き
え
な
ん
の
ち
は
恋
し
か
る
へ
し

二
二
八

い
つ
ぞ
や
、
こ
ま
つ
ど
の
〉
御
使
に
、
参
給

ひ
し
た
き
ぐ
ち
ど
の
〉
、
君
を
一
め
み
参
ら

人 て せ
を、候
ば纏号よ
人にかり
社計、
たき御
すの面
けかか
さよげ
ふ ふ の
ら斗まわ
へにりす

てら
候れ
へが
ば fこ
、く

さ
れ
ば
、
を
の
〉
小
町
は
、
人
の
思
ひ
の
す

ゑ
と
を
り
、
後
に
は
、
あ
さ
ま
し
き
身
と
な

り
た
る
よ
し
、
う
け
給
は
る

殊
更
、
わ
り
な
き
は
、
此
こ
ひ
の
道
と
こ
そ

B
i
l
l
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
 

申
侍
る
、
中
か
は
の
、
あ
ふ
せ
は
し
ら
せ
給

は
ず
と
も
、
一
筆
は
や
す
き
御
事
な
れ
ば
、

御
返
事
あ
そ
ば
し
給
へ
か
し
と
、
こ
ま

F
¥

と
申
侍
り
け
れ
ば
、
横
笛
思
ひ
よ
ら
ず
と
て

み
や
ま
ぎ
の
、
文
た
が
へ
た
る
に
や
と
て

にう
、 ィコ

消!み
なび
んの
後し
ぞ、D た
さ|に
び|こ
しlが
か|る
らI). 
ま!と
し!開

か
ら



と
あ
そ
は
し
て
、

っ
か
し
け
に
て
、

ひ
き
む
す
ひ
て
、
ょ
に
は

い
た
さ
れ
け
り

返
事
を
と
り
て
帰
り
け
り
、
さ
る
程
に
た
き

く
ち
、
い
ま
や
ノ
¥
と
、
ま
ち
わ
ひ
て
い
た

り
け
る
に

と
あ
そ
ば
さ
れ
て
、
ひ
き
む
す
び
、
世
に
は

づ
か
し
げ
に
、
さ
し
い
だ
し
た
ま
ふ
ふ
ぜ
ひ

E
1
i
l
l
i
l
i
-
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1
1
1
1
1
1
1
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か
ほ
に
十
二
ひ
と
ゑ
を
ひ
き
か
く
し
、
か
ら

す
ば
の
く
ろ
か
み
、
ゆ
り
な
が
し
、
か
お
に

ま
ゆ
ず
み
、
に
を
や
か
に
、
物
い
た
い
な
る

其
す
が
た
、
い
つ
く
し
き
御
か
た
ち

た
き
口
の
こ
ひ
た
ま
ふ
も
、

こ
と
は
り
と
、

お
ぼ
〔
ゑ
〕
け
る

さ
て
も
め
の
と
、
御
返
事
取
て
か
へ
る
ほ
ど

に
、
た
き
ぐ
ち
、
今
ゃ
い
つ
や
と
、
ま
ち
わ

F
I
l
i
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
i
l
i
l
i
-
-
-
-
-

び
て
、
の
き
は
の
〔
お
ぎ
の
〕
そ
よ
ぐ
お
も
、

そ
れ
か
と
、
む
ね
う
ち
さ
わ
ぎ
、
つ
ま
戸
を

風
の
た
〉
き
し
も
、
心
ほ
そ
く
ま
ち
わ
び
て

わ
か
れ
を
つ
く
る
と
り
の
こ
ゑ
も
、
さ
す
が

わ
か
れ
も
つ
ら
か
ら
ん
、
お
も
ひ
そ
め
つ
る

は
じ
め
よ
り
、
め
の
と
御
所
よ
り
か
へ
り
し

お
、
ま
ち
し
お
も
ひ
は
、
中
々
に
、
た
と
ゑ

ん
か
た
ぞ
な
か
り
け
り
、
あ
ま
り
の
お
も
ひ

に
や
、
ね
も
せ
ず
、
お
き
も
や
ら
ず
し
て
、

よ
そ
に
人
の
こ
ゑ
の
す
る
を
も
、
わ
か
め
の

と
に
て
ゃ
あ
る
ら
ん
と
、
む
ね
う
ち
さ
わ
ぎ

ま
つ
所
に

と
あ
そ
ば
し
、
引
結
び
て
、
ょ
に
恥
か
し
げ

に
出
し
た
る
有
様
、
誠
に
美
さ
、
何
に
た
と

へ
ん
方
も
な
し

殿
の
恋
け
る
も
、
断
と
こ
そ
、
思
ひ
け
れ

御
返
事
取
て
帰
け
り
、
さ
て
た
き
ぐ
ち
、
い

ま
や
ノ
¥
と
、
む
ね
打
さ
は
ぎ
待
給
ふ
、
心

の
中
ぞ
哀
な
る

二
二
九



め
の
と
、
か
の
御
返
事
を
と
り
い
た
し
け
れ

は
、
た
き
く
ち
は
こ
れ
を
み
て
、
う
れ
し
さ

か
き
り
な
し

し
の
ひ
し
の
ひ
と
、
お
も
へ
と
も
、
日
か
す

G
1
1
1
1
1
1
l
i
l
-
l
i
l
i
-
-
-

も
つ
も
り
、
あ
る
と
き
は
、
さ
と
へ
と
て
、

か
よ
ふ
時
も
あ
り
、
又
あ
る
と
き
は
、
月
み

な
と
に
い
ひ
な
し
て
、
か
よ
ひ
け
れ
は
、
た

か
ひ
に
、
ふ
か
く
お
も
ふ
程
に
、
む
か
し
は

物
を
お
も
ひ
し
に
、
ひ
ょ
く
れ
ん
り
の
か
た

ら
い
、
あ
さ
か
ら
す
、
ち
き
り
た
ま
へ
は
、

た
〉
か
り
そ
め
と
お
も
へ
と
も
、
と
し
こ
ろ

か
よ
ひ
け
る
と
か
や

め
の
と
、
ひ
そ
か
に
立
よ
り
て
、
か
の
御
ふ

み
を
取
出
し
、
御
返
事
に
て
候
と
て
、
ま
い

ら
せ
け
る
、
た
き
口
、
こ
れ
お
よ
み
て
、
う

れ
し
さ
た
と
ゑ
ん
か
た
ぞ
な
き

(
消
ス
〉

一
畑
一
か
の
ま
つ
の
い
わ
な
り
と
も
、

中
め
大
」
お
C
〉
}

こ
ろ
も
有
ぬ
へ
し
、

も
へ
と
も

こ
と
か
り
そ
め
と
は
お

二一ニ

O

さ
る
程
に
め
の
と
、
ひ
そ
か
に
立
よ
り
、
か

た
て
ま
つ
る

の
文
取
出
し
て
奉
、
た
き
ぐ
ち
是
を
み
て
、

う
れ
し
さ
は
、
何
に
た
と
へ
ん
か
た
も
な
し

そ
の
後
、
た
び
/
¥
文
共
有
て
、
あ
ふ
せ
の

中
と
な
り
給
ふ

を
さ
〉
の
な
か
の
ひ
と
ふ
し
も
、
契
そ
む
れ

G
|
|
I
l
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
o
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ば
、
あ
る
時
は
里
へ
出
、
忍
び
て
通
ふ
時
も

i
H
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l
i
-
-
I
l
l
l
1
l
i
l
i
-
-

有
、
又
か
せ
の
心
ち
と
い
ひ
な
し
て
、
忍
び

ノ
¥
に
か
よ
は
れ
け
る
、
ひ
ょ
く
れ
ん
り
の

契
を
こ
め
、
こ
と
か
り
そ
め
と
は
思
へ
共
、

ね
ん
ら
い
と
し
月
、
か
さ
な
り
け
る

こ
の
文
も
、

三
本
と
も
に
似
通
っ
た
筆
の
運
び
を
見
せ
て
い
る
部
分
で
、
全
体
か
ら
す
れ
ば
、
慶
応
本
と
御
伽
草
子
本
と
に
、
的
の
例

お
さ
〉
の
一
ふ
し
も
、
世
に
あ
さ
か
ら
ず
、

ち
ぎ
り
け
れ
は
、
月
日
を
た
つ
に
し
た
が
い

H
I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
j
e
l
l
i
-
-

て
、
あ
る
時
は
、
か
ぜ
の
こ
〉
ろ
と
い
ひ
な

し
て
、
日
か
ず
を
お
く
る
よ
は
も
あ
り
、
た

が
い
に
あ
さ
か
ら
ず
、
ひ
ょ
く
れ
ん
り
の
ち

ぎ
り
を
こ
め
、
こ
と
か
り
そ
め
と
お
も
へ
ど

も
、
年
月
お
か
よ
ひ
け
る
ほ
と
に

と
同
様
の
性
質
を
も
っ
た
関
係
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
部
分
的
に
は
、
清
涼
寺
本
と
慶
応
本
、
清
涼
寺
本
と
御
伽
草
子
本
と
の
関

係
を
も
考
え
さ
せ
る
材
料
を
提
供
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
傍
線

A
・
C
の
語
句
は
前
者
で
あ
り
、

C
は
、
清
涼
寺
本
・
慶
応
本
の

B
・
D
-
G
は
後
者
で
あ
る
。
中
で

「
宮
城
野
の
道
ふ
み
た
が
へ
た
る
に
や
」

の
方
が
音
山
味
が
よ
く
通
る
。
御
伽
草
子
本
の

「
深
山
木
の
文
た



が
へ
た
る
に
や
」
に
つ
い
て
、
市
古
博
士
の
注
で
は
「
深
山
に
立
っ
て
い
る
木
が
人
に
知
ら
れ
ず
、
人
を
知
ら
な
い
よ
う
に
、
何
も
わ
か

ら
な
い
人
が
、
文
を
届
け
る
相
手
を
間
違
え
た
の
か
し
ら
と
い
っ
て
」
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、

り
に
椀
曲
過
ぎ
る
よ
う
で
あ
る
。
「
宮
城
野
の
道
」

で
あ
れ
ば
、
「
宮
城
野
の
道
を
踏
み
違
え
る
、

え
た
」
と
、
す
っ
き
り
し
た
表
現
に
な
る
。
恐
ら
く
御
伽
草
子
本
の
『
み
や
ま
ぎ
』
は
、

の
で
あ
ろ
う
。
ま
た

G
は
H
と
対
に
な
っ
た
句
で
あ
る
が
、

G
で
は
清
涼
寺
本
と
御
伽
草
子
本
が
、

夫
々
一
致
す
る
と
い
う
現
象
を
見
せ
て
い
る
。

こ
の
意
味
で
の
言
い
回
し
と
し
て
は
、
余

そ
れ
で
は
な
い
が
そ
の
よ
う
に
文
を
違

『
み
や
き
の
』

を
誤
読
し
た
所
か
ら
出
て
き
た

H
で
は
慶
応
本
と
御
伽
草
子
本
が
、

つ
ま
り
御
伽
草
子
本
は
、
清
涼
寺
本
と
慶
応
本
か
ら
夫
々
一
句
ず
つ
を
取
っ
て
対
に
し
た

如
き
形
な
の
で
あ
る
。
な
お
、

E
と
F
は
、
慶
応
本
に
の
み
あ
っ
て
、
他
の
二
本
共
に
省
略
さ
れ
て
い
る
詞
章
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
例

の
A
B
C
D
の
四
例
及
び
こ
の
文
の

B
G
の
ニ
例
に
見
ら
れ
た
の
と
は
、
反
対
の
現
象
に
お
い
て
、
清
涼
寺
本
・
御
伽
草
子
本
の
近
似
が

現
れ
て
い
る
。
但
し
、

E
は
横
笛
の
容
姿
に
つ
い
て
の
細
か
い
形
容
、

F
は
横
笛
の
返
事
を
待
ち
わ
び
る
滝
口
の
心
情
の
描
写
で
、
御
伽

草
子
本
は
、
前
者
を
『
誠
に
美
さ
、
何
に
た
と
へ
ん
方
も
な
し
』
、
後
者
を

『
心
の
中
ぞ
哀
な
る
-b

と
い
う
簡
単
な
抽
象
的
文
句
で
代
用

し
て
い
る
の
で
、

そ
れ
も
無
い
清
涼
寺
本
と
は
、
性
質
を
異
に
す
る
と
い
う
点
も
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
こ
の
場
合
は
、
偶

然
の
類
似
と
い
う
可
能
性
も
多
分
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

同
横
笛
が
滝
口
の
往
生
院
の
庵
室
を
尋
ね
て
行
く
道
行
の
条
。

清

涼

寺

本

慶

応

本

あ
ま
り
に
た
え
か
ね
、
ゃ
る
か
た
も
な
け
れ
あ
ま
り
の
お
も
ひ
に
た
ゑ
か
ね
て
、
〔
け
む

は
、
よ
こ
ふ
へ
は
、
け
ん
れ
い
も
ん
を
し
の
れ
ん
も
ん
ゐ
ん
の
御
所
を
立
出
て
〕
、
あ
く

ひ
ゐ
て
〉
、
な
く
く
あ
く
か
れ
ゆ
く
ほ
と
か
れ
行
ほ
と
に
、
町
山
方
と
き
く
か

に
、
う
ち
や
み
に
ま
よ
ひ
て
ゆ
く
、
み
な
み
ら
に
、
大
そ
ら
に
ま
よ
ひ
出
て
、
み
な
み
の

を
は
る
か
に
な
か
む
れ
は
、
ら
い
せ
い
も
ん
か
た
を
な
か
む
れ
は
、
大
う
ち
の
跡
と
お
ほ

御

伽

草

子

本

あ
ま
り

余
の
思
ひ
に
た
え
か
ね
て
、
む
ざ
ん
や
横
笛

御
所
を
忍
び
出
給
ひ
、
あ
こ
が
れ
行
程
に
、

乾
の
か
た
と
聞
な
れ
ば
、
う
ち
の
に
ま
よ
ひ

出
て
、
南
を
遣
に
な
が
む
れ
は
、
大
り
の
あ

と
〉
お
ほ
し
く
て
、
ら
し
ゃ
う
も
ん
は
あ
れ

一一一一一
一



は
あ
れ
は
て
〉
、
石
す
ゑ
ほ
か
り
そ
の
こ
り

け
る

あ
と
の
み
や
こ
を
帰
り
み
れ
は
、
ほ
つ
し
ゃ

う
し
の
た
う
を
見
る
時
そ
、
九
を
ん
の
名
残

お
し
か
る
へ
し
、

つ
く
り
の
お
の
〉
お
と
は

い
と
い
た
う
、
い
る
た
き
う
き
世
の
、
別
し

人
は
う
き
か
せ
の
、
わ
れ
は
う
ら
み
草
か
つ

ら
、
く
る
し
き
道
を
行
ほ
と
に
、
う
ち
野
〉

は
る
は
花
さ
か
り
、
露
お
も
け
な
る
こ
は
き

は
ら
、
か
き
わ
け
ノ
¥
ゆ
く
ほ
と
に
、
な
み

た
に
く
れ
て
、
み
ち
も
見
へ
す
、
お
も
ひ
み

た
る
〉
い
と
す
〉
き
、
は
た
を
る
む
し
や
す

た
く
ら
ん
、
ふ
り
す
て
ら
る
〉
、
身
の
う
き

に
、
ね
を
な
き
そ
ふ
る
す
〉
虫
の
、
こ
ゑ
を

た
よ
り
に
行
ほ
と
に

C
I
l
i
-
-
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1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
-
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そ
め
と
の
〉
き
さ
き
御
く
わ
ん
し
ょ
、

ほ
行
ノ

こ
ん
ゐ
ん
を
、
う
ち
す
き
て
、
な
ら
ひ
の
お

か
の
秋
か
せ
は
、
き
ん
の
ね
を
や
、

し
ら
む

ら
ん
、

い
か
た
を
く
た
す
お
ほ
ゐ
川
、

¥t、
せ

き
み
つ
を
な
か
め
つ
〉
、

か
く
そ
ゑ
い
し
た

ま
ひ
け
る

ら
い
せ
ひ
も
ん
は
あ
れ
は
て
〉
、

せ
き
い
の
み
や
残
ら
ん

A
l
l
i
-
-
I
l
l
i
-
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l
i
l
-
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御
と
ば
の
ゐ
ん
の
い
に
し
へ
、
春
な
つ
お
く

り
て
、
秋
の
山
、
む
れ
た
つ
松
に
ふ
く
風
も

B
 

心
ほ
そ
く
ぞ
お
ぼ
へ
け
る
、
北
を
は
る
か
に

な
が
む
れ
ば
、
春
を
わ
す
れ
ぬ
さ
く
ら
花
、

あ
ら
し
を
つ
た
ふ
に
お
ひ
ま
で
、
思
ひ
や

〔
ら
〕
れ
て
、
あ
わ
れ
な
り
、
南
に
か
〉
れ
は

た
ま
ほ
こ
の
、
み
ち
は
さ
だ
か
に
見
へ
ね
ど

も
、
な
ら
ひ
の
お
か
に
、
つ
き
に
け
り

し
く
て
、

c
 

み
な
元
殿
〉
御
さ
ん
さ
う
、

ほ
う
こ
ん
が
う

ゐ
ん
を
、
さ
し
す
ぎ
て
、

D
I
l
l
l
i
-
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1
1
1

さ
う
、
松
の
あ
ら
し
の
を
の
ず
か
ら
、
こ
と

つ
り
殿
〉
御
さ
ん

お
し
ら
へ
て
、
た
に
の
水
お
と
す
さ
ま
じ
く

E
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l
l
i
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-
I
l
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く
る
し
み
を
し
た
ひ
て
、
な
め
ら
か
に
、
と

な
せ
の
た
き
の
な
が
れ
に
は
、
井
か
だ
を
く

は
て
〉
、

し、

し
ず二

斗まこ
ぞり

残
り
け
る

A
 又

、
と
ば
の
院
の
西
へ
行
、
春
夏
過
て
、
あ

き
の
山
、
む
ら
た
つ
松
に
吹
風
も
、
心
ぼ
そ

B
i
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-
-
-
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1
1
1
1
1
1
1
i
 

く
ぞ
覚
え
け
る
、
北
の
遣
に
な
が
む
れ
は
、

あ
る
じ

春
を
忘
ぬ
梅
の
花
、
主
忘
ぬ
匂
に
て
、
思
ひ

や
ら
れ
て
、
玉
ぼ
こ
の
、
道
さ
だ
か
に
み
へ

ね
共
、
な
ら
び
の
里
に
、
か
〉
り
つ
〉

c
 

そ
め
ど
の
〉
き
さ
き
御
さ
ん
そ
う
、

ほ
う
ゑ

D
l
l
 

つ
り
殿
三
さ
う
、
ま

ゐ
ん
を
、
さ
し
過
て
、

〈
マ
、
〉

ん
の
あ
ら
し
の
を
の
づ
か
ら
、
ぎ
ん
の
こ
ゑ

F
ー

を
し
ら
ベ
、
谷
の
水
を
と
す
さ
ま
じ
く
、
と

ハ
マ
、
〉

く
せ
の
た
き
の
な
が
れ
も
、
い
か
だ
を
く
だ

な
か
め

G
i
l
-
-

い
せ
き
の
水
を
詠
つ
〉
下
か
き

す
大
井
川
、



だ
す
大
井
川
、

(
マ
、
〉

そ
て
、

い
せ
き
の
水
の
な
か
れ
に
よ

せ
き
あ
く
る
な
み
た
の
川
の
は
や
き
せ
に

あ
ふ
よ
り
ほ
か
の
し
か
ら
み
そ
な
き

か
く
な
ん

せ
き
の
ぼ
る
な
み
だ
の
川
の
は
や
き
せ
に

お
ふ
よ
り
ほ
か
の
し
が
ら
み
ぞ
な
き

あ
つ
め
た
る
も
し
ほ
く
さ
、
ゃ
る
か
た
な
き

の
余
に
、
か
く
ぞ
ゑ
い
じ
け
る

せ
き
あ
へ
る
な
み
だ
の
川
の
は
や
き
せ
に

あ
ふ
よ
り
外
の
し
が
ら
み
そ
な
き

こ
の
条
の
清
涼
寺
本
の
詞
章
に
は
、
他
の
二
本
と
非
常
に
近
い
部
分
と
、
相
当
に
離
れ
て
い
る
部
分
と
が
入
り
交
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ

が
此
処
に
も
、

C
の
句
の
如
く
、
清
涼
寺
本
と
御
伽
草
子
本
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
、
慶
応
本
の
み
が
異
な
る
個
所
が
見
え
る
。

本
共
同
じ
場
所
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
の
句
は
三

『
ほ
う
こ
ん
ゐ
ん
』
『
ほ
う
ゑ
ゐ
ん
』

は
該
当
す
る
寺
が
考
え
当
た
ら
ず
、

慶
応
本
の

「
法
金
剛
院
」
が
正
し
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
寺
は
、
も
と
鶴
見
間
に
あ
っ
た
清
原
真
人
夏
野
の
山
荘
で
、
後
に
寺
と
な
し
て
隻
岡
寺
と
号

し
、
ま
た
天
安
寺
と
も
号
し
た
。

そ
の
後
荒
廃
し
て
い
た
の
を
、
崇
徳
院
の
御
宇
、
待
賢
円
院
が
再
興
さ
れ
、
法
金
剛
院
と
称
し
た
と
伝

え
ら
れ
る
。

こ
の
寺
で
あ
れ
ば
、
三
本
共
に
あ
る
「
隻
岡
」
あ
る
い
は
「
隻
里
」
云
々
の
記
事
に
照
応
す
る
。
此
処
は
文
徳
天
皇
の
御
陵

に
近
く
、
「
三
代
実
録
」
天
安
二
年
十
月
十
七
日
の
条
に
、

天
皇
崩
後
、

陵
の
辺
に
三
味
を
修
す
る
沙
弥
二
十
日
を
隻
岡
寺
に
住
ま
し
め

た
と
の
、

ま
た
、
翌
貞
観
元
年
八
月
二
十
一
日
の
条
に
、
皇
太
后
す
な
わ
ち
染
殿
の
后
が
、

と
の
記
事
が
見
え
る
。
清
涼
寺
本
と
御
伽
草
子
本
に
、
「
染
殿
の
后
の
御
願
所
、

こ
の
寺
に
僧
を
請
じ
て
、
法
華
経
を
講
じ
た

あ
る
い
は
御
山
荘
」

そ
の
意
味
で
あ
ろ

う
。
従
っ
て
両
本
の
『
ほ
う
こ
ん
ゐ
ん
』
と

『
ほ
う
ゑ
ゐ
ん
』

が

『
ほ
う
こ
ん
が
う
ゐ
ん
』

る
。
前
者
は
「
が
う
」
を
脱
し
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
後
者
は
「
こ
ん
」
を
続
け
て
書
く
と
「
え
」

と
あ
る
の
は
、

の
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
、

ほ
ぼ
確
実
で
あ

の
仮
名
と
似
通
っ
て
く
る
の
で
、
案
外

そ
う
し
た
経
路
を
経
た
誤
り
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
る
と
、
清
涼
寺
本
と
御
伽
草
子
本
と
は
、
ま
す
/
¥
関
係
が
深
く
な
っ
て
く
る
。

か
し
一
方
、
慶
応
本
の
『
み
な
元
殿
の
御
さ
ん
さ
う
』
も
、

し

こ
れ
で
は
法
金
剛
院
と
の
結
び
つ
き
が
理
解
出
来
な
い
の
で
、

こ
れ
も
何
か

一一一一一一



二
三
四

の
誤
り
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
「
染
」
と
「
源
」

と
の
草
体
に
は
似
通
っ
た
所
が
あ
る
の
で
、

慶
応
本
の
筆
者
の
拠
っ
た
本
に
は

「
染
殿
」
と
あ
っ
た
の
を
「
源
殿
」
と
読
み
誤
っ
て
、

『
み
な
元
殿
』

と
書
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
想
像
を
め
ぐ
ら
す
こ
と
が
出
来

る
。
そ
こ
で
、

こ
の
個
所
は
、
御
伽
草
子
本
が
清
涼
寺
本
と
の
み
関
係
が
あ
っ
て
、
慶
応
本
の
系
統
と
は
関
係
が
無
い
と
す
る
程
の
根
拠

に
は
な
し
得
な
い
の
で
あ
る
。

な
お
、
右
の
文
で
、
慶
応
本
と
御
伽
草
子
本
に
見
え
る

D

・
F
の
句
は
、
後
者
に
誤
植
が
あ
る
。

ま
た
、
同
じ
く
A
の
匂
の
「
鳥
羽
院
」

は
洛
南
の
地
で
あ
る
か
ら
、
建
礼
門
院
の
御
所
か
ら
嵯
峨
へ
の
道
行
の
叙
述
に
お
い
て
、
御
伽
草
子
本
の
よ
う
に
『
と
ば
の
院
の
西
へ
行
』

の
よ
う
に
鳥
羽
の
院
の
昔
を
思
い
や
る
と
い
う
言
い
方
の
方
が
自
然
で
あ
る
。

そ
の
前
に
『
南
を
造
に
な
が
む
れ
は
』
の
句
が
あ
る
所
か
ら
し
で
も
、
慶
応
本

こ
れ
は
、
『
い
に
し
へ
』
を

『
西
へ
』

と
し
た
こ
と
か
ら

と
、
非
常
な
遠
回
り
を
す
る
の
は
甚
だ
不
合
理
で
あ
る
。

生
じ
た
誤
り
で
あ
ろ
う
。

B
は
、
両
本
共
語
句
は
よ
く
似
て
い
る
が
、
内
容
は
か
な
り
違
っ
て
い
る
。
御
伽
草
子
本
は
北
野
神
社
の
道
真

の
詠
ん
だ
梅
を
思
い
う
か
べ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
慶
応
本
は
一
般
的
な
叙
述
で
あ
る
。
此
処
も
、
前
の
『
南
を
蓬
に
な
が
む
れ
は
』
と

対
応
す
る
句
と
し
て
は
、
慶
応
本
の
『
北
を
は
る
か
に
な
が
む
れ
ば
』
の
方
が
良
い
。
御
伽
草
子
本
は
『
北
を
』
に
「
北
野
」
を
連
想
し

た
と
こ
ろ
か
ら
、
『
さ
く
ら
花
』
を
『
梅
の
花
』
に
、
『
あ
ら
し
を
っ
た
ふ
』
を
『
主
忘
ぬ
』
に
、
夫
々
言
い
換
え
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。

桜
と
梅
の
字
の
草
体
は
似
通
っ
て
い
る
し
、

「
あ
ら
し
」
と
「
あ
る
し
」

に
も
類
似
点
の
あ
る
こ
と
も
、
右
の
よ
う
な
転
換
を
容
易
に
し

た
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
ャ
フ
に
、

D
・
F
並
び
に

A
・
B
に
お
け
る
両
本
の
聞
に
は
、

「
小
敦
盛
」

の
絵
巻
と
御
伽
草
子
本
と
の
関
係

と
、
類
似
し
た
も
の
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
外
、

E
は
慶
応
本
に
の
み
見
え
る
が
、

こ
の
句
は
意
味
が
明
瞭
で
な
い
。

そ
の
た

め
に
御
伽
草
子
本
が
省
略
し
た
と
考
え
得
る
し
、

ま
た
逆
に
、
御
伽
草
子
本
に
の
み
存
す
る

G
の
句
に
つ
い
て
は
、

『
か
き
あ
つ
め
た
る

も
し
ほ
く
さ
』
は
「
ゃ
る
か
た
な
し
」
に
か
か
る
序
詞
で
、

こ
の
よ
う
な
表
現
が
言
い
慣
わ
さ
れ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、



こ
こ
は
『
ゃ
る
か
た
な
き
の
余
に
』
と
い
う
修
飾
句
が
適
切
な
個
所
で
あ
る
の
で
、
慣
用
句
を
挿
入
増
補
し
た
も
の
と
言
う
こ
と
が
出
来

る。
余
り
長
く
な
る
の
で
、
長
文
の
引
用
は
こ
れ
位
に
と
ど
め
、
慶
応
本
と
御
伽
草
子
本
、
清
涼
寺
本
と
御
伽
草
子
本
と
の
関
係
を
考
え
る

材
料
の
み
を
、
も
う
少
し
挙
げ
て
み
る
。
山
か
ら
同
ま
で
は
前
者
で
、
本
文
の
対
照
は
、
上
が
慶
応
本
、
下
が
御
伽
草
子
本
で
あ
る
。
な

お
、
川
伸
同
州
は
、
第
二
・
三
章
の
、
明
暦
板
や
神
宮
文
庫
本
と
の
比
較
の
項
に
お
い
て
も
、
既
に
一
度
取
り
上
げ
た
個
所
で
あ
る
。

(
マ
、
〉

覧
の
水
の
絶
々
に
、
か
け
て
も
な
ら
ひ
ぬ
煙
に
そ
め
な
し
、
う
き
世
の

事
を
観
じ
つ
〉

ωか
け
ひ
の
み
づ
の
こ
ゑ
ノ
¥
に
、

し
ぼ
の
あ
み
戸
に
松
の
は
し
ら
、

う
き
世
の
事
お
く
わ
ん
ず
る
に

かか
うけ
のて
けな
ふら
りさ
にぬ
そあ
めら
匝なす
しだ
てれ

滝
口
が
往
生
院
の
庵
室
に
箆
っ
た
時
の
情
景
描
写
の
文
の
一
節
で
あ
る
。
御
伽
草
子
本
の
『
な
ら
ひ
ぬ
』
は
「
な
ら
は
ぬ
」

の
誤
り
で

あ
ろ
う
。
日
本
古
典
文
学
大
系
本
の
注
は
「
少
し
も
な
れ
て
い
な
い
香
煙
に
身
を
そ
め
て
」
と
し
て
い
る
が
、

「
か
け
て
も
な
ら
は
ぬ
」

の
解
釈
に
不
安
が
感
ぜ
ら
れ
る
。
慶
応
本
の
『
か
け
て
な
ら
さ
ぬ
あ
ら
す
だ
れ
』
(
「
な
ら
さ
ぬ
」
は
や
は
り
「
な
ら
は
ぬ
」

の
誤
字
で
あ

ろ
う
か
。
掛
け
慣
れ
て
い
な
い
荒
簾
の
意
)
の
方
が
意
味
が
は
っ
き
り
す
る
。
清
涼
寺
本
も
『
か
け
て
な
ら
わ
ぬ
あ
し
す
た
れ
、

あ
み
戸
に
竹
は
し
ら
』
と
あ
り
、

そ
の
下
の
「
香
の
煙
に
そ
め
な
す
」

し
は
の

の
句
は
無
い
。
慶
応
本
の
傍
線
の
部
分
を
脱
し
た
た
め
に
、
御
伽

草
子
本
の
如
き
匂
が
出
来
、
『
か
け
て
も
な
ら
は
ぬ
』
の
意
味
が
落
ち
着
か
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ωし
ぐ
れ
に
ふ
る
〉
松
た
に
も
、
か
わ
ら
ぬ
い
ろ
は
あ
る
物
を
、

し
ょ
の
む
つ
ご
と
に
も
、
ひ
の
な
か
、
み
づ
の
そ
こ
ま
で
も
、

ら
じ
と
こ
そ
ち
ぎ
り
し
に
、
は
や
く
も
か
わ
る
心
か
な

かあ
わり

し
ぐ
れ
に
ぬ
れ
ぬ
ま
つ
だ
に
も
、
又
い
ろ
か
は
る
事
も
有
、
火
の
中
、

水
の
そ
こ
ま
で
も
、
か
は
ら
じ
と
こ
そ
思
ひ
し
に
、
は
や
く
も
か
は
る

心
か
な

滝
口
の
庵
室
の
前
で
、
横
笛
が
述
べ
る
口
説
ご
と
の
中
の
言
葉
で
あ
る
。
御
伽
草
子
本
の
如
く
「
時
雨
に
染
ま
ら
な
い
松
で
さ
え
も
色

二
三
五



で
は
、
滝
口
の
『
は
や
く
も
か
は
る
心
』
も
尤
も
だ
と
い
う
意
味
の
文
脈
に
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
れ
に
ひ
き
か
え
て
貴
方
の
心
は
早
く
も
変
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
言
い

の
変
る
こ
と
が
あ
る
」

よ
う
に
「
時
雨
に
触
れ
る
松
で
さ
え
色
が
変
ら
な
い
の
に
、

一一一ニムハ

こ
こ
は
慶
応
本
の

回
し
に
な
る
べ
き
所
で
あ
る
。
御
伽
草
子
本
が
不
注
意
か
ら
間
違
え
た
も
の
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

ωあ
だ
な
る
も
つ
れ
な
き
も
、
う
き
世
の
人
の
、
い
の
ち
に
て
と
〉
め

た
り
、
う
き
に
は
き
ゑ
ぬ
な
ら
ひ
と
て
、
い
か
な
る
く
わ
こ
の
い
ん

ぐ
わ
に
て
、
か
〉
る
お
も
ひ
を
す
る
物
か
な

滝
口
が
横
笛
の
亡
骸
を
抱
い
て
嘆
く
場
面
に
見
え
る
文
で
あ
る
。

あ
だ
な
る
も
つ
れ
な
き
も
、
い
の
ち
う
き
に
か
ぎ
ら
ぬ
な
ら
ひ
か
や
、

い
か
な
る
く
わ
こ
の
い
ん
ぐ
わ
に
て
、
か
〉
る
思
ひ
を
す
る
や
ら
ん

こ
れ
は
前
述
の
知
く
つ
二

O
頁
参
照
〉
御
伽
草
子
本
で
は
意
味
が

よ
く
通
ら
な
い
。
恐
ら
く
川
と
同
じ
く
、
慶
応
本
の
詞
章
を
良
い
加
減
に
省
略
し
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
、
不
完
全
な
文
章
の
た
め
と
思
わ

れ
る
。
以
上
は
慶
応
本
か
ら
御
伽
草
子
本
へ
と
、
詞
章
が
転
化
し
て
ゆ
く
過
程
に
お
い
て
、
省
略
や
誤
脱
が
起
っ
た
も
の
と
考
え
さ
せ
る

例
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
例
も
見
ら
れ
る
。

的
う
き
世
を
物
に
た
と
ふ
れ
ば
、
き
く
の
し
た
ば
の
ね
な
し
ぐ
さ
、
入

ゑ
の
水
の
す
て
お
ぶ
ね

う
き
世
を
物
に
た
と
ふ
れ
ば
、
き
し
の
ひ
た
い
の
ね
な
し
ぐ
さ
、
入
え

の
水
に
す
て
を
ぶ
ね

滝
口
が
父
の
不
孝
に
逢
っ
て
、
無
常
を
感
ず
る
所
に
出
て
く
る
句
で
あ
る
。

身
岸
額
離
根
草
、
論
命
江
頭
不
繋
舟
」

こ
の
匂
は
「
倭
漢
朗
詠
集
下
、
無
常
」

の
中
に
あ
る
「
観

の
詩
か
ら
き
て
い
る
。
従
っ
て
御
伽
草
子
本
の
方
が
正
し
い
。
清
涼
寺
本
も
『
き
し
の
ひ
た
ひ
の

ね
な
し
草
』
と
あ
る
。
慶
応
本
の
前
の
句
は
、
「
き
し
」
を
「
き
く
」

切
さ
て
も
い
に
し
て
は
な
を
み
、
月
を
な
〔
が
〕
む
る
も
、
二
人
み
る

に
は
く
も
り
な
や

く
に
を
う
ご
か
す
あ
ら
が
み
も
、
お
も
ふ
中
は
よ
も
さ
け
じ
と
、
い

ひ
つ
る
す
ぎ
し
こ
と
の
は
も
、
い
ま
の
ご
と
く
に
わ
す
ら
れ
す

と
見
誤
っ
た
所
か
ら
生
じ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
て
も
い
に
し
へ
は

く
も
を
う
ご
か
す
か
み
な
り
も
、
思
ふ
中
を
ば
よ
も
さ
け
じ
と
、
ち
ぎ

り
つ
る
こ
と
の
は
は
、
い
ま
の
ご
と
く
に
わ
す
れ
ず



同
の
例
と
同
じ
場
面
に
あ
る
句
。

こ
の
句
も
、

の
か
は
」

の
歌
を
踏
ま
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、

は
鋸
山
い
。ωい

に
し
ゑ
の
は
な
の
す
が
た
は
、
き
ゑ
は
て
〉
、

タ
門
川
一
の
、
花
の
い
ろ
こ
そ
、
て
ら
し
け
れ

聞
と
同
じ
場
面
の
終
り
に
あ
る
句
。

「
古
今
集
、
恋
四
」

。コ

「
天
の
原
ふ
み
と
ど
ろ
か
し
な
る
神
も
思
ふ
中
を
ば
さ
く
る
も

そ
れ
な
ら
ば
、

や
は
り
御
伽
草
子
本
の
方
が
正
確
で
あ
る
。
清
涼
寺
本
に
は
こ
の
句

の
き
ば
を
て
ら
す

さ
て
も
、
い
に
し
へ
の
す
が
た
は
、
っ
き
は
て
て
、

ふ
が
ほ
の
、
花
の
い
ろ
こ
そ
、
か
な
し
け
れ

軒
を
て
ら
ざ
る
ゆ

こ
れ
は
「
横
笛
の
昔
の
花
や
か
な
姿
は
消
え
て
し
ま
っ
て
、
淋
し
い
夕
顔
の
花
の
色
の
よ
う
に
な

づ
た
の
が
悲
し
い
」
と
い
う
意
味
の
文
で
あ
ろ
う
。

こ
の
場
合
『
の
き
ば
を
て
ら
す
』
よ
り
『
軒
を
て
ら
ざ
る
』
(
市
古
博
士
の
注
に
「
照

ら
ざ
る
は
照
ら
さ
ざ
る
に
同
じ
。
照
る
は
四
段
活
用
の
他
動
詞
、

照
ら
す
の
意
」
と
あ
る
)

け
れ
』
『
か
な
し
け
れ
』
の
句
も
、
後
者
で
な
い
と
意
味
が
通
ら
な
い
。

の
方
が
妥
当
で
あ
る
し
、
終
り
の
『
て
ら
し

こ
の
文
も
清
涼
寺
本
に
は
欠
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
凶
岡
山
間

の
三
例
は
、
前
の
三
例
と
は
逆
で
、
御
伽
草
子
本
の
本
文
の
方
が
良
い
訳
で
あ
る
。

次
に
、
清
涼
寺
本
と
御
伽
草
子
本
と
が
関
係
す
る
個
所
を
掲
げ
る
。

M
W

清

涼

寺

本

そ
の
夜
は
、
し
や
か
た
う
に
ま
い
り
、

ん
申
ゃ
う
こ
そ
、
あ
は
れ
な
る

な
む
大
お
ん
け
う
し
ゅ
の
、

き
ね

し
や
か
に
よ
ら

い
、
こ
ん
や
の
り
し
や
う
に
は
、
あ
か
て
わ

B
i
l
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-

か
れ
し
た
き
く
ち
に
、
う
ち
そ
ふ
ま
て
こ
そ

な
く
と
も
、
い
ま
一
め
、
見
せ
て
た
ひ
給
へ

A
I
l
l
1
1
1
1
l
i
l
i
-
-
i
l
l
l
i
-
-

と
、
心
な
き
さ
う
も
く
も
、
う
た
を
か
わ
し

慶

応

本

其
夜
は
、
こ
く
う
ざ
う
に
ま
い
り
、
御
つ
や

申
て
、
夜
も
す
が
ら
、
申
ゃ
う

ね
が
わ
く
は
、
御
ほ
と
け
、
し
ゅ
じ
ゃ
う
を

た
す
け
ま
し
ま
せ
は
、
あ
か
で
わ
か
れ
し
た

B
i
l
l
i
-
-
l
i
l
l
i
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
l
i
l
-
-

き
口
と
、
う
ち
そ
ふ
ま
で
は
あ
ら
ず
と
も
、

あ
り
し
す
か
た
を
、
今
一
め
、
み
せ
て
た
び

た
ま
へ
と
、
な
み
だ
を
な
が
し
、
夜
も
す
が

御

伽

草

子

本

其
よ
は
、
こ
く
う
ぞ
う
に
参
り
、
つ
や
を
申

て
、
よ
も
す
が
ら
、
申
ゃ
う
こ
そ
哀
也

ね
が
は
く
は
、
御
ほ
と
け
な
う
じ
ゅ
ま
し

A
-
-
-
1
1
1
1
-
-
I
l
l
i
-
-
l
i
l
-
-
1
1
 

ノ
¥
て
、
ふ
う
婦
の
み
ち
を
か
な
し
み
て
、

の
に
ふ
し
山
に
す
む
迄
も
、
つ
ば
さ
を
か
さ

ね
、
契
を
な
す
と
か
や
、
う
け
給
は
り
候
へ

ば
、
し
ゅ
じ
ゃ
う
を
た
す
け
ま
し
ま
さ
ば
、

二
三
七



て
、
さ
す
と
か
や
、
山
に
す
む
け
た
物
、
木

に
や
と
る
と
り
ま
て
も
、
つ
は
さ
を
か
さ
ね

ぬ
は
な
し
、
も
と
よ
り
、
大
し
大
ひ
を
さ
き

と
し
て
、
我
ら
か
こ
と
く
の
、
し
ゅ
し
ゃ
う

ま
で
も
、
あ
ま
ね
く
す
く
わ
ん
と
の
、
ち
か

ひ
な
れ
は
、
い
か
て
か
う
き
身
一
人
、
も
ら

し
給
は
ん
や
と
、
な
み
た
を
な
か
し
、
夜
、
も

C
I
l
-
-
-
l
i
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
-ー

す
か
ら
、
ね
ん
し
ゅ
し
て
、
さ
よ
ふ
け
か
た

に
、
す
こ
し
ま
と
ろ
み
け
る
に

ニ
三
八

c
 

ら
、
だ
ひ
じ
だ
〔
い
〕
ひ
と
、
ね
ん
く
わ
ん
し

て
、
さ
よ
ふ
け
が
た
に
な
り
し
か
ば
、

ろ
む
と
こ
ろ
に

あ
か
で
わ
か
れ
し
た
き
ぐ
ち
を
、
一
目
み
せ

て
た
び
給
へ
と
、
な
み
だ
を
な
が
し
、
よ
も

す
が
ら
、
す
こ
し
ま
ど
ろ
む
所
に

ま
ど

横
笛
が
滝
口
の
庵
室
を
尋
ね
て
行
く
道
で
、
仏
に
祈
願
を
か
け
る
言
葉
で
あ
る
。
御
伽
草
子
本
の
傍
線
A
の
匂
は
、
慶
応
本
に
は
脱
け

て
い
る
。

と
こ
ろ
が
こ
れ
と
同
じ
内
容
を
叙
べ
て
い
る
句
が
清
涼
寺
本
に
は
見
え
る
の
で
あ
る
。

『
の
に
ふ
し
山
に
す

む
迄
も
』
は
、
「
野
に
伏
し
山
に
住
む
鳥
獣
ま
で
も
」

あ
っ
て
、
御
伽
草
子
本
に
の
み
無
い
。

(
御
伽
草
子
本
の

の
意
味
で
あ
ろ
う
。
)
し
か
し
一
方
、

B

・
C
の
句
は
、
清
涼
寺
本
と
慶
応
本
と
に

た
だ

C
は
、
御
伽
草
子
本
の
『
よ
も
す
か
ら
、
す
こ
し
ま
と
ろ
む
所
に
』
で
は
変
で
、
当
然

C
の

如
き
匂
が
聞
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所
で
あ
る
。
ま
た
、

右
の
文
を
全
体
と
し
て
見
れ
ば
、
叙
述
の
運
び
方
は
、
慶
応
本
と
御
伽
草
子
本

と
が
一
致
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
短
い
文
の
間
で
、
三
本
の
中
二
本
ず
つ
が
三
様
の
関
係
を
見
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
体
こ
れ

は
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た
ら
よ
い
か
。
可
能
性
の
あ
る
関
係
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
見
方
が
出
来
は
し
な
い
か
。

の
本
文
が
直
接
つ
い
た
の
は
慶
応
本
系
で
あ
る
が
、

一
は
、
御
伽
草
子
本

そ
の
際
、
清
涼
寺
本
系
の
本
を
も
見
て
、

A
の
句
は
そ
れ
に
よ
っ
て
補
っ
た
と
す
る

見
方
で
あ
る
。
御
伽
草
子
本
に
お
け
る

A
の
句
の
、
前
後
と
の
文
脈
上
の
続
き
工
合
に
は
不
自
然
な
所
が
あ
っ
て
、
慶
応
本
の
『
ね
か
わ

く
は
御
ほ
と
け
』
と
『
し
ゅ
し
ゃ
う
を
た
す
け
ま
し
ま
せ
は
』
と
の
こ
つ
の
句
の
聞
に
、
無
理
に
挿
入
し
た
感
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

B 



-
C
の
句
が
無
い
の
は
、
省
筆
あ
る
い
は
不
注
意
に
よ
る
書
き
漏
し
で
あ
ろ
う
。
今
一

つ
は
、
清
涼
寺
本
と
慶
応
本
と
の
中
間
に
位
す
る

本
文
を
も
っ
た
本
が
あ
っ
て
、
御
伽
草
子
本
は
そ
れ
を
承
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
清
涼
寺
本
と
慶
応
本
と
が

直
接
に
で
は
な
く
と
も
、
中
間
の
本
を
介
し
て
、
相
互
に
関
係
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
材
料
が
、
既
に
挙
げ
た
文
例
の
中
に
も

見
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

ω

清

涼

寺

本

か
〉
り
け
る
と
こ
ろ
に
、
つ
ま
き
と
る
山
人
、
河
よ
り
む
か
ひ
に
て

あ
れ
ノ
¥
と
よ
は
わ
れ
と
も
、
つ
ゐ
に
は
か
な
く
、
な
り
に
け
り

御

伽

草

子

本

か
〉
り
け
る
所
に
、
つ
ま
木
と
る
山
人
、
か
は
む
か
ひ
に
て
、
あ
れ
よ

/
¥
と
よ
ば
〉
れ
ど
、
ほ
ど
と
を
け
れ
ば
、
終
に
は
か
な
く
な
り
に
け

り

既
に
今
ま
で
に
幾
度
か
引
用
し
た
所
で
あ
る
。

こ
の
文
は
慶
応
本
に
は
全
く
欠
け
て
い
る
。

し
か
し
、

こ
の
文
に
続
い
て
、
山
人
が
滝

口
の
庵
室
の
前
を
通
り
な
が
ら
友
人
と
語
る
言
葉
の
中
に
、
『
十
七
八
の
女
は
う
の
身
を
な
げ
給
へ
る
を
、
あ
れ
よ
/
¥
と
い
ひ
つ
れ
ど
、

川
よ
り
こ
な
た
を
と
を
る
事
な
れ
ば
、
あ
は
れ
さ
申
は
か
り
な
し
』
(
御
伽
草
子
本
。
清
涼
寺
本
・
慶
応
本
に
も
ほ
ぼ
同
様
の
句
が
あ
る
)

と
い
う
句
、
が
あ
る
の
で
、
右
の
文
が
無
く
て
も
、
叙
述
の
運
び
の
上
に
支
障
は
な
く
、

む
し
ろ
重
複
す
る
嫌
い
の
あ
る
文
で
あ
る
。
も
し

御
伽
草
子
本
に
の
み
、

こ
の
文
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
明
ら
か
に
増
補
と
考
え
る
こ
と
の
出
来
る
部
分
で
あ
る
が
、
清
涼
寺
本
に
も
、

ほ

と
ん
ど
同
文
の
詞
章
が
存
在
す
る
の
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
的
の
場
合
と
同
じ
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と

岡山
γ
フ。

ω

清

涼

寺

本

身
の
う
き
か
す
は
大
井
か
わ
、
な
み
た
に
み
ち
は
、

い
そ
く
と
す
れ
と
、
程
と
を
し

か
き
く
れ
て
、

御

伽

草

子

本

身
の
う
き
か
ず
は
大
井
が
は
、
な
み
だ
の
み
ち
は
、
か
き
く
れ
て
、
い

そ
ぐ
と
す
れ
ど
、
ほ
ど
と
を
く

二
三
九



二
四

O

前
の
文
の
少
し
後
で
、
滝
口
が
も
し
や
横
笛
で
は
な
い
か
と
、
千
鳥
が
消
へ
急
ぐ
所
の
叙
述
で
あ
る
口
慶
応
本
に
は
、
傍
線
の
句
の
み

が
無
く
、
後
は
ほ
と
ん
ど
同
文
で
あ
る
。

こ
う
い
う
道
行
の
文
に
は
常
套
の
、
掛
け
詞
を
使
っ
た
句
で
あ
る
か
ら
、
偶
然
の
一
致
の
起
る

可
能
性
も
あ
る
が
、
や
は
り
間
同
と
同
じ
理
由
を
考
え
て
も
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

_._ 
/'-.. 

前
章
で
引
用
し
た
同
州
同
の
三
例
と
、
間
附
同
の
例
文
の
前
後
の
個
所
と
は
、
清
涼
寺
本
が
他
の
二
本
と
比
較
的
近
い
詞
章
を
有
し
て

い
る
部
分
で
、

そ
の
外
は
更
に
離
れ
て
い
る
所
が
多
く
、
仙
の
例
の
よ
う
に
、
全
く
関
係
の
無
い
別
の
表
現
を
と
っ
て
い
る
詞
章
も
幾
個

所
か
見
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
全
体
と
し
て
見
れ
ば
、
御
伽
草
子
本
が
直
接
交
渉
を
も
つ
の
は
慶
応
本
の
み
で
あ
る
と
し
て
良
さ
そ
う
で
あ

る
が
、
部
分
的
な
語
句
に
お
い
て
は
、
清
涼
寺
本
と
も
何
ら
か
の
つ
な
が
り
の
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
材
料
が
、
少
数
な
が

ら
散
見
す
る
。

で
は
、
慶
応
本
と
御
伽
草
子
本
と
の
本
文
は
、

ど
の
よ
う
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
両
本
の
本
文
の

先
後
関
係
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
、

こ
の
作
品
だ
け
で
な
く
、
室
町
物
語
全
般
に
亘
っ
て
、
室
町
期
古
写
本
と
江
戸
期
の
諸
伝
本
と
に
お
け

る
文
体
や
用
語
を
精
密
に
比
較
し
て
、

そ
の
結
果
と
照
し
て
み
な
い
と
、
決
定
的
な
こ
と
は
言
い
難
い
で
あ
ろ
う
。
私
に
は
、

ま
だ
そ
こ

ま
で
の
準
備
が
出
来
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、

前
章
ま
で
に
挙
げ
て
き
た
多
く
の
事
実
に
よ
っ
て
窺
う
と
、

基
本
的
傾
向
と
し
て
は
、

「
小
敦
盛
」

の
場
合
と
同
様
の
関
係
が
存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
御
伽
草
子
本
の
本
文
は
、
慶
応
本
の
如
き
古
写
本
に
つ
き

な
が
ら
、

そ
の
叙
述
を
所
々
節
略
し
て
い
っ
た
形
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
際
、
誤
解
や
不
用
意
な
省
略
か
ら
、
本
文
を
悪
く

し
た
と
い
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
中
に
は
、

こ
れ
と
は
逆
と
き
?
え
る
現
象
を
示
し
て
い
る
例
も
幾
っ
か
存
在
す
る
が
、

そ
れ

ら
の
個
所
を
子
細
に
検
討
し
て
も
、
右
の
推
定
を
覆
す
に
足
る
ほ
ど
の
意
味
は
も
っ
て
い
な
い
と
思
う
。
次
に
、

そ
の
関
係
が
直
接
的
な



も
の
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
点
で
あ
る
が
、
両
本
の
詞
章
に
使
用
さ
れ
て
い
る
語
句
に
は
、

「
小
敦
盛
」
に
お
け
る
絵
巻
と
御
伽
草
子
本

と
の
間
よ
り
も
、

む
し
ろ
類
似
が
多
く
見
ら
れ
る
。

し
か
し
一
方
、
御
伽
草
子
本
は
、
慶
応
本
と
は
別
系
統
と
す
べ
き
清
涼
寺
本
と
一
致

す
る
語
句
も
使
用
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
第
四
章
の
終
り
で
一
応
想
定
し
て
み
た
、
慶
応
本
か
ら
御
伽
草
子
本
へ
の
直
線
的
系
譜
は
、
詞

章
の
上
か
ら
は
、
無
条
件
に
は
承
認
し
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
御
伽
草
子
本
の
本
文
が
、
慶
応
本
と
清
涼
寺
本
と
の
両
系
統
の
本
を
照

合
し
て
、
折
衷
し
た
の
で
あ
れ
ば
別
で
あ
る
が
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
慶
応
本
よ
り
は
、
も
う
少
し
清
涼
寺
本
の
方
へ
寄
っ
た
本
が
存
在
し

て
、
そ
れ
が
御
伽
草
子
本
の
本
文
の
出
て
く
る
直
接
の
祖
本
と
な
っ
た
と
考
え
る
の
が
無
難
で
あ
ろ
う
。

御
伽
草
子
本
の
本
文
の
出
て
来
た
経
路
を
、
右
の
よ
う
に
想
像
し
て
み
た
。

し
か
し
、
管
見
の
資
料
の
範
囲
内
で
は
、
御
伽
草
子
本
の

本
文
に
先
行
し
、

且
つ
そ
の
成
立
に
最
も
深
い
交
渉
を
有
す
る
本
は
、
慶
応
本
の
外
に
無
い
。
従
っ
て
、
御
伽
草
子
本
の
本
文
の
、
室
町

期
の
原
態
に
対
し
て
と
い
う
意
味
に
お
い
て
の
性
格
は
、
慶
応
本
と
の
対
比
を
中
心
と
し
て
考
え
る
よ
り
方
法
が
無
い
の
で
あ
る
。
こ
の

方
法
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、

そ
れ
は
、

「
小
敦
盛
」

の
場
合
と
基
本
的
に
は
変
ら
な
い
と
言
え
よ
う
。

'司、、，-、

ふ
/
ふ
/

こ
ち
ら
に
お
い
て
は
、
慶
応

本
自
身
の
本
文
が
、

「
小
敦
盛
」

の
絵
巻
ほ
ど
に
良
く
な
い
。
慶
応
本
に
も
誤
脱
や
意
味
の
通
じ
な
い
詞
章
が
し
ば
/
¥
あ
り
、
御
伽
草

子
本
の
方
が
、

か
え
っ
て
良
く
な
っ
て
い
る
場
合
の
あ
る
こ
と
、
前
に
挙
げ
た
如
く
で
あ
る
。
ま
た
御
伽
草
子
本
の
本
文
そ
の
も
の
も
、

全
体
と
し
て
見
て
、
「
小
敦
盛
」

の
そ
れ
ほ
ど
粗
末
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
「
小
敦
盛
」
の
場
合
と
一
律
に
言
う
こ
と
は
、
必
ず
し
も
事
実

に
即
さ
な
い
面
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
慶
応
本
と
対
比
し
て
、
御
伽
草
子
本
に
お
い
て
詞
章
の
大
幅
に
節
略
さ
れ
て
い
る
個
所

を
見
る
と
、

そ
れ
ら
は
今
日
か
ら
見
れ
ば
、
さ
し
て
必
要
性
の
感
じ
ら
れ
な
い
叙
述
で
、
省
略
に
よ
っ
て
む
し
ろ
す
っ
き
り
し
た
と
言
え

る
如
き
例
が
幾
つ
も
あ
る
が
、
慶
応
本
の
そ
う
い
う
く
ど
さ
は
、

こ
の
類
の
物
語
の
、
室
町
期
の
古
い
本
文
に
は
し
ば
/
¥
見
ら
れ
る
所

で、

こ
れ
が
室
町
的
な
一
つ
の
特
徴
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
意
味
で
は
、

こ
の
「
横
笛
草
紙
」

の
御
伽
草
子
本
の
本
文
も
、
や

二
四
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は
り
室
町
の
古
態
か
ら
は
遠
ざ
か
っ
た
も
の
と
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

附
記

「
小
敦
盛
」
と
「
横
笛
草
紙
」
の
二
篇
に
つ
い
て
、
御
伽
草
子
本
の
本
文
を
、
室
町
期
古
写
本
と
の
比
較
を
中
心
と
し
て
考
察
し
た
の
で
あ
る

が
、
こ
の
ニ
篇
の
み
で
は
、
ま
だ
結
論
と
す
べ
き
も
の
を
提
出
す
る
の
は
慣
ら
れ
る
。
更
に
他
の
作
品
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
検
討
を
加
え

た
上
で
綜
合
的
に
考
え
た
い
。
(
現
在
の
所
、
私
が
同
じ
方
法
に
よ
る
調
査
を
な
し
得
る
の
は
、
は
じ
め
に

4

記
し
た
如
く
、
「
文
正
さ
う
し
」
と

「
蛤
の
草
紙
」
の
二
篇
に
限
ら
れ
る
、
が
)
だ
が
、
本
稿
の
二
篇
だ
け
で
も
、
室
町
物
語
の
研
究
に
当
っ
て
は
、
諸
本
の
比
較
が
極
め
て
重
要
な

意
義
を
持
つ
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
単
に
本
文
校
勘
の
上
の
み
で
な
く
(
む
し
ろ
余
り
に
も
本
文
の
流
動
が
は
げ
し
過
ぎ
て
、
諸
本
間
の
対
校

は
不
可
能
な
場
合
が
多
い
)
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
研
究
が
、
そ
れ
を
基
礎
と
し
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
と
昔
日
ん
る
性
質
を
有
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
し
か
も
こ
の
種
の
物
語
は
、
今
な
お
新
し
い
資
料
が
次
々
と
現
れ
て
く
る
情
況
で
あ
る
。
本
稿
の
如
き
も
、
今
後
新
資
料
に
よ
っ
て

補
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
、
必
ず
生
ず
る
こ
と
を
予
想
し
て
い
る
。

終
り
に
、
資
料
の
閲
覧
調
査
、
写
真
撮
影
に
寛
大
な
御
配
慮
を
賜
わ
っ
た
所
蔵
者
各
位
に
、
厚
く
御
礼
を
申
述
べ
る
次
第
で
あ
る
。


